
　　平成24年度取組実績（継続，改善，廃止・休止分）

各局区等共通
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

1
刊行物等への啓発標語
の掲載

<事業目的>
　より多くの市民に人権擁護思想の普及高揚を図り，人権文化の構築を目指す。

<取組実績>
　本市が発行する印刷物等に人権啓発標語を掲載した。

各局区等 ①

2
人権啓発看板，啓発の
ぼり旗等の掲出

<事業目的>
　より多くの市民に人権擁護思想の普及高揚を図り，人権文化の構築を目指す。

<取組実績>
　バス営業所，地下鉄駅及び本市の施設の玄関等に人権啓発看板や啓発のぼり旗，啓発標
語パネルを掲出した。

各局区等 ①

3
地域団体の人権研修支
援（資料提供等）

<事業目的>
　地域団体等が行う人権研修会を支援し，人権擁護思想の普及高揚を図る。

<取組実績>
　 地域団体等が行う人権研修会を支援し，人権問題に関する講演の中で，参考資料を配
布するなど，人権擁護思想の普及高揚を図った。

各区・支所 ①

4
市庁舎等の障害のある
方・高齢者対応設備の
設置・改修

<事業目的>
　障害のある方や高齢者が安心して利用することのできる市庁舎を目指す。

<取組実績>
　「京都市みやこユニバーサルデザイン推進条例」に基づき，障害のある方や高齢者が安
心して利用することのできる市庁舎を目指した。

各局区等 ②

5
人権行政に関する情報
の職員への提供

<事業目的>
　職員一人一人が人権意識を高めるための情報提供を行う。

<取組実績>
　人権関係の情報誌，チラシの配布，講演会等のポスター掲示による職員への情報提供を
行った。

各局区等 ④

6
人権行政の視点からの
所属事務事業の点検

<事業目的>
　人権尊重の視点で市政を推進する。

<取組実績>
　人権尊重の視点で市政を推進するため，所属事務事業を点検し，必要な改善を図った。

各局区等 ④

7
人権教育に関する情報
提供等職員の自主的な
研修等の条件整備

<事業目的>
　自主的な人権研修を促進するための条件整備を図る。

<取組実績>
　人材活性化推進室等からの情報を職員に周知し，自主的に参加しやすい条件整備を行っ
た。また，職員が人権問題について自主的に勉強会や研修を行うための資料の提供，講師
の紹介，研修時間の確保などの協力を行った。

各局区等 ④

8 職員研修

<事業目的>
　人権文化の構築に関する理解を深めるための職員研修を実施する。

<取組実績>
　５月を「憲法月間」，12月を「人権月間」として研修推進の月間に位置付け，所属に
おける研修を実施した。

各局区等 ④

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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環境政策局
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

1 職員研修

<事業目的>
　憲法月間・人権月間において，所属単位で研修を実施

<取組実績>
　子供や女性の人権，同和問題などに関して，所属において，討論を中心とした研修を実
施した。

環境政策局
環境総務課

④

2

「みんなで頑張ろう
ごみ減量！！」外国語
版，点字版，音声テー
プ版，CD版の作成・
配布

<事業目的>
　外国人に対して，ごみ減量・リサイクルの取組を周知する。

<取組実績>
　「みんなで頑張ろう　ごみ減量！！」の外国語版，点字版及び録音版を作成し，各区役
所・支所の福祉事務所等へ配布するとともに，必要に応じて，市民に配布した。

環境政策局
循環企画課

②

3
ごみ収集福祉サービス
（まごころ収集）の実
施

<事業目的>
　ごみ収集福祉サービス（本市が定期的に収集する「家庭ごみ」，「缶・びん・ペットボ
トル」等を所定の排出場所へ排出することが困難な高齢者，障害者に対し，その排出を支
援するために，当該世帯の玄関先等に出向いて収集する制度）を実施するとともに，対象
者の管理にも努める。

<取組実績>
　平成１９年12月３日より申請開始
　平成２０年１月１４日よりサービス開始
　対象者数：２,３０５世帯（平成２５年３月末現在）

環境政策局
まち美化推進
課

②

4
有料指定袋制の実施に
伴う福祉施策

<事業目的>
　ごみの減量に一定の制約がある紙おむつの支給を受けておられる方や，在宅で腹膜透析
を実施されている方等に対して，「負担の公平性」の原則を踏まえ，指定袋を一定枚数配
布する制度を設けている。

<取組実績>
　配布者数：１０,２７９人（平成２５年３月末現在）
　　（内訳）
　　　　　　２，４４８人（高齢者）
　　　　　　　　４３７人（障害のある方）
　　　　　　７，２７５人（新生児）
　　　　　　　　１１９人（腹膜透析）

環境政策局
まち美化推進
課

②

5
ユニバーサルデザイン
に対応した公衆トイレ
の整備

<事業目的>
　公衆トイレの新規設置や大規模改修の機会において，ユニバーサルデザインに配慮し，
誰もが快適に利用できるよう整備する。

<取組実績>
　吉田神社境内内公衆トイレ及び三十三間堂バスプール公衆トイレについて，以下の改修
を行った。
　　改修内容：・和式便器の一部洋式便器化
　　　　　　　・ベビーチェアの設置

環境政策局
まち美化推進
課

②

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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行財政局
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

1 職員研修

<事業目的>
　憲法月間・人権月間において，所属単位で研修を実施し，研修による人権意識の向上を
図る。

<取組実績>
　各職場で自主的に研修を実施した課では，「人権問題に対する理解を深めることができ
た」「高齢者問題などの状況を改めて確認する良い機会となった」等の意見があり，今後
の行政業務に向けての内発的な意識づけおよび自己研鑽ができた。業務繁忙の理由で実施
ができなかった課でも，資料配布等で可能な限り意識向上に努めた。

行財政局
総務課

④

2
市庁舎等の身体障害の
ある方・高齢者対応設
備の設置・改修

<事業目的>
　身体障害のある方や高齢者が安心して利用することのできる市庁舎を目指す。

<事業計画>
　「京都市みやこユニバーサルデザイン推進条例」に基づき，身体障害のある方や高齢者
がより安心して利用しやすい市庁舎を目指した。

行財政局
庁舎管理課

②

3 職場研修推進者の養成

<事業目的>
　職場研修の計画や実施運営，職員に対する適切な指導ができるよう，管理職の更なる能
力向上を目指す。

<取組実績>
【実績】（いずれも京都御池創生館で実施）
　１　研修名　憲法月間講座（117名）
　　　実施日　平成24年5月16日（水）
　　　内容　　「障害者の人権」
　　　講師　　松波　めぐみ（世界人権問題研究センター）
　２　研修名　人権月間講座（109名）
　　　実施日　平成24年12月18日（火）
　　　内容　　「同和問題」
　　　講師　　野口　道彦（世界人権問題研究センター）
　３　研修名　公民交流セミナー（27名）
　　　実施日　平成24年7月26日（木）
　　　内容　　「パワハラなんか起こらない！職場を元気にする人権」
　　　講師　　竹内　良（東京人材啓発企業連絡会　専務理事）

行財政局
人材育成推進
室

④

4
局区等研修の奨励・支
援

<事業目的>
　局区等において人権研修が積極的かつ効果的に進められるよう，奨励・支援を行う。

<取組実績>
○職員研修支援窓口及び研修教材閲覧コーナーの充実
　人権研修に係る研修内容に関する相談，会場の貸出し，講師紹介，各種研修会の開催情
報の提供等を積極的に行うとともに，研修教材閲覧コーナーにおける職員研修に活用する
教材や資料の充実を図った。
　

行財政局
人材育成推進
室

④

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

[局区等研修の充実]
<事業目的>
　局区等に人権研修の充実のための助言・指導等を行う。

<取組実績>
　局区等における人権研修の充実を図るため，研修の企画，実施等に関する相談，助言や
研修資料の提供を行った。
　また，人権文化の構築に関する理解を深めるため，５月を「憲法月間」，１２月を「人
権月間」として研修推進の月間に位置付け，所属における研修を実施した。

[研修教材や研修資料の充実]
<事業目的>
　人権に関する資料等の更なる充実を目指す。

<取組実績>
  研修ビデオや研修資料の収集，提供に努め，庁内イントラネットのホームページにおい
て，広く職員に対して情報提供を行った。

行財政局
人材育成推進
室

5 職員研修 ④

[人権研修の実施]
<事業目的>
　職員を対象に研修を行い，人権問題に対する意識を高めるとともに理解を深める。
　
<取組実績>
　階層ごとの職員を対象とした人権問題の解決を目指した行動に結び付くカリキュラムを
採り入れた研修を行った。
　特に，次世代を担う若手職員については，人権研修を集中的に実施し，育成強化に努め
るとともに，組織の中核を担う管理監督職員については，指導育成力を強化する研修を実
施した。
　また，人権文化の構築に向けて，すべての職員を対象とした人権に関する理解を深める
研修や職員の視野を広げ人的ネットワークを作る機会の提供を行う研修を実施した。

【実績】（いずれも京都御池創生館で実施）
１　研修名　新規採用職員研修（311名）
　　実施日　平成24年5月16日（水）
　　内容　　「人権問題」
　　講師　　黒川　勝司（文化市民局市民生活部人権文化推進課　市民啓発担当課長）
２　研修名　基本理念研修（279名）
　　実施日　平成25年1月8日（火），9日（水），22日（火），23日（水）
　　内容　　「ホームレスの人権」
　　講師　　生田　武志（世界人権問題研究センター）
３　研修名　憲法月間講座（117名）
　　実施日　平成24年5月16日（水）
　　内容　　「障害者の人権」
　　講師　　松波　めぐみ（世界人権問題研究センター）
４　研修名　人権月間講座（109名）
　　実施日　平成24年12月18日（火）
　　内容　　「同和問題」
　　講師　　野口　道彦（世界人権問題研究センター）
５　研修名　公民交流セミナー（27名）
　　実施日　平成24年7月26日（木）
　　内容　　「パワハラなんか起こらない！職場を元気にする人権」
　　講師　　竹内　良（東京人材啓発企業連絡会　専務理事）

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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総合企画局
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

1
テレビ広報の一部への
字幕挿入

<事業目的>
　聴覚に障害がある方に対して市政の情報を提供する。

<取組実績>
　テレビ広報番組「京のまち」の市政ニュースコーナーに字幕を表示。

総合企画局
市長公室（広
報担当）

②

3
市民しんぶん点字版，
ＣＤ（デイジー）版

<事業目的>
　視覚に障害がある方に対して市政の情報を提供する。

<取組実績>
発行部数（毎月）
　 点字版  … 250部（全市版），300部（区版）
　 文字拡大版  … 415部（全市版），450部（区版）
　 テープ版… 260セット（全市版），270セット（区版）
　 デイジー版  … 150枚（全市版），160部（区版）

総合企画局
市長公室（広
報担当）

②

4
インターネットによる
情報の発信

<事業目的>
　すべての市民が共に生きる社会の構築を目指す。

<取組実績>
○アクセス数
　京都市のHP（総ページ）　１２４,３５４,７５９件（平成２４年度）
　外国語のHP（総ページ）　　　１,３０６,２６４件（平成２４年度）

総合企画局
市長公室（広
報担当）

②

5

広報媒体を活用した集
中的な啓発活動の展開
（憲法月間・人権月間
等における啓発活動）

<事業目的>
　人権尊重の機運を高める契機とするため，5月の憲法月間や12月の人権月間等におい
て，市民しんぶん等において集中的な啓発活動を展開し，市民啓発の相乗効果を図る。

<取組実績>
○市民しんぶん
　5月1日号，8月１日号，12月1日号で，人権特集
○ラジオ番組
　「明日への歩み」5・8・12月の毎週日曜放送
　「人権インフォメーション」5・8・12月の毎日放送

総合企画局
市長公室（広
報担当）

①

6
国際文化市民交流促進
サポート事業

<事業目的>
　市民主体の国際交流と外国籍市民等の社会参加を促進し，世界とつながるまち・京都，
多文化が息づくまち・京都の実現を図る。

<取組実績>
　実施回数：１９回
　延べ参加者数：３,８３４名（上京区民ふれあいまつり２０１２の参加者３,５００人を
含む。）

総合企画局
国際化推進室

①

7
外国籍市民行政サービ
ス利用等通訳・相談事
業

<事業目的>
　日本語を母語としない外国籍市民等が，行政サービスの利用や手続等について問い合わ
せをしたい場合に，市政に関する知識を有し，英語や中国語を話せる者が電話で通訳・相
談を行う。

<取組実績>
　実施期間：平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日
　実施日時：英語　　毎週火・木曜日９:００～１７:００
　　　　　　中国語　毎週水・金曜日９:００～１７:００
　利用者数：７３１人（英語３５５人，中国語１７５人，その他２０１人）

総合企画局
国際化推進室

②

①

<事業目的>
　すべての市民が共に生きる社会の構築に向け，各種広報媒体を活用した啓発活動を行
う。

<取組実績>
○市民しんぶん記事
　・5月1日号「5月は憲法月間」，
　　8月1日号「8月は人権強調月間」，
　　12月１日号「12月は人権月間」
　・毎号，「心のカギ」コーナーで人権に関する情報を掲載
　　（寄稿文，人権'ほっと'写真の入賞作品の紹介など）
　・その他，人権啓発イベント等を随時掲載
○テレビ番組
　・「京のまち」の特集コーナーで人権に関する取組を紹介
　・「京のまち」のインフォメーションで人権に関する内容をお知らせ
○ラジオ番組
  ・「ちょこっと情報☆きょうと」， 「KYOTO CITY PUBLIC LINE」で人権に関する
　　内容をお知らせ
　・「明日への歩み」5・8・12月の毎週日曜放送
　・「人権インフォメーション」5・8・12月の毎日放送
○電光掲示板（市役所前，京都駅前，ゼスト御池），庁舎内テレビモニター
　　人権標語等を随時発信

各種広報媒体を活用し
た広報啓発活動の展開

総合企画局
市長公室（広
報担当）

2

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

8
小・中学生社会見学受
け入れ事業
（国際交流協会）

<事業目的>
　小中学校の社会見学授業として，国際交流会館の機能紹介や外国人を取り巻く状況説
明，事業概要説明などの後，現場で働くスタッフやボランティア活動の見学，留学生の出
身国文化紹介などを行う。

<取組実績>
　実施回数：１4回
   参加者数：281人

総合企画局
国際化推進室

①

9

京都市多文化施策懇話
会（平成21年度まで
は京都市外国籍市民施
策懇話会）の開催

<事業目的>
　外国籍市民等の市政への参加を推進し，多文化共生を構築するための取組等について意
見を求める。

<取組実績>
   第１回会議　平成２４年６月１９日
　    議題：今年度の京都市多文化施策懇話会の進め方について
   第２回会議：平成２４年９月２５日
　    議題：外国籍市民等と地域交流　～防災の取組～
   第３回会議　平成２４年１１月２６日
　    議題：外国籍市民等と地域交流　～日本語教室の取組～
   第４回会議　平成２５年１月２４日
　    議題：外国籍市民等と地域交流　～留学生～

総合企画局
国際化推進室

④

10 医療通訳派遣事業

<事業目的>
　日本語を母語としない外国籍市民等が安心して医療サービスを受け，安全に暮らすこと
ができる社会を目指す。

<取組実績>
   派遣病院：４病院
　対応日時：週３日
　対応言語：英語，中国語，韓国・朝鮮語
　利用者数：１,２４８人（英語２８人，中国語１,２１９人，韓国・朝鮮語１人）

総合企画局
国際化推進室

②

11
FM CO.CO.LOによる
生活，イベント情報の
提供

<事業目的>
　外国籍市民及び短期滞在外国人等に，本市の生活情報やイベント開催情報等の提供を行
う。

<取組実績>
　多言語ＦＭ放送局「ＦＭ　ＣＯ・ＣＯ・ＬＯ」に本市行政情報提供番組を設け，外国籍
市民及び短期滞在外国人等に，毎週水曜と金曜に，英語及び中国語により本市の生活情報
やイベント開催情報の提供を行う。また，災害等緊急に放送の必要が生じた場合に，災害
情報の放送を要請した。

総合企画局
国際化推進室

③

12
啓発物品の作成及び配
付

<事業目的>
　啓発物品（ポケット・ティッシュ）を作成・配布し，外国籍市民との共生を訴えかけ
る。

<取組実績>
　配布部数：１,０００個（平成２4年１２月実施）

総合企画局
国際化推進室

①

13
連続フォーラム「チョ
ゴリときもの」（国際
交流協会）

<事業目的>
　日本社会における在住韓国・朝鮮人の歴史や現状に対する理解を深める。

<取組実績>
　開催日：平成２5年３月1日，３月8日，３月１６日
   参加者数：２１６人
○併設写真展「東九条」
　開催日：平成２5年２月２０日～３月17日
　参加者数：410人

総合企画局
国際化推進室

①

14
国際交流会館オープン
デイ（国際交流協会）

<事業目的>
　すべての市民が気軽に利用できる場としての「国際交流会館」を紹介するとともに，外
国人による文化の紹介などを通して市民レベルでの国際交流を推進する。

<取組実績>
　 実施日：平成２4年１１月３日
    参加者数：１３,０００人

総合企画局
国際化推進室

①

15
国際理解プログラム
「PICNIK」（国際交
流協会）

<事業目的>
　京都市内の小・中学校が実施する国際理解教育の授業に留学生を講師として派遣する。

<取組実績>
   87件（小学校5７件，中学校３0件）

総合企画局
国際化推進室

①
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

16
世界の絵本展（国際交
流協会）

<事業目的>
　絵本を実際に手に取ることによって，広く異文化に親しむ機会を提供する。

<取組実績>
実施日：平成２４年８月２２日～8月２６日
テーマ：「わかりあうってどんなこと？手をつなぐってどんなこと？へいわってなん
　　　　だろ 」
内　容：３０ヵ国の平和の絵本を「戦争によってひきおこされるつらいこと」，「希
　　　　望・絆」，「交流・わかりあう」の３つの段階にわけて約２００冊の絵本を
　　　　展示・紹介した。
参加者数：３９４人

総合企画局
国際化推進室

①

17
外国人のための住宅
ネットワーク事業（国
際交流協会）

<事業目的>
　外国籍市民に対する住宅情報のホームページ上での提供や，留学生をはじめ外国人を受
け入れる家主の開拓を行う交流会の開催など，外国籍市民にとって安定した住居環境づく
りを行う。

<取組実績>
問合せ件数：１２９件
内容：インターネット上で住宅情報を提供するとともに，留学生及び家主向けのガイド
　　　ブックも掲載した。

総合企画局
国際化推進室

③

18
留学生のための就職ガ
イダンス＆ジョブフェ
ア（国際交流協会）

<事業目的>
　日本での就職を目指す留学生に対し，就職活動に関する情報の提供や採用担当者との面
接会を実施する。

<取組実績>
　実施日　：平成２４年１２月７日
　参加者数：第１部　キャリアガイダンス：１５４人
　　　　　　第２部　ジョブフェア（留学生を募集する企業の説明会）：４１１人
　　　　　　　　　　参加企業２８社
　　　　　　第３部　大交流カフェ：１０５人

総合企画局
国際化推進室

③

19
京都市生活ガイドの配
布（国際交流協会）

<事業目的>
　京都市国際交流会館での配布，及び行政機関や大学等関係機関を通じて従来どおり冊子
配布を行う。また, 海外から新たに来られる方や冊子の入手が困難な方を対象に平成２１
年度に作成したWEB版を紹介する。

<取組実績>
【配布数】
　英語版1,791部，中国語版1,100部，韓国・朝鮮語版347部，スペイン語版126部

総合企画局
国際化推進室

③

20
外国人のための各種相
談事業（国際交流協
会）

<事業目的>
　外国人の日常生活上の疑問や困りごとの解消を図る。

<取組実績>
　相談件数：6,203件

総合企画局
国際化推進室

③

21
国際化に関するボラン
ティア活動育成事業
（国際交流協会)

<事業目的>
　ボランティアの組織化及び活動の充実を図る。

<取組実績>
　ボランティア登録者数：688人（延べ人数）

総合企画局
国際化推進室

①

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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文化市民局
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

⑴自立促進援助金制度の見直しについて
　自立促進援助金制度の廃止に伴う奨学金の返還事務について，借受者に対して，十分な
説明を行うとともに，適切な債権管理を図る。
・奨学金の返還を求めるべき借受者について，引き続き丁寧な説明を行い，返還又は免除
　のための手続を進めた。
・資力があるにもかかわらず，正当な理由なく返還に応じない借受者に対しては，訴えを
  提起した。
・「京都市奨学金等返還事務監理委員会」の開催
⑵改良住宅の管理・運営及び建替えについて
・既存の改良住宅について，公営住宅も含め，京都市市営住宅ストック総合活用計画に基
　づき，適切な維持管理や改善事業を進め，長期有効活用を図った。

⑶崇仁地区における環境改善について
・「京都市崇仁地区将来ビジョン検討委員会報告書」に基づき，着実に住宅地区改良事業
　等を進めた。
⑷市立浴場等の地区施設について
・市立浴場については，引き続き，嘱託化の推進などの運営経費の削減や，更なる効率化
　について取り組んだ。
・旧学習施設や保健所分室の施設については，引き続き，全市民的な観点から転用を検討
　した。
⑸市民意識の向上に向けた人権教育・啓発の在り方について
・憲法月間である５月と人権月間である１２月に，人権情報誌を合併して発行

2
真のワーク・ライフ・
バランスの推進

<事業目的>
　従来の，「仕事と生活の調和」といった意味でのワーク・ライフ・バランスに加えて，
「地域社会への貢献」や「健康で文化的な生活の実現」をも含めた真のワーク・ライフ・
バランスを推進する。

<取組実績>
　真のワーク・ライフ・バランスを推進する方策を，京都市役所を横断する体制で推進
し，市民ひとりひとりが仕事や家庭生活，社会貢献などにおいて，それぞれのライフス
テージに応じた生きがいと充実感を得て人生を送れる真のワーク・ライフ・バランスを定
着させる。
　また，「真のワーク・ライフ・バランス」推進計画に掲げる施策の取組として，京都市
「真のワーク・ライフ・バランス」推進企業支援補助制度を創設した。市民への啓発活動
としては言葉の普及・啓発のためロゴマークの募集を行い，決定したロゴマークを活用し
て啓発グッズを作成した。

○京都市「真のワーク・ライフ・バランス」推進企業支援補助金：１３社へ交付

文化市民局
男女共同参画
推進課

①

3 企業等顕彰制度

<事業目的>
　「真のワーク・ライフ・バランス」の推進に貢献する活動等を実践することを通じて男
女共同参画社会の発展に寄与している企業・個人・団体を表彰する。
　その他，企業等への働きかけを行い，アドバイザー派遣制度及び情報交換会を通じて，
「女性の能力の積極的な活用」や「仕事と家庭生活の両立支援」等の職場における男女共
同参画の推進に係る取組の促進を図る。

<取組継続>
　取組内容が優れた企業や特筆すべき取組を行っている企業への表彰を実施。
　　京都市「真のワーク・ライフ・バランス」推進企業表彰：２社
　　アドバイザー派遣件数：1社

文化市民局
男女共同参画
推進課

①

4
第4次「きょうと男女
共同参画推進プラン」
の策定

<事業目的>
　「きょうと男女共同推進プラン」に基づいた事業に取り組むことで，男女共同参画社会
の実現を目指す。

<取組実績>
　「きょうと男女共同参画推進プラン」に基づき事業を計画的に実施した。
　審議会開催　１回

文化市民局
男女共同参画
推進課

④

5
男女共同参画センター
「ウィングス京都」

<事業目的>
　男女共同参画推進社会を目指すための拠点施設とする。

<取組実績>
　男女共同参画推進のための拠点施設である京都市男女共同参画センターにおいて，市民
の多様なニーズに対応した「情報提供事業」，「学習・研修事業」，「健康増進事業」，
「相談事業」，「調査・研究事業」，「交流促進事業」を積極的に展開した。
　来館者数：506,400人
　蔵書数：76,468冊
　相談件数：2,010件

文化市民局
男女共同参画
推進課

①③④

④1
「同和行政終結後の行
政の在り方総点検委員
会」を踏まえた改革

<事業目的>
　平成２１年３月に提出された「同和行政終結後の行政の在り方総点検委員会報告書」に
基づき，適正な人権施策に取り組む。

<取組実績>
　引き続き，改革，見直しに着手した事業を着実に実施していく。

文化市民局
人権文化推進
課

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

6
男女共同参画講座ウィ
ングスセミナー

<事業目的>
　男女共同参画の視点に立ち，市民が男女共同参画についての基礎知識を学習できること
を目指す。

<取組実績>
　京都市男女共同参画センター「ウィングス京都」において男女共同参画の視点に立ち，
身近なテーマを取り扱った学習機会を提供した。また，市民が男女共同参画についての基
礎知識を学習できるよう，出前講座も積極的に行った。

○はじめての男女共同参画講座　定期開催１２回・出前講座３０回
○親子で楽しむコンサート　１回
○ＷＬＢ推進事業（男性の生活マネジメント講座）　講座９回
○ＷＬＢ推進事業（女性の就業継続支援事業）　講座１２回
○ＷＬＢ推進事業（その他）　講座４回・講演会１回
○ＤＶ被害者支援事業　講座５回

文化市民局
男女共同参画
推進課

①

7
民間緊急一時保護施設
補助金

<事業目的>
　民間シェルターに対して１室あたり月額５万円を上限として家賃補助を行い，民間団体
等との連携を深め，ドメスティック・バイオレンス被害者の支援体制をより充実させるこ
とを目的とする。

<取組実績>
　引き続き補助を行うとともに，情報交換等を通じて，民間団体との連携強化に一層努め
た。

文化市民局
男女共同参画
推進課

③

8
ＤＶ被害者支援インス
トラクター養成事業

<事業目的>
　ＤＶ被害者支援インストラクターの養成を行うとともに，インストラクターの自主的な
支援活動を促進させ，ＤＶ被害者及び同伴する被害者の子どもの心理的なケア，その他自
立に向けた支援を京都市ＤＶ相談支援センター等と連携し，社会全体で支援していくこと
を目的とする。

<取組実績>
　ＤＶ被害者サポーター養成講座・ＤＶ被害者支援インストラクター養成講座を実施し
た。
　　・ＤＶ被害者サポーター養成講座：受講者数３０名，修了者２２名
　　・ＤＶ被害者支援インストラクター養成講座：受講者数２０名，修了者２０名

文化市民局
男女共同参画
推進課

①

9 DV対策事業

<事業目的>
　DV被害者の支援を行う。

<取組実績>
・京都市ＤＶ相談支援センターの運営
　　自立支援を中心とした被害者の支援の充実を図った。
　　相談件数延べ２,１７８件
・府市合同によるネットワーク京都会議の開催
　　全体会議を１回，啓発・相談・自立支援の実務者会議を延べ５回実施し，具体的な支
　援策を協議した。
・配偶者等からの暴力被害者緊急一時避難支援事業
　　市センターからの依頼に基づき，民間シェルターや母子生活支援施設がＤＶ被害者の
　緊急時における安全確保を行った場合に，運営団体に対し措置費を支給した。
　　交付額：３６２,４５０円
・市営住宅優先入居
　　平成２４年１月からＤＶ被害者向けの市営住宅への優先入居を年４回実施している。
　　入居件数：４件

文化市民局
男女共同参画
推進課

①

10
ドメスティック・バイ
オレンスに関するシン
ポジウム等の開催

<事業目的>
　DVに関する情報を発信し，市民へのより一層の啓発を図る。

<取組実績>
　平成２４年度は配偶者等からの暴力に関するネットワーク京都会議主催事業として，シ
ンポジウム及びパネルディスカッションを実施し，１９７名の参加があった。その他，
「女性に対する暴力をなくす運動（１１月１２日～１１月２５日）」実施期間に合わせ，
京都タワーのライトアップ及び街頭啓発を実施するなど，DVに関する情報を発信するこ
とで，市民へのより一層の周知啓発を図った。

○シンポジウム
　テーマ：配偶者暴力被害者が同伴する児童への支援について
　　　　　　～暴力の連鎖を断ち切るために～
　日　時：１１月１２日（月）午後１時３０分～午後４時２０分
　場　所：ウィングス京都

○府市合同によるパープルリボンキャンペーンの実施
　女性に対する暴力をなくす運動のシンボルである紫色のリボンにちなみ，京都タワーを
紫色にライトアップした。また，同時に京都駅前広場においてパネル展示等のイベントを
開催し，啓発グッズを２,０００個配布した。
　点灯時間：１１月１２日（月）午後５時～午後１０時

文化市民局
男女共同参画
推進課

①
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

11 啓発情報誌の発行

<事業目的>
　市民へ情報誌を発行することで，男女共同参画についての啓発を行う。

<取組実績>
　男女共同参画についての啓発情報誌として「男女共同参画通信」を発行した。
　第３２号　　「メディア・リテラシー」と女性の参画　２万部
　第３３号　　「リケジョ（理系女子）」のススメ　　　２万部
　別冊　　　　「真のワーク・ライフ・バランス」　　　２万部

文化市民局
男女共同参画
推進課

①

12
市民・事業者への周知
広報

<事業目的>
　市民へ京都市男女共同参画推進条例の趣旨を周知することで，男女共同参画社会の実現
を図る。

<事業計画>
　リーフレット等啓発誌，市民しんぶんやホームページなどの様々な広報手段を通じて京
都市男女共同参画推進条例の趣旨の周知を図る。また学校や地域，企業等へ職員等の講師
派遣を行った。

文化市民局
男女共同参画
推進課

①

13
男女共同参画苦情等処
理制度

<事業目的>
　男女共同参画に関する苦情や要望を聴取し調査することで，よりよい男女共同参画社会
を目指す。

<取組実績>
　性別による人権侵害と認められる行為や本市が実施する男女共同参画の推進に関する施
策又は男女共同参画の推進に影響を及ぼすと認められる施策についての苦情や意見等に対
し，弁護士等専門知識を有する苦情等処理専門員が調査を行い，必要に応じて，当該関係
者に対し助言・是正の要望等を行った。
　制度の活用を図るため，広報活動を強化し，制度周知に一層努めた。
苦情等申出案件：０件

文化市民局
男女共同参画
推進課

③

16
外国籍市民との交流事
業の推進

<事業目的>
　青少年ボランティアによる日本語を母語としない人たちへの日本語学習支援と交流を図
る。

<取組実績>
○にほんご教室（通年）   開催数：82回
　参加者数：学習者　630名（延人数） ボランティア 699名（延人数）
○異文化交流サラダボウルＰroject（通年）
　①tomocafe プリヴェットカフェ：開催日 4/28 （13:00～15:00），
　　参加者数15名
　②tomocafe Fiesta Cafe：開催日7/14 （13:00～15:00），参加者数25名
　③ふしみクルーズ：開催日8/11 （16:45～21:00），参加者数11名
　④ふしみんぴっく：開催日9/17（13:00～16:00），参加者数23名
　⑤異文化交流宿泊プログラム：開催日（12/1～2），参加者数21名
　⑥クリスマスの宴：開催日12/16（10:00～16:00），参加者数60名
　⑦サラダボウル・フェスタ：開催日3/3（11:00～17:00），参加者数180名
○健康フィエスタ 1回　152名（来場者数）

文化市民局
勤労福祉青少
年課

①

文化市民局
男女共同参画
推進課

④

15 東山アートスペース

<事業目的>
　知的障害のある青少年の創造・創作活動を支援する。

<取組実績>
　知的な障害のある青少年の余暇活動の充実を目的とした定期的なアトリエ活動の開催及
び作品の展示を実施。
　・東山アートスペース
　　　体験プログラム：開催日　5/15，日曜（10:30～12:30）
　　　Aコース：開催日　6/17～3/3（9回），日曜（13:30～16:00）
　　　Bコース：開催日　6/26～2/19（9回），日曜（13:30～16:00）
　　　　総開催数：19回　　参加者合計数：31名（延べ235人）
　・イベント
　　作品展「コノトキ」：開催日　4/1～4/16
　　おでかけ写真展：開催日　4/9～4/16
　　夏のイベント（自分のうちわと，巨大うちわづくり）：開催日　8/21
　　参加者数：14名（延べ25人）
　　春のイベント（梅小路公園での野染め）：開催日　3/18
　　参加者数：13名（延べ48人）
　　東山アートスペース作品展：開催日　3/19～4/7，参加者数：延べ1,540人
　　10年の記録展（写真展）：開催日　3/11～4/5，参加者数：延べ530人

市の審議会等における
女性委員の登用の推進

<事業目的>
　男女がともにあらゆる分野での政策・方針等の意思決定過程に参画できる社会の実現を
目指す。

<取組実績>
　「女性委員の登用率が３５％を超える審議会等の割合を５０％に引き上げる」ことを目
標とし，登用計画達成に向けた事前協議の徹底や人材情報の提供等を通じて，引き続き女
性委員の登用促進を図る。
　○　平成２５年３月３１日現在：52.7％

14

文化市民局
勤労福祉青少
年課

①

 2-10



番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

17

若者の性と生について
考える連続講座「大切
なあなた大切なわた
し」

<事業目的>
　学生年代から性に関する正しい知識を持てるようにするため，受講生が同年代の若者を
サポート（ピアサポート）できるようなスキルを身につけることを目的とする。

<取組実績>
　10月6日，7日に開催された「エイズ文化フォーラム in 京都」に参加し，特設ブース
の協力を行った（参加者合計数：16名）。

文化市民局
勤労福祉青少
年課

①

18
レンアイリョク向上委
員会エイズデー企画

<事業目的>
　エイズの予防を啓発する。

<取組実績>
　毎月第1・3土曜日の定例活動以外に，夏休み，エイズデー企画として山科区保健セン
ターと合同で，エイズ予防啓発のためのミニプログラムや，ロビー掲示を実施した。ま
た，１１月には京都橘大学に専門相談員とセクシャルヘルスの出張事業を行った（参加者
数：１５４名）。
（南青少年活動センター）
　年間を通して気軽に性や恋愛などについて話せる機会を提供した（参加数：８７名）。
　その他１２月１日～１５日においては「エイズデープログラム」と称したパネル展示や
クイズなどの啓発を行った（参加者合計数：１２９名）。

文化市民局
勤労福祉青少
年課

①

19
表現活動へのお誘い～
からだではなそう～

<事業目的>
　障がいのある青少年の余暇活動の充実を目的とする。

<取組実績>
　知的な障がいのある青少年の身体を使ったコミュニケーションワークを開催し，知的な
障がいのある青少年の余暇活動の充実を図ることができた。
　前期／Aコース：開催日　5/19～9/15（5回），土曜（13:30～15:30）
　　　／Bコース：開催日　5/26～9/29（5回），土曜（13:30～15:30）
　後期／Aコース：開催日　11/17～3/9（5回），土曜（13:30～15:30）
　　　／Bコース：開催日　11/24～3/16（5回），土曜（13:30～15:30）
　開催合計数：20回　登録者合計数：40名（延べ184人）

文化市民局
勤労福祉青少
年課

①

20

「若者しゃべり場」事
業を活用した「ＨＩ
Ｖ・性感染症検査及び
予防啓発事業」(北青
少年活動センターと北
保健センターが連携)

<事業目的>
　若者がHIV・性感染症等について学び，自発的に感染症予防行動がとれることを目指
す。

<取組実績>
　青少年がHIV・性感染症啓発に関する意見交換会を保健センター職員と実施した。その
意見を基に，「北こみフェスタ」（バンド演奏などのステージ発表や，体験プログラムの
ブースなどを設置し，青少年と地域との交流を図る事業）の開催時に保健センターのブー
スを設けるとともに，ステージプログラムでは，HIV・性感染症などに関する学びに関す
る○×クイズなどを実施した（来場者総数：１１２名）。また，当日，HIVの即日無料検
査を行った（受診者：1３名）。

文化市民局
勤労福祉青少
年課
【公益財団法
人　京都市
ユースサービ
ス協会】

①

21
市民活動総合センター
の管理・運営

<事業目的>
　ＮＰＯやボランティア団体等による公益的な市民活動を，特定の分野や領域を越えて総
合的に支援するとともに，市民の交流及び連携の推進を図る。

<取組実績>
　京都市市民活動総合センターでは，市民活動団体等に活動の場を提供するとともに，次
の４つの柱で事業を展開した。
　① 市民活動に関する情報収集・提供
　② 市民活動に関する各種相談
　③ 市民活動団体等の育成
　④ 幅広い市民の交流の場の提供，連携・協働事業の展開及び市民活動に関する研究

【実績】
・入館者数（カウンター表示数）　134,534人
・相談件数　1,130件
・講座等参加者数　667人
・ホームページアクセス件数　242,951件

文化市民局
地域自治推進
室

①

22
犯罪被害者支援策の推
進

<事業目的>
　犯罪被害者を社会全体でしっかりと支え，共に将来に目を向けて歩んでいける社会を築
くことを目的とする。

<取組実績>
　「京都市犯罪被害者等支援条例（平成２３年４月施行）」に基づき，（公社）京都犯罪
被害者支援センター内に設置した総合相談窓口を拠点として，犯罪被害者が受けた被害の
回復及び軽減のため，被害直後における生活困窮者に対する生活資金の給付，住居の提供
や心のケアなどの様々な支援を行った。
　また，犯罪被害者を社会全体で支える地域社会の実現に向け，被害者が置かれた状況や
市民の役割などに関する啓発事業や教育活動の企画・実施，民間支援団体の活動促進のた
めの広報，養成・研修などを行った。

文化市民局
くらし安全推
進課

③
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23
無料法律相談事業の実
施

<事業目的>
　弁護士が専門的な立場から相談に応じることで，問題解決の一助とした。

<取組実績>
　人権問題など日常生活の中で起こるあらゆる法律問題に関して，弁護士が専門的な立場
から相談に応じる無料法律相談を実施した。
　消費生活総合センターでは毎週月・火・木・金曜日の午後１時１５分～午後３時４５分
及び毎月第２・第４水曜日の午後６時～午後８時に実施し，延べ2,425人の利用があっ
た。
　また，区役所・支所においても毎週水曜日に実施し，延べ6,202人の利用があった。

文化市民局
消費生活総合
センター

③

26
人権擁護委員による特
設相談の実施

<事業目的>
　行政上の人権相談・救済の柱である法務省・人権擁護委員の行う人権相談を市民に広く
周知し，市民が人権侵害等について相談できる機会を幅広く提供する。

<取組実績>
　京都人権啓発活動ネットワーク協議会の構成機関による連携協力の一環として人権擁護
委員による特設相談の会場を提供した。
【実績】日時：毎月原則第4木曜日の13時から16時（毎月１回　計１２回）
         　場所：京都市消費生活総合センター

文化市民局
人権文化推進
課

③

27 人権啓発サポート制度

<事業目的>
　人権文化推進課が窓口となり，庁内の各人権課題を担当する所属等と緊密な連携を取る
ことにより，市民や企業等の自主的な人権研修等の取組をサポートする。

<取組実績>
　講師派遣　　10件（13人）
　ビデオ貸出　33件（85本）
　冊子提供等　27件（5,227部）

文化市民局
人権文化推進
課

④

28 人権の花運動

<事業目的>
　次代を担う子どもたちが相互に協力し合って花を栽培することにより，子どもの情操を
より豊かにし，子どもに命の大切さや相手への思いやりというような人権思想に対する理
解を深め，豊かな人権感覚を身に着けてもらう。

<取組実績>
　市内保育園，幼稚園及び小学校の計16校で実施した。

文化市民局
人権文化推進
課

①

29
スポーツ組織と連携協
力した人権啓発活動

<事業目的>
　特に青年層や子どもたちに対する人権啓発を行う。

<取組実績>
　平成２４年８月１９日に行われた京都サンガＦ．Ｃ．の公式戦に日吉美山F．C．ワイ
ンダ―ズの児童を招待し，児童と共に啓発物品の配布や人権啓発標語が入った横断幕を提
示しながらピッチを行進した。

文化市民局
人権文化推進
課

①

30
京都市人権相談レポー
トの発行

<事業目的>
　「人権文化の息づくまち・京都」の実現を図る。

<取組実績>
　本市では，「人権文化の息づくまち・京都」の実現に向けて，人権文化推進計画に基づ
き様々な取組を実施しており，その取組について発信を行うため発行している。
【２４年度発行内容（２５年３月発行）】
　・京都市国際文化市民交流促進サポート事業
　・人権情報誌の発行や講座・イベントの開催
　・STOP！児童虐待
　・子どもに関する電話相談
　・コミュニケーションボードの設置
　・聴覚障害者への窓口対応支援事業
　・交通バリアフリー事業
　・京都市成年後見支援センターについて

文化市民局
人権文化推進
課

③

31
「京都市人権相談マッ
プ」の発行

<事業目的>
　市民が抱えている人権上の問題について適切な機関に相談できるよう，相談機関，窓口
について十分な周知を図る。

<取組実績>
　京都市人権文化推進計画に基づく取組として，相談・救済に関する機関や制度をまとめ
て発行した（２４年８月発行）。
○形状及び部数
　パンフレット（A4判，１６ページ，カラー印刷）　　３,０００部発行
○内容
　「京都市人権文化推進計画」に定める重要課題ごとに，相談機関，窓口について，主な
相談分野，相談場所，電話番号，相談日，相談時間とともに，所在地図と相談例を掲載し
ている。

文化市民局
人権文化推進
課

③
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32
世界人権問題研究セン
ター「人権大学講座」

<事業目的>
　人権に関する講座を開講することで，多くの方に人権の大切さを啓発する。

<取組実績>
　世界的な広い視野に立ち，総合的に人権問題を研究することを目的に設立された世界人
権問題研究センターにおいて，より一層人権が尊重される社会の実現を目指して開講し，
以降，毎年開講しているものであり，平成２４年度も開講された。
【実績】
　会場　ハートピア京都
　全１２日間　延べ６７２名受講

文化市民局
人権文化推進
課

①

33
世界人権問題研究セン
ター「講座・人権ゆか
りの地をたずねて」

<事業目的>
　人権に関する講座を開講することで，多くの方に人権の大切さを啓発する。

<取組実績>
　人権という新しい視点で京都の観光地，寺社等をとりあげる。
　人権ゆかりの地を案内できるガイドの養成も兼ねた講座で，平成１２年度から実施し，
平成２４年度も開講された。
【実績】
　会場　ウィングス京都
　全８講義　延べ２３３名受講

文化市民局
人権文化推進
課

①

34
京都人権啓発行政連絡
協議会への参画

<事業目的>
　人権擁護思想の普及･高揚に資するため，京都府内を行政区域とする国の行政機関･京都
府･京都市が相互に連携し，より効果的な人権啓発活動を実施する。

<取組実績>
　日　　時：平成24年9月24日
　場　　所：京都テルサ
　内　　容：講演
　　　　　　　(1)｢えせ同和行為への対処法｣　和田敦史（弁護士）
　　　　　　　(2)｢パワーハラスメント」　中川恒信（中川総合法務オフィス代表）
　参加者数：323人
　
　また，平成24年9月に企業内人権啓発推進員の設置についての啓発文書を，市内企業
等約6,000社に送付した。

文化市民局
人権文化推進
課

①

36
京都市人権相談・救済
ネットワーク

<事業目的>
ア　人権に関わる相談に関する情報の共有と円滑な取次
　　ネットワークにおける他の相談機関の情報を共有し，相談事項の一部又は全部につ
　いて，適切な機関に円滑に取り次ぐことができる環境を構築する。
イ　人権救済に関する情報の共有と円滑な取次
　　法務局の人権侵犯事件調査，人権擁護委員協議会の取組についての情報を共有し，
　事案によって，適切な機関に円滑に取り次ぐことができる環境を構築する。

<取組実績>
　「人権相談・救済」に係る具体的な取組として、人権に関わる相談・人権救済に関する
情報の共有と円滑な取次のため、相談機関相互の連携や情報交換、相談窓口の広報を実施
した。

文化市民局
人権文化推進
課

④

①
文化市民局
人権文化推進
課

京都弁護士会との連携
及び支援（「憲法と人
権を考える集い」）

35

<事業目的>
　京都弁護士会が開催する「憲法と人権を考える集い」を共催することで，より多くの市
民の方へ啓発を促す。

<取組実績>
　京都弁護士会が京都府民を対象に実施する様々な人権問題をテーマとした講演会「憲法
と人権を考える集い」を共催し，負担金を交付した。

○日時　平成２４年１１月１８日（日）　　午後１時３０分から
　場所　シルクホール（京都産業会館８階）
　内容　①基調講演「どうすれば孤立死を防げるか」
　　　　　　講　師：湯浅　誠（反貧困ネットワーク事務局など）
　　　　②基調報告
　　　　③パネルディスカッション「無縁社会を考える」
　　　　　　パネリスト：湯浅　誠
　　　　　　　　　　　　橘木　俊詔（同志社大学教授，経済学論）
　　　　　　　　　　　　板垣　淑子（NHK報道局社会番組部おはよう日本チーフ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　プロデューサー）
　　　　　　　　　　　　土本　武司（元検察官・筑波大学名誉教授）
　　　　　　　　　　　　吉田　太一（キーパーズ有限会社代表取締役）
　参加者数　７３４名
　負担金　　２０万円
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37

京都人権擁護委員協議
会との連携及び支援
（人権擁護思想普及啓
発活動）

<事業目的>
　京都市域に属する人権擁護委員で組織される京都人権擁護委員協議会に対する支援を行
う。

<取組実績>
　人権擁護思想の普及高揚を目的として実施する活動に補助金を交付した。
【平成２４年度の主な取組】
　街頭啓発・パレード，中学生人権作文コンテスト，人権相談（特に人権擁護委員による
特設相談を毎月１回実施），「人権の花」運動等の実施，子どもの人権ＳＯＳミニレター

　補助金　６０万円

文化市民局
人権文化推進
課

①

38
京都市人権文化推進懇
話会の運営

<事業目的>
　人権施策の基本方針等を定めた「京都市人権文化推進計画」を着実に推進するため，外
部の視点で施策の点検や必要な助言を求める京都市人権文化推進懇話会を設置・運営す
る。

<取組実績>
　委員構成：学識者等７名，市民公募委員２名
　開催回数：２回（①平成２４年６月２９日，②平成２５年３月２５日）
　内　　容：①「京都市人権文化推進計画　平成２３年度取組実績」について
　　　　　　　「人権啓発及び職員に対する人権研修について」
　　　　　　②「京都市人権文化推進計画　平成２５年度事業計画」について
　　　　　　　「京都市人権に関する市民意識調査の実施について」

文化市民局
人権文化推進
課

④

39
人権文化推進会議によ
る庁内の連携充実

<事業目的>
　本市における人権行政の推進に関して，各局・区等が互いに連絡し，調整を図ることに
より，人権行政の円滑かつ総合的な推進を図る。

<取組実績>
○開催状況（平成２４年度）
　・人権文化推進会議１回

文化市民局
人権文化推進
課

④

41
「四字熟語人権マン
ガ」の募集

<事業目的>
　硬いイメージのある「人権」を，明るくユーモアあふれるマンガと四字熟語で表現する
ことにより，市民に人権について考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
　募集期間：平成24年6月15日から同年11月15日まで
　応募点数：２１１点
　

文化市民局
人権文化推進
課

①

文化市民局
人権文化推進
課

②

<事業目的>
　「同和行政終結後の行政の在り方検討委員会報告書」に基づき，自立促進援助金制度の
廃止に伴う奨学金の返還事務について，十分な説明を行うとともに，適切な債権管理を図
る。
　
<取組実績>
　対象者に返還を求めるに当たっては，制度の見直し経過を踏まえ，免除制度等について
丁寧な説明を行い，返還手続や納入の相談に応じるなど，十分な説明責任を果たせるよ
う，実態に応じた誠意ある対応に努めている。
　滞納者（所在不明者を含め平成2５年３月末日現在４７人）については，返還に応じて
いただけるよう，督促状の指定期限後約１年間をかけて３回又は４回の催告を行ってい
る。
　それでもなお，正当な理由なく返還に応じない場合は，他の借受者との公平性を確保す
る観点から，滞納金額が50万円以上の者（ただし，当面の間は，滞納額が多い100万円
以上の者）を裁判手続の対象とし，平成２４年度は２人の借受者に対し訴訟を提起した。
　なお，裁判手続等においても，十分にプライバシーに配慮して取り組んでいる。
　また，監理委員会を平成24年6月,11月に開催し，取組状況等を報告した。
【実績】
　○　借受者（1,404人）に対する平成25年3月末日の取組状況
　　・　免除中　　　1,232人
　　・　猶予中　　  　　19人
　　・　返還請求中　   153人（うち滞納は47人）
　○　監理委員会の開催
　　・　第7回　　平成2４年  6月  8日
　　・　第8回　　平成2４年11月20日
　○　訴えの提起
　　・　訴訟提起　２件（平成２４年４月１６日）
　　　　　※返還請求訴訟が係属中
　　・　市会可決　１件（平成２５年３月２２日）

40 奨学金返還事務等
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42
ヒューマンステージ・
イン・キョウトの開催

<事業目的>
　「人権問題」は，一般的に堅く近寄り難いイメージで捉えられていることが多いため，
音楽やトークなどを活用することにより，市民に感性面から人権の大切さを伝えることを
目的に開催する。

<取組実績>
　日　　時　平成２４年１０月２０日
　場　　所　同志社大学寒梅館ハーディーホール
　内　　容　親子の絆～子育てを通じて学んだ家族の大切さ
　　　　　　今井絵理子トーク＆ライブ
　　　　　　NPO法人いのちのミュージアムによるビデオメッセージの上映
　　　　　　市民公募事業入賞作品の紹介　ほか
　参加者数　６８５人

文化市民局
人権文化推進
課

①

43
人権ワークショップの
実施

<事業目的>
　市民に様々な体験を通じて豊かな人権感覚や人権に対する幅広い知識を習得してもらう
とともに，地域等における人権啓発のキーパーソンとなり得る人材を養成する。

<取組実績>
　第１回　　開催日　平成２４年９月２０日
　　　　　　テーマ　スポーツと人権
　第２回　　開催日　平成２４年１１月２２日
　　　　　　テーマ　裁判と人権
　第３回　　開催日　平成２４年１２月１９日
　　　　　　テーマ　見つめ直そう，クルマ社会の人権課題
　第４回　　開催日　平成２５年２月１９日
　　　　　　テーマ　生きている図書館
　　　　　　　　　　（ホームレス経験者，旧同和地区出身者，同性愛者，薬物依存症患
　　　　　　　　　　　者，HIV陽性患者，ハンセン症患者，高齢者等様々な人権課題の
　　　　　　　　　　　当事者11名を招き、参加型の学習会を行った。）
　参加者数　延べ5３名

文化市民局
人権文化推進
課

①

44
人権“ほっと”写真
（フォト）の公募

<事業目的>
　市民に人権について考える機会を提供するとともに，市民から市民へのメッセージとし
て広く発信するものとして，人権の大切さが感じられる心温まる写真を公募する。

<取組実績>
　募集期間：平成24年5月1日から平成25年1月31日まで
　応募点数：167点

文化市民局
人権文化推進
課

①

45
柳原銀行記念資料館常
設展，特別展の開催

<事業目的>
　旧柳原銀行の建物を復元した建物内に展示室を設け，被差別部落の歴史・文化等の資料
の展示を通して，広く市民に対し同和問題をはじめとする様々な人権課題への正しい理解
と人権意識の普及・高揚を図る。

<取組実績>
　①特別展（ツラッティ千本との共同特別展）
　　開催期間　平成２４年１１月１０日～１２月１４日
　　場　　所　柳原銀行記念資料館
　　テ ー マ　 京の公役を担った人々
　
　②企画展
　　開催期間　平成２５年３月１日～３月３１日
　　場　　所　柳原銀行記念資料館
　　テ ー マ　 営々たる崇仁のまちづくり
　

文化市民局
人権文化推進
課

①

46
ツラッティ千本常設
展，特別講演会の開催

<事業目的>
　ツラッティ千本（資料展示施設）において，千本地域を中心とした部落の歴史・生活等
に関する資料の収集・保存・展示を通して，広く市民に対し同和問題をはじめとする様々
な人権問題について正しい理解と人権意識の普及・高揚を図る。

<取組実績>
　①特別展（柳原銀行記念資料館との共同特別展）
　　開催期間　平成２４年１０月２日～１１月４日
　　場　　所　ツラッティ千本
　　テーマ　　京の公役を担った人々

　②企画展
　　開催日時　平成２５年３月５日～３月３１日
　　場　　所　ツラッティ千本
　　テーマ　　児童館・学童保育所，ヤッホー！

文化市民局
人権文化推進
課

①
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47 人権情報誌の発行

<事業目的>
　「人権文化の息づくまち・京都」を目指し，市民の人権問題に対する関心を高めるとと
もに，自主的な学習に資することを目的として人権情報誌「あい・ゆーＫＹＯＴＯ」を発
行する。

<取組実績>
【実績】
　８月，２月に，単独号を各１０,０００部発行
　５月，1２月に，ベーシックとの合併号を約２０,０００部発行

文化市民局
人権文化推進
課

①

48

人権情報誌「あい・
ゆーKYOTO」，企業
向け人権情報誌「ベー
シック」の点字版の作
成

<事業目的>
　人権の尊重される社会を目指し，視覚に障害がある方に対しても，情報発信する。

<取組実績>
　人権情報誌「あい・ゆーＫＹＯＴＯ」及び企業向け人権情報誌「ベーシック」の点字版
を作成し，各区役所・支所，市立図書館及び京都ライトハウス等へ試行的に配布した。
　発行後，各施設に点字版の必要性について問い合わせたところ，京都市情報館のＨＰに
おける読み上げソフトによる提供のみでもよいとの回答を得たため，本事業については本
格実施を見送ることとする。

文化市民局
人権文化推進
課

①

49
人権強調月間街頭啓
発，人権月間パレード
及び街頭啓発

<事業目的>
　人権尊重の機運を高めるため街頭啓発事業を実施する。

<取組実績>
　人権強調月間街頭啓発　　８月６日
　人権週間街頭啓発　　　１２月４日

文化市民局
人権文化推進
課

①

50
啓発物品の作成及び配
布

<事業目的>
　街頭啓発や講演会会場等において啓発物品を配布することにより，人権問題について正
しい理解と人権意識の普及・高揚を図る。

<取組実績>
　メモ帳作成冊数　　　５０,０００冊
　カレンダー作成部数　１７,０００部

文化市民局
人権文化推進
課

各区役所
まちづくり推
進課

①

51
憲法月間・人権月間ポ
スター作成

<事業目的>
　啓発ポスターを市政広報板等に掲示することにより，人権擁護思想の普及高揚を図る。

<取組実績>
　憲法月間　ポスター作成部数　１２,８００枚
　人権月間　ポスター作成部数　１２,８００枚

文化市民局
人権文化推進
課

①

52 人権学習教材の配布

<事業目的>
　市民の学習教材となるよう，人権啓発冊子等を配布する。

<取組実績>
　５月，８月，１２月の各月間に市役所本庁舎玄関等で啓発冊子や当課で作成した情報誌
等を配架したほか，要望のあった市民，ＮＰＯ法人等に提供した。

文化市民局
人権文化推進
課

①

53
人権啓発ポスターコン
クール（京都人権啓発
推進会議）

<事業目的>
　だれもが笑顔で暮らせる明るい社会を築くため，日常の身近な出来事などを題材として
基本的人権の尊重・擁護を訴える。

<取組実績>
　応募数　　１８８校から５,３６９作品
　入選作品　１００作品

文化市民局
人権文化推進
課

教育委員会
学校指導課

①

54
人権啓発映画・ビデオ
の購入・貸出し

<事業目的>
　人権啓発ビデオを貸し出すことにより，各局・区等が行う人権啓発活動を支援する。

<取組実績>
　啓発ビデオ　１４作品購入，貸出本数　２２本

文化市民局
人権文化推進
課

①

55
啓発パネルの作成・貸
出し

<事業目的>
　人権啓発パネルを貸し出すことにより，各局・区等が行う人啓発活動を支援する。

<取組実績>
　貸出回数　１３回

文化市民局
人権文化推進
課

①

56
人権啓発に係る資料等
に関する調査の実施

<事業目的>
　本市各課が保有する啓発資料，ビデオ・DVD及び講師に関する情報のうち，人権啓発
サポート制度においても活用できるものについて調査し，情報を共有することによって，
制度をより充実させ，局区等，市民及び企業の啓発活動を支援する。

<取組実績>
　本市各課が保有する啓発資料及びビデオ・DVDについての情報をホームページに掲載
した。

文化市民局
人権文化推進
課

①
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57
人権啓発活動補助金の
交付

<事業目的>
　市民が自主的に行う啓発活動に対し補助金を支給することにより，広く市民の間に人権
尊重の理念を普及させる。

<取組実績>
　交付団体　19団体
　交付金額　７,2２２千円

文化市民局
人権文化推進
課

①

58
京都人権啓発推進会議
への参画

<事業目的>
　京都府内の自治体や人権擁護委員連合会その他の団体等が一体となって人権啓発を推進
するために設置された京都人権啓発推進会議に参画し，府民を対象とする人権啓発事業を
実施する。

<取組実績>
　ポスターコンクール，人権啓発指導者養成研修会，人権強調月間啓発ポスターの掲出，
人権強調月間街頭啓発，人権週間ポスターの掲出，人権週間街頭啓発等

文化市民局
人権文化推進
課

④

59
京都人権啓発活動ネッ
トワーク協議会への参
画

<事業目的>
　京都府内の人権啓発の連携・調整を目的として設置された京都人権啓発活動ネットワー
ク協議会に参画し，京都府内における人権啓発活動を推進する。

<取組実績>
　会議開催回数　４回（平成２4年５月３０日，８月９日，１０月２日，平成２５年３月
　　　　　　　　　　　１３日）

文化市民局
人権文化推進
課

④

60
人権に関する情報の職
員への提供

<事業目的>
　すべての職員が人権問題について高い見識の下に，人権文化の構築に積極的に取り組め
るよう支援する。

<取組実績>
　人権情報誌「あい・ゆーKYOTO」及び企業向け人権情報誌「ベーシック」を各所属へ
配布
　○あい・ゆーKYOTO　５月，８月，１２月
　○ベーシック　　　　　５月，９月，１２月
　※　5月と12月は，あい・ゆーとベーシックの合併号

文化市民局
人権文化推進
課

④

61
企業向け人権情報誌
「ベーシック」の発行

<事業目的>
　企業に向けた人権啓発を行い，人権尊重の精神を基盤とした企業活動及び企業内におけ
る人権尊重の気風の醸成に係る企業の取組を支援する。

<取組実績>
　９月に，単独号を約１０,０００部発行
　５月，１２月に，あい・ゆーKYOTOとの合併号を約２０,０００部発行

文化市民局
人権文化推進
課

①

62

インターネットによる
人権情報誌「あい・
ゆーKYOTO」，企業
向け人権情報誌「ベー
シック」,企業向け人
権啓発講座開催案内･
講演録等の発信

<事業目的>
　インターネットによる情報発信を行い，広く効果的な人権啓発に努める。

<取組実績>
   「あい・ゆーKYOTO」　発行ごとに最新号を追加
　「ベーシック」　発行ごとに最新号を追加
　「人権啓発講座」　開催10回／年。開催ごとに追加

文化市民局
人権文化推進
課

①

63
企業に対する人権問題
の解決に向けた取組の
依頼

<事業目的>
　人権啓発文書を企業に提供することにより，企業内における人権啓発に関する取組の支
援を行う。

<取組実績>
　送付日　平成24年4月17日
　送付先　市内企業等約6,000社

文化市民局
人権文化推進
課

①

64
企業向け人権啓発冊子
の配布

<事業目的>
　企業向け人権啓発冊子を提供することにより，企業内における人権啓発に関する取組の
支援を行う。

<取組実績>
　28,585部

文化市民局
人権文化推進
課

①
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

<事業目的>
　企業向けに人権啓発講座を開催することにより，企業内における人権啓発に関する取組
の支援を行う。

<取組実績>
　第1回　講演　参加者数　21人
　　「多文化が息づく活力あるまちを目指して」
　　講師　菅沼 信（京都市総合企画局国際化推進室担当課長）
　　　　　　張 健（京都市国際文化市民交流促進サポート事業登録者）

　第2回　講演・事例発表　参加者数　38人
　　「社会に信頼を築く経営とは」
　　 講師　明致 親吾（京都CSR推進協議会会長）
　　 　　　　中川 仁（㈱中川パッケージ代表取締役社長）
　　　　　　 後呂 琢穂（㈱ワコールホールディングスIR・広報室CSR担当）

　第3回　参加型講演　参加者数　33人
　　「パワハラなんか起こらない！職場を元気にする人権」
　　講師　竹内 良（東京人権啓発企業連絡会専務理事）
　
　第4回　シンポジウム　参加者数　240人
　　｢同和問題に関わる市民意識のいま｣
　　　野口道彦（世界人権問題研究センター研究員・大阪市立大学人権問題研究センター特任教授）
　　　神原文子（神戸学院大学人文学部教授）
　　　伊藤悦子（世界人権問題研究センター研究員・京都教育大学教育学部教授）
　　　阿久澤麻里子（世界人権問題研究センター研究員・大阪市立大学大学院創造都市研究科教授）

　第5回　講演　参加者数　323人
　　(1)「えせ同和行為への対処法」　和田敦史（弁護士）
　　(2)「パワーハラスメント」　中川恒信（中川総合法務オフィス代表）

　第6回　講演・情報交換会　参加者数　41人
　　「会社のチカラは人で決まる！組織力を高めるために，今取り組むべきポイント」
　　講師　石川聖子（中小企業診断士）

　第7回　フォーラム　参加者数　45人
　　「第19回障害のある市民の雇用フォーラム」
　　講師　秦 政（秦コンサルティングオフィス代表）他
　
　第8回　講演・グループディスカッション　参加者数　45人
　　「日本社会における企業文化とメンタルヘルス」
　　講師　内田由紀子（京都大学こころの未来研究センター准教授）

　第9回　講演　参加者数　37人
　　「企業を支える人材力 高年齢人材のパワーを発展の柱として」
　　講師　中川正志（高年齢者雇用アドバイザー）

　第10回　第18回ふしみ人権の集い　参加人数　31名
　　「人権文化のまちをひとりひとりの心から」
　  記念公演「ブルースの原点，竹田の子守唄と出会って」　宇崎竜童

企業向け人権啓発講座65
文化市民局
人権文化推進
課

①

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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産業観光局
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

1
インターネットを活用
した情報の発信

<事業目的>
　インターネットにより広く情報を提供し，企業の取組の支援を図る。

<取組実績>
　当課ホ－ムペ－ジの企業向け啓発コ－ナ－において，企業等のCSR推進に役立つ情報
を発信した。

産業観光局
中小企業振興
課

①

2 講座の開催

<事業目的>
　企業が直面する人権課題を取り上げ，講座を開催することで，企業の人権に関する取組
の支援を図る。

<取組実績>
　地域社会の一員として企業が果たすべき役割を再認識するきっかけとなるよう，企業向
け人権啓発講座の中で，CSR（企業等の社会的責任）をテ－マとした講座を開催した。
【実績】（開催日・参加者数・テーマ・講師等）
　○６月2６日　 参加者：３８名
　　講演：「社会に信頼を築く経営」とは～CSRを企業の社会的信頼と捉えて，関係
　　　　　先，特に人との信頼の構築を考える～
　　講師：明致 親吾（京都CSR推進協議会会長）
　　　　　中川 仁（株式会社中川パッケージ代表取締役社長）
　　　　　後呂 琢穂（株式会社ワコールホールディングス IR・広報室CSR担当）
　○1０月2６日　参加者：4１名
　　講演：「会社のチカラは人で決まる！組織力を高めるために，今取り組むべきポ
　　　　　イント～CSRの一環としてのワーク・ライフ・バランス～」
　　講師：石川 聖子（中小企業診断士）

産業観光局
中小企業振興
課

①

3
ビデオ等の貸出（人権
啓発サポート制度）

<事業目的>
　人権に関するビデオを貸し出すことで，情報を提供し，企業の取組の支援を図る。

<取組実績>
　CSR（企業等の社会的責任）推進の取組を効果的に進めてもらうため，研修教材とし
て，DVD等の貸出を行った。
 【実績】（貸出件数等）
　2件（本数：4本）

産業観光局
中小企業振興
課

①

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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保健福祉局
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

2
障害者虐待防止対策事
業

<事業目的>
　平成２４年１０月から「障害者虐待の防止，障害者の養護者に対する支援等に関する法
律」が施行されたことに伴い，虐待防止や早期発見のための協力体制づくりや虐待通報が
あった場合の対応手順の策定等を行い，円滑な法施行に向けた支援体制の構築に取り組む
とともに，虐待防止や早期発見を促進するための周知・啓発を行う。

<取組実績>
・障害者虐待防止検討部会の開催（６回）
・周知・啓発のためのパンフレットの作成
・障害者虐待防止シンポジウムの開催（参加者　１１７名）

保健福祉局
障害保健福祉
推進室

②

3
ほほえみ広場の開催

<事業目的>
　障害のある市民もない市民も，すべての市民が日々の暮らしの中で，いきいきとした人
生を築くことのできる社会を目指し，障害のある市民に対する正しい理解と認識を一段と
深めるとともに，自立の促進と障害者福祉の増進を図る。

<取組実績>
　10月20日(土)　梅小路公園
　ステージ企画・レクリエーション，ほっとはあと（授産）製品展示販売　等

保健福祉局
障害保健福祉
推進室

①

4
心の輪を広げる障害者
理解促進事業における
作品募集

<事業目的>
　障害のある人とない人との相互理解を促進する。

<取組実績>
　応募状況
　「心の輪を広げる体験作文」　24点
　「障害者週間のポスター」　　28点

保健福祉局
障害保健福祉
推進室

①

5
点訳,音訳,手話,要約筆
記ボランティア養成

<事業目的>
　視覚，聴覚障害者のコミュニケーション手段である点字，音訳，手話，要約筆記技術を
指導し普及することによって，視覚，聴覚障害者の自立と社会参加の援助を図り，もって
障害者福祉の増進に寄与する。

<取組実績>
　点訳・音訳奉仕員養成講座　共通講座　95人
　点訳奉仕員養成講習　　　延　102人（入門・初級・中級クラス）
　音訳奉仕員養成講習　　　延　  65人（入門・初級・中級クラス）
　手話奉仕員養成講座　　　　　２８５人
　要約筆記奉仕員養成講座　　　３０人（基礎課程修了者数），３２人（応用課程修了者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数）

保健福祉局
障害保健福祉
推進室

②

6
障害者法律・結婚・住
宅等の相談事業の充実

<事業目的>
　身体障害者の社会活動に必要な援助を行い，身体障害者の自立生活と社会参加を促進す
る。

<取組実績>
　身体障害者が社会に参加していくために生じる様々な問題に対し，障害者福祉関係をは
じめ様々な団体及び関係機関の協力の下に，法律相談，結婚相談，住環境相談等の相談事
業を実施した。
　法律相談：　　２４件
　結婚相談：　２３５件
　住環境相談：　６７件

保健福祉局
障害保健福祉
推進室

③

保健福祉局
保健福祉総務
課

①1
みやこユニバーサルデ
ザインの推進

<事業目的>
　ユニバーサルデザインの考え方を京都の生活文化に取り入れた，全ての人が暮らしやす
い社会環境づくりを「みやこユニバーサルデザイン」と位置付け，その推進を図る。

<事業計画>
■審議会の開催　年3回（6月～10月　部会含む）
■みやこユニバーサルデザイン賞の募集，表彰
　○応募期間　６～9月
　○応募総数　学生・一般部門　12件　青少年部門　682件
　○表彰　　　学生・一般部門　大賞1件　奨励賞4件
　　　　　　　青少年部門　みやこユニバーサルデザイン賞8件
■ユニバーサル上映補助　補助件数8件
■映画館におけるユニバーサル上映の促進　上映件数18件
■ＵＤ消費者講座の実施　年3回実施　参加者数　約235名
■人にやさしいまちづくり（サービス・建築物）の促進及び情報提供事業
　24年度新規発信件数　151件
■冊子「ＵＤアイデア・ヒント集」の発行
■みやこＵＤ普及啓発
　（アドバイザー派遣2回，既存イベントとの連携した周知活動2回（福祉機器展，
　　やんちゃフェスタ），庁内普及啓発等4回）

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

7
知的障害者専門相談事
業

<事業目的>
　在宅の知的障害のある市民の，自主的な社会活動を育成・支援する。

<取組実績>
　相　談：法律　２９件，人権　１１件，教育　１０件，療育　５５件，施設　３２件
　　　　　医療　８件，プレカウンセリング　19件，その他　２４４件
　講習会：　3回，参加数　延７７名

保健福祉局
障害保健福祉
推進室

③

8 障害者相談員設置事業

<事業目的>
　身体・知的・精神の３障害対応の京都市障害者相談員制度について，積極的な地域相談
活動の展開と市民周知を徹底する。

<取組実績>
　京都市障害者相談員９６人（定数９７名）
　（平成２５年３月３１日時点）
　（委嘱期間：平成２４年４月１日～平成２６年３月３１日）

保健福祉局
障害保健福祉
推進室

③

9
手話通訳者，要約筆記
者の派遣

<事業目的>
　聴覚障害者，中途失聴者，難聴者等の社会生活上の意思疎通を円滑にする。

<取組実績>
　派遣数：手話通訳者　４,０５１件　４,４９５人
　　　　　要約筆記者　　１８４件　　 ５０３人

保健福祉局
障害保健福祉
推進室

②

10
聴覚言語障害者等の生
活訓練事業の充実

<事業目的>
　ノ－マライゼイションの理念を実現し，誰もが明るく暮らせる社会づくりを促進する。

<取組実績>
　視覚障害者家庭生活訓練，盲青年等社会生活教室，聴覚言語障害者生活訓練，難聴青
年・中高年講座，難聴者自立訓練，オストメイト社会適応訓練，音声機能障害者発声訓
練・指導者養成，吃音訓練，点字広報等の発行，字幕入りビデオカセットライブラリー製
作貸出，視覚障害者点字即時情報ネットワ－クの各種事業を実施。
【実績】
　視覚障害者家庭生活訓練　５８２人，盲青年等社会生活教室　８６０人
　聴覚言語障害者生活訓練　２６５人，難聴青年・中高年講座　１８２人
　難聴者自立訓練　　　　　　６９人

保健福祉局
障害保健福祉
推進室

②

11 補助犬啓発事業

<事業目的>
　視覚・聴覚・肢体に障害のある市民の日常生活を支援し，社会参加を促進する。

<取組実績>
　「ほほえみ広場」（１０月２０日実施）の会場にてポスター掲示による啓発を実施。
　市民等からの補助犬に関する相談：２件

保健福祉局
障害保健福祉
推進室

①
②

12
身体障害者障害別体育
大会の開催

<事業目的>
　スポーツを通じて残存能力の維持向上を図り，障害者の自立支援と積極的な社会参加を
促進する。

<取組実績>
　肢体障害：５月２７日開催　１１４人（体育大会）
　　　　　　１１月４日開催　９８人（フライングディスク大会）
　視覚障害：雨天中止
　聴覚障害：１１月１１日開催　約８０人

保健福祉局
障害保健福祉
推進室

②

13
知的障害者スポーツ大
会の開催

<事業目的>
　障害者スポーツの一層の発展を図ると共に社会の知的障害者に対する理解と認識を深
め，知的障害者の自立と社会参加を推進する。

<取組実績>
　ゆうあいボウリング大会
　　開催日：３月２日
　　場　所：MKボウル上賀茂
　　参加者：１９名参加

保健福祉局
障害保健福祉
推進室

②

14
全国車いす駅伝競走大
会の開催

<事業目的>
　障害者の社会参加の促進と障害者スポーツの振興を図るとともに，社会の障害者に対す
る一層の理解と認識を深める。

<取組実績>
　開催日：２月１６日
　コース：国立京都国際会館～西京極総合運動公園
　　　　　５区間　２１.３ｋｍ
　参　加：全国２８チーム　２４１人参加（うち選手１６１人）

保健福祉局
障害保健福祉
推進室

②
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

15
いきいきハウジングリ
フォーム事業

<事業目的>
　重度障害のある方が住み慣れた家での生活を暮らしやすく,また,介護する方の負担を軽
くする。

<取組実績>
　助成決定件数：６７件

保健福祉局
障害保健福祉
推進室

②

16
福祉ガイドマップの作
成

<事業目的>
　障害者の社会参加の促進を図る。

<取組実績>
　希望者に随時配布。インターネットでも閲覧可能。
　点字版作成。

保健福祉局
障害保健福祉
推進室

②

17
京都市障害者雇用促進
啓発事業

<事業目的>
　障害のある市民の雇用の一層の促進を図るとともに，障害のある市民に対する理解と認
識を深め，障害のある市民の自立と社会参加を促進する。

<取組実績>
　障害者雇用支援月間において，京都労働局，京都府，京都府高齢・障害者雇用支援協会
と「京都障害者ワークフェア」を共同開催した。
　独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構との連携により，障害者雇用促進月間ポ
スターを掲出した。＜市内２９か所＞

保健福祉局
障害保健福祉
推進室

①

18
精神科救急医療システ
ム

<事業目的>
　精神に障害がある市民が，住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう，
休日，夜間において病状が急変した時に相談し，状況に応じた適切な医療を速やかに受け
るための体制を確保する。

<取組実績>
　相談件数　２,７４９件（うち医療機関紹介等　２６２件 )

保健福祉局
障害保健福祉
推進室

③

19
自動車運転免許取得助
成

<事業目的>
　身体障害者の自立と社会参加を図る。

<取組実績>
　助成件数　19件

保健福祉局
障害保健福祉
推進室

②

20 自動車改造費助成

<事業目的>
　身体障害者の自立と社会参加を促進する。

<取組実績>
　助成件数　40件

保健福祉局
障害保健福祉
推進室

②

21
重度障害者タクシー料
金助成

<事業目的>
　重度障害者に対して，タクシー料金の一部を助成することにより，日常生活の利便と社
会参加の促進を図る。

<取組実績>
　交付件数　１３,８５５枚

保健福祉局
障害保健福祉
推進室

②

22
障害者情報バリアフ
リー化支援事業

<事業目的>
　障害のある人の情報バリアフリー化を推進するとともに，自立と社会参加の促進を図
る。

<取組実績>
　助成件数：３０件

保健福祉局
障害保健福祉
推進室

②

23
市バス・地下鉄福祉乗
車証交付事業

<事業目的>
　社会参加の機会が少なくなりがちな障害のある市民の行動圏を拡大し，積極的な社会参
加を促進する。

<取組実績>
　割引対象者　１３９,２３７人（介護人の人数含む）

保健福祉局
障害保健福祉
推進室

②

24
こころのふれあい交流
サロンの運営

<事業目的>
　精神に障害のある市民の地域交流や社交の場を確保するとともに，精神障害に関する地
域啓発を推進する。

<取組実績>
　延べ利用人数　３５,４１２人

保健福祉局
障害保健福祉
推進室

①
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25 障害者の就労支援対策

<事業目的>
　障害のある方が，生きがいと希望を持って働くことができるためには，その能力と適性
とライフステージに応じて，生涯にわたって継続的に支援することが必要であることか
ら，「福祉」，「教育」，「産業」の融合を図り，総合的視点から障害のある方の就労支
援を推進する。

<取組実績>
　平成２４年度は，２名の「障害者就労支援推進員」が，企業と福祉施設双方を対象とし
た研修会等を実施した。＜全２１回，４９２名参加＞
　また，「京都市障害者就労支援推進会議」及びその部会を開催し，関係機関・団体等と
協働して，取組を進めた。
　さらに，障害のある方を対象に実施する京都市役所における職場実習及びチャレンジ雇
用については，取組を継続しながら，一般就労のためのより効果的な手法の確立を図っ
た。＜職場実習２０名実施，チャレンジ雇用５名＞
　加えて，障害者雇用に意欲のある企業を対象にアドバイザーの派遣や備品購入の費用を
助成した。＜補助事業者として２者指定＞

保健福祉局
障害保健福祉
推進室

①④

26
ホームレスの自立の支
援等

<事業目的>
　就労による自立意欲と能力を有するホームレスに対し，自立のための支援を強化する。

<取組実績>
・「京都市自立支援センター」において，就労による自立意欲と能力を有するホームレス
　を対象に，求職活動の拠点となる宿泊場所の提供を行うなど，就労による自立支援を行
　った。
・多重債務等法律的な問題を抱えていることにより，自立が阻害されているホームレスの
　支援対策として，京都弁護士会への委託により，ホームレス無料法律相談事業を実施し
　た。
・ホームレス能力活用推進事業として，常用就労が困難な対象者に対して職業訓練的な職
　の提供を行った。
　　自立支援センター入所者　　　　　５９名
　　無料法律相談者数　　　　　　　　２２名
　　職業訓練的な職に従事した人数　１０１名

保健福祉局
地域福祉課

②

27
福祉ボランティアに関
する情報システムの活
用及び情報誌の発行

<事業目的>
　福祉を中心としたボランティア活動の情報収集・提供について支援を行う。

<取組実績>
　「京都市福祉ボランティアセンター」における情報システムの活用や情報誌の発行によ
り，福祉を中心としたボランティア活動の情報収集・提供について支援を行った。
(１)情報システム
　・福祉ボランティア団体・活動情報サーチシステム登録（１９９団体）
　・福祉ボランティアに関する募集やイベント等の情報発信（７４３件）
　・ホームページアクセス数（７０,４２４件）
　・メールマガジン発行（５２回）
(２)月刊ボランティアーズ京都（１１回：各９,０００部）

保健福祉局
地域福祉課

②

28
ボランティアに関する
各種講座の開催

<事業目的>
　福祉ボランティアに係る人材を養成する。

<取組実績>
　「京都市福祉ボランティアセンター」及び各区社会福祉協議会に設置している「区ボラ
ンティアセンター」において，福祉を中心としたボランティア活動の研修会・各種講座を
開催し，人材養成を行った。
(１)京都市福祉ボランティアセンター事業
　・ボランティア実践講座（５回，延べ179名）
　・ボランティアコーディネータ－研修会（１回，31名）
　・情報保障支援講座（ノートテイカー養成）
　　　初心者編（１回，48名）
　・情報発信・広報力スキルアップ講座の開催（１回，１3名）
　・助成情報活用促進講座（１回，21名）
(２)区ボランティアセンター事業
　・入門講座（１１区，48講座）・各種体験学習（１１区，45回）
　・福祉教育・ボランティア学習推進事業（６区，9回）
(３)京都市福祉ボランティアセンター，市・区社会福祉協議会等との共催
　・地域福祉・ボランティア活動カレッジ（４回シリーズ，延べ181名）

保健福祉局
地域福祉課

②

29
母子家庭等医療費支給
事業

<事業目的>
　母子家庭の保健の向上と福祉の増進を図る。

<取組実績>
　母子家庭等の保健の向上と福祉の増進を図るため，母子家庭の児童とその母親等及び父
母のない児童に対し，その児童が18歳に達する日以後の最初の３月３１日までの医療保
険の一部負担金に相当する額を支給した。
【実績】
　月平均受給者数  　２９,７３７人
　1人当りの助成額　３７,５２１円

保健福祉局
地域福祉課

②
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30 子ども医療費支給事業

<事業目的>
　子どもの保健の向上と福祉の増進を図る。

<取組実績>
　子どもの保健の向上と福祉の増進を図るため，小学校６年生までの子ども（24年８月
までは，通院については小学校就学前までの子ども）に対し，医療保険の一部負担金と，
一定金額の患者負担との差額を支給した。
【実績】
　月平均受給者数　１１９,１９８人
　1人当りの助成額 　１２,０６９円

保健福祉局
地域福祉課

②

31 老人医療費支給事業

<事業目的>
　高齢者（65歳～69歳）の保健の向上と福祉の増進を図る。

<取組実績>
　高齢者（65歳～69歳）の保健の向上と福祉の増進を図るため，医療保険の一部負担金
と一定金額の患者負担との差額を支給した。
【実績】
　月平均受給者数　  １８,６２８人
　1人当りの助成額　７７,２８５円

保健福祉局
地域福祉課

②

32
重度心身障害者医療費
支給事業

<事業目的>
　重度心身障害者の保健の向上と福祉の増進を図る。

<取組実績>
　重度心身障害者の保健の向上と福祉の増進を図るため，１級又は2級の身体障害者手帳
を持っている方，知能指数（IQ）が50以下である方等に対し，医療保険の一部負担金に
相当する額を支給した。
【実績】
　月平均受給者数　　  １２,２６６人
　1人当りの助成額　１７５,６０９円

保健福祉局
地域福祉課

②

33
重度障害老人健康管理
費支給事業

<事業目的>
　重度心身障害者の保健の向上を図り，福祉の増進に寄与する。

<取組実績>
　後期高齢者医療の資格を持っている方で，１級または２級の身体障害者手帳を持ってい
る方，知能指数（IQ）が50以下である方等に対し，医療保険の一部負担金に相当する額
を支給した。
　また，平成２４年９月から，訪問看護療養費が重度障害老人健康管理事業の助成対象と
なり，それに伴うシステム改修を行うことで，事務の効率化が図られた。

保健福祉局
保険年金課

②

34
「国民健康保険の手引
き」（外国語冊子）の
配布

<事業目的>
　外国人に対して国民健康保険制度の周知を図る。

<取組実績>
　外国人向けに解説した冊子（英語，中国語，ハングル，日本語併記）を作成し，市内の
各大学，国際交流会館及び各区役所・支所で配布する。（作成については隔年作成として
いる。）
　前回作成は平成２３年度であり，平成２５年度中に作成を予定している。

保健福祉局
保険年金課

②

35
子ども支援センターの
運営

<事業目的>
　「京都市未来こどもプラン」に掲げる市民・地域ぐるみで子育てを支えあう子育て支援
の風土作りのための，行政区レベルにおけるネットワークの拠点を構築する。

<取組実績>
　各行政区・支所において，総合相談の実施の他，児童相談所や保健センター等の関係機
関との連携を図り行う育児支援家庭訪問事業や，地域子育て支援ステーションへの助言指
導，毎月発行する情報誌による市民啓発活動に取り組んだ。
　また，各センターの職員（支援（保護）第一係長，二法担当現業員，相談員，育児支援
活動員，地域活動員）を対象とした研修を毎月１回実施し，二法担当現業員を対象の研修
については年４回実施した。

保健福祉局
児童家庭課

③

36
地域子育てステーショ
ンの設置

<事業目的>
　新「京（みやこ）・子どもいきいきプラン」「京都市未来こどもプラン」の重点施策と
位置付け，身近な地域における子育て支援に関わる相談・ネットワークの拠点として保育
所・児童館を「地域子育て支援ステーション」として指定している。

<取組実績>
　市内１７５箇所のステーションにおいて，引き続き子育て相談や子育て講座の開催，園
庭開放及び育児に関する情報提供等の事業を実施した。
　また，事業担当者に対して，子育て支援等に関する研修を実施した。

保健福祉局
児童家庭課
保育課

③

37
京都子どもネットワー
ク連絡会議

<事業目的>
　子どもと家庭に関わる行政機関，民間団体等が連携し，情報交換や様々な活動を行い，
子どもの健全育成・子育て支援の取組を進めていく。

<取組実績>
　全体会議　１回
　進捗管理部会　１回
　京都やんちゃフェスタ第2部作業部会　2回

保健福祉局
児童家庭課

④
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38
児童虐待防止に係る広
報啓発

<事業目的>
　児童虐待の早期発見及び通告義務について啓発する。

<取組実績>
　近隣府県及び政令指定都市と共同でテレビＣＭ，ラジオ放送，商業新聞等，様々な媒体
を利用した広報啓発活動を実施。また，本市独自事業として京都タワーのライトアップと
啓発グッズ（マグネット，クリアファイル）を用いた街頭啓発及び公共交通機関（市営地
下鉄車内広告，私鉄駅貼広告）を実施した。

保健福祉局
児童家庭課

①

40 里親支援事業

<事業目的>
　何らかの事情により，家庭で生活できない子どもたちを，できる限り家庭的な環境の中
で養育する制度である「里親制度」の普及のため，広く市民に対する里親制度の啓発を
行ったり，養育里親に対する研修を実施する。また，里親委託を推進するため，関係機関
との連携・調整や,里親相互の相談援助,交流促進など，里親に対する支援を総合的に推進
する。

<事業実績>
　里親経験者による講演会や,里親制度の説明会等の実施,制度に関するパンフレットの整
備,公共の場でのPR活動。養育里親,専門里親研修の実施した。
　里親家庭への訪問相談。相互交流の支援。家事養育支援。

保健福祉局
児童家庭課

①

41 児童相談所の体制強化

<事業目的>
　平成１２年１１月に「児童虐待の防止等に関する法律」（児童虐待防止法）が施行され
て以降，子ども虐待防止専任班（子ども虐待防止アクティブチーム）の設置など，児童虐
待の早期発見から対応後のフォローまで，一貫した取組を行うことができるよう，児童相
談所の機能強化を進める。

<取組実績>
　平成２４年４月開設の第二児童福祉センターに第二児童相談所を設置し，児童相談所及
び第二児童相談所を合わせて，「子ども虐待防止アクティブチーム」に児童福祉司３名，
「地域班」に児童福祉司１名，「子ども虐待等ケアチーム」に主席児童福祉司１名，児童
福祉司１名，児童心理司１名を増員し，体制の強化を図った。

保健福祉局
児童福祉セン
ター

④

42

児童虐待防止等に関す
る関係機関職員，民
生・児童委員等に対す
る専門研修の実施

<事業目的>
　児童虐待防止等に関する活動を効果的に行う。

<取組実績>
　児童虐待防止等に関する活動を行うため，関係機関職員等に対して，児童虐待の早期発
見，早期対応等，児童相談所と一体となった援助活動を実施できるよう研修を実施した。
【実績】
　教職員，施設職員，民生児童委員等を対象とした講師派遣を27回実施した。

保健福祉局
児童福祉セン
ター

④

43
「児童虐待防止SOS
専用電話の設置」

<事業目的>
　児童虐待に対して迅速かつ的確に対応する。

<取組実績>
　児童虐待に関する通告や相談などを受付ける専用電話（℡801-1919）を設置（平成
13年6月25日）し，夜間・休日を含め24時間体制で児童虐待に対して迅速かつ的確に
対応した。
【実績】
　相談受付件数　2,069件

保健福祉局
児童福祉セン
ター

③

44
虐待相談ホームページ
の開設

<事業目的>
　虐待の未然防止と早期解決を図る。

<取組実績>
　虐待をしてしまいそう，してしまったと悩む保護者がインターネットのホームページ上
で様々な子育て支援情報や，子育てへのヒントを気軽に閲覧することにより，自分の問題
解決の一助としてもらうとともに，虐待を知った市民からの市への通告方法等についての
情報提供を行った。
【実績】アクセス件数　141,903件

保健福祉局
児童福祉セン
ター

③

保健福祉局
児童家庭課

教育委員会
生涯学習部
家庭地域教育
支援担当

①39
子どもを共に育む京都
市民憲章の推進

<事業目的>
　平成１９年２月に制定した「子どもを共に育む京都市民憲章」を普及啓発し，憲章の理
念に基づく実践行動を促すことにより，家庭，地域，学校，企業，行政など社会のあらゆ
る場において行動の輪を広げ，「子どもを健やかに育む社会」の実現を目指す。

<取組実績>
　・「京都市子どもを共に育む京都市民憲章推進協議会」において，憲章の実践の推進
　　に関する事項について審議いただいた（３回開催）。
　・毎年度の具体的な実践方策である平成２４年度「行動指針」を策定した（平成２４
　　年８月）。
　・「実践推進者表彰」として，９団体に対して市長表彰を行った（平成２５年２月）。
　・「憲章の日」（毎年２月５日）を契機とした普及啓発活動として，実践推進者表彰
　　式及び記念講演会の開催（平成25年2月5日，京都劇場，定員８９０人），市政広
　　報板や地下鉄・市バス車内でのポスター掲示，市役所本庁舎でのパネル展示，図書
　　館への憲章コーナー設置，京都市情報館（ホームページ）や市役所庁内放送及び庁
　　舎テレビモニターを活用した情報発信等，様々な媒体を活用した広報を実施した。
　・「京都やんちゃフェスタ2011」や「保育フェスタ」，「子どもを共に育む未来づ
　　くり教育フォーラムin京都」をはじめとしたイベントにおいて，啓発ブースの設置
　　やリーフレット配布を行うとともに，区役所・支所におけるパネル展示，人づくり
　　ニュース，家庭教育新聞「あしたのために」等によるＰＲ活動を展開した。
　・普及促進協調期間（平成２４年１０月２７日～平成２５年２月５日）を設定し，全
　　庁を挙げての取組はもとより，市民団体等にも協調を働きかけ，市民と行政が協働
　　した普及促進活動を行った。
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

45
児童虐待に関する職員
の専門性の向上

<事業目的>
　虐待ケースの処遇の向上を図る。

<取組実績>
　児童虐待の防止に向けて，日常の業務の中で大きな課題となっている，虐待家庭の支
援，児童福祉法及び虐待防止法の改正をテーマとして児童福祉センター職員を対象に研修
を行い，虐待ケースの処遇の向上を図ることを目的として実施した。
【実績】
   １０月「自立支援ホーム東樹」施設見学及び研修2回（講師：龍尾和幸）
　１０月「子どもシェルターはるの家研修会」2回（講師：大江ひろみ）
　１１月「発達障害のある親への支援のあり方」（講師：門眞一郎）
　１２月「発達障害や精神障害が疑われている保護者への対応について」（講師：平尾
　　　　　文雄氏）
　　２月「京都府警との児童虐待事案対応実践的研修会」（京都府警察本部少年課合同
　　　　　開催）
　　２月「発達障害と非行について」（講師：定元ゆきこ）
　　３月「虐待ケースにおける保護者支援について」（講師：田中清美）
　※上記の他，社会福祉法人横浜博萌会「子どもの虹情報研修センター」作成の研修用
　　ＤＶＤ視聴による所内研修会を７回開催。

保健福祉局
児童福祉セン
ター

③

46

「保育の主体は子ども
である」との視点から
の保育・指導計画に基
づく保育の実践

<事業目的>
　子どもが現在を最もよく生き，望ましい未来を創り出す力の基礎を培う。

<取組実績>
　厚生労働省告示の平成20年「保育所保育指針」や「京都市未来こどもプラン」を基本
とし，少子化など保育所を取り巻く実態や地域のニーズなどを十分に把握したうえで，保
育所ごとに策定する保育計画・指導計画によって，「保育の主体は子どもである」という
視点に立って，子どもの自主性，意欲を喚起し，子ども自身が選択することを重視した保
育，子ども一人一人の人格を尊重した保育を展開した。

保健福祉局
保育課
保育所

①

47
障害のある児童の保育
の充実

<事業目的>
　自分を大切に感じ，愛されているという自尊感情や自我を育み，人に対する愛情と信頼
感を育てるとともに，自主，協調の態度を養い，社会性の芽生えを培うため，人権を大切
にする心を育てる保育を推進し，「自立と共生」の関係づくりを行う。

<取組実績>
　厚生労働省告示の平成20年「保育所保育指針」や「京都市未来こどもプラン」を基本
とし，障害のある子どもの保育については，一人一人の子どもの発達過程や障害の状態を
把握し，適切な環境の下で，障害のある子どもが他の子どもとの生活を通して共に成長で
きるような保育を展開した。

保健福祉局
保育課
保育所

①

48
幅広い地域からの入所
と交流

<事業目的>
　自分を大切に感じ，愛されているという自尊感情や自我を育み，人に対する愛情と信頼
感を育てるとともに，自主，協調の態度を養い，社会性の芽生えを培うため，人権を大切
にする心を育てる保育を推進し，「自立と共生」の関係づくりを行う。

<取組実績>
　厚生労働省告示の平成20年「保育所保育指針」や「京都市未来こどもプラン」を基本
とし，幅広い地域からの入所を受け入れることにより，子どもが人との関わりの中で，人
に対する愛情と信頼感，そして人権を大切にする心を育てるとともに，自主，自立及び協
調の態度を養い，道徳性の芽生えを培う保育を展開した。

保健福祉局
保育課
保育所

①

49
男女の共生を進める保
育の推進

<事業目的>
　自分を大切に感じ，愛されているという自尊感情や自我を育み，人に対する愛情と信頼
感を育てるとともに，自主，協調の態度を養い，社会性の芽生えを培うため，人権を大切
にする心を育てる保育を推進し，「自立と共生」の関係づくりを行う。

<取組実績>
　厚生労働省告示の平成20年「保育所保育指針」や「京都市未来こどもプラン」を基本
とし，保育士等は，子どもの性差や個人差にも留意しつつ，性別などによる固定的な意識
を植え付けることがないよう，配慮する保育を展開した。

保健福祉局
保育課
保育所

①

50
異文化を持つ人との共
生を進める保育の推進

<事業目的>
　自分を大切に感じ，愛されているという自尊感情や自我を育み，人に対する愛情と信頼
感を育てるとともに，自主，協調の態度を養い，社会性の芽生えを培うため，人権を大切
にする心を育てる保育を推進し，「自立と共生」の関係づくりを行う。

<取組実績>
　厚生労働省告示の平成20年「保育所保育指針」や「京都市未来こどもプラン」を基本
とし，保育士等は，子どもの国籍や文化の違いを認め，互いに尊重する心を育てるよう配
慮する保育を展開した。

保健福祉局
保育課
保育所

①
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

51
地域の保護者・児童の
自立の支援等

<事業目的>
　家庭環境に対する配慮や地域との連携など，きめ細かな保育を必要とする子どもについ
て，家庭との密接な連携のもとに，日常生活の基礎的事項について子どもが十分に身に付
けることができるよう配慮した保育を行う。

<取組実績>
　厚生労働省告示の平成20年「保育所保育指針」や「京都市未来こどもプラン」を基本
とし，地域社会との交流や連携を図り，一人一人の保護者の状況やその意向を理解，受容
し，それぞれの親子関係や家庭生活等に配慮した保育を行った。

保健福祉局
保育課
保育所

①

52
地域子育て支援事業の
拡充

<事業目的>
　保育所に蓄積されている専門的な子育てにかかわる知識や情報を地域に広げ，すべての
子どもの育ちと親の子育て支援に取り組むため，新「京・子どもいきいきプラン」の重要
施策である「子どもネットワーク」の地域レベルのネットワークとして事業を実施。

<取組実績>
　昨年度実施した各保育所での子育て講座等の実績を踏まえ，出産後の子育て不安を抱く
夫婦に様々な講座や体験教室を実施した。
　地域子育て支援拠点事業実施箇所　１７箇所

保健福祉局
保育課
保育所

①

53
子育て学習会・子育て
講演会の開催

<事業目的>
　子育て学習会等を通して保護者や住民の育児力向上を図る。

<取組実績>
　子どもの人権，児童虐待，障害のある子どもの保育など，人権に関わる問題について学
習機会を実施した。
　実施回数：２２９回
　参加者数：延べ５,２４２人

保健福祉局
保育課
保育所

①

54 保護者会活動の支援

<事業目的>
　子どもを慈しみ育むために，親子が他の家族や地域住民とともに一緒に過ごす時間を持
つような事業を実施する。

<取組実績>
　育児講座や親子の集いなど，継続して保護者会活動の支援を実施した。
　実施事業：２３事業
　参加者数：延べ５,９４４人

保健福祉局
保育課
保育所

①

55
保育所に関する外国語
パンフレット等の配布

<事業目的>
　本市に在住する外国人の方に，保育所や昼間里親に関する情報を効果的に発信する。

<取組実績>
　本市に在住し，保育所，昼間里親への入所を希望する外国人の方向けに，保育所制度や
入所手続等を説明した外国語版「保育所入所申込みのご案内」（5箇国語）を配布した。
　また，福祉事務所での窓口業務や保育所，昼間里親での保育の際に，外国人の保護者,
児童と円滑なコミュニケーションが図れるよう外国語版「保育所ガイドブック」（5箇国
語）を活用した。

保健福祉局
保育課

②

56 保育所職員研修

<事業目的>
　「子ども主体の保育」「人権を大切に育てる保育」を子どもや保護者と適切に関わって
実施するとともに，多様な保育ニーズに対応する「地域子育て支援」を推進する。

<取組実績>
　昨年度の研修の実績を踏まえ，「子ども主体の保育」「人権を大切に育てる保育」を職
員が保育所において実践できるように，今年度も保育課主催・保育所内部での自主研修・
保育所への講師の派遣など様々な方法により研修を実施した。
　実施回数：１６７回
　参加者数：延べ３,７１９人

保健福祉局
保育課

④

57
京都市高齢者虐待シェ
ルター確保事業

<事業目的>
　虐待シェルター確保事業を実施し，高齢者の生命・身体の安全を確保する。

<取組実績>
　介護保険の要介護認定で要支援又は非該当（自立）と認定され，施設サービスを利用で
きない高齢者等が，一時的に虐待から逃れるための居室を確保を図った。
　○　平成２４年度利用件数　６件

保健福祉局
長寿福祉課

②

58 敬老乗車証の交付

<事業目的>
　高齢者の生きがいづくりや介護予防に役立てる。

<取組実績>
　高齢者が，高齢者福祉施策の利用や老人クラブ活動への参加等さまざまな社会活動に参
加できるよう，７０歳以上の高齢者への敬老乗車証の交付を行った。
　○　平成２４年度交付者数　127,039人（平成２４年１０月末時点）

保健福祉局
長寿福祉課

②
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

59
シルバー人材センター
の設置

<事業目的>
　概ね６０歳以上の高齢者の労働能力を活用し，雇用関係でない臨時的かつ短期的な就業
をとおして，追加的収入を得るとともに，自らの生きがいの充実や積極的な社会参加を図
る。

<取組実績>
　高齢者の経験や能力を活かせる臨時的・短期的な仕事を一般家庭，事業者などから受注
し，高齢者の希望や能力に応じて提供した。
　○平成２４年度末会員数　　５,４８２人

保健福祉局
長寿福祉課

②

60
老人福祉センターの運
営

<事業目的>
　高齢者の健康で明るい生活を支援する。

<取組実績>
　高齢者の各種相談に応じるとともに，健康の増進，教養の向上及びレクリエーションの
ための便宜を総合的に提供した。
　○平成２４年度利用者数　　５９２,８６３人

保健福祉局
長寿福祉課

②

61 老人いこいの家の設置

<事業目的>
　高齢者が安寧な毎日が送れるよう，静かで快適な環境を提供する。

<取組実績>
　閑静なたたずまいと美しい庭園を持つ京都の名刹寺院等に老人いこいの家を設置し，高
齢者の憩いと静養の場を確保した。
　○平成２４年度利用者数　　２６,３２８人

保健福祉局
長寿福祉課

②

62
老人クラブへの活動費
補助

<事業目的>
　老人クラブの多彩な活動を支援し，高齢者の積極的な社会参加及び生きがいの充実を推
進する。

<取組実績>
　同一地域内に住む概ね６０歳以上の方が集まり，社会奉仕活動，教養講座開催，健康増
進活動を行う老人クラブに対し，活動費の一部を補助した。
　○平成２４年度末老人クラブ数　　１,１２１

保健福祉局
長寿福祉課

②

63
老人クラブハウスへの
助成

<事業目的>
　高齢者の生きがいづくりの充実を図る。
　
<取組実績>
　高齢者の集会，クラブ活動及び慰安の場として，高齢者の生きがいを高めるために設置
された老人クラブハウス109箇所に対し助成を行った。

保健福祉局
長寿福祉課

②

64
老人スポーツの普及事
業

<事業目的>
　高齢者の健康保持と生きがいを高めるため，老人スポーツの普及振興を図る。

<取組実績>
　各区において老人スポーツの普及事業を，１年を通じ実施した。

保健福祉局
長寿福祉課

②

65
高齢者・障害者権利擁
護推進事業

<事業目的>
　認知症高齢者，知的障害者及び精神障害者の権利が擁護され，住み慣れた地域で安心し
て生活を送ることができる社会を構築する。

<取組実績>
　関係諸団体・学識経験者・京都市で構成する権利擁護ネットワーク連絡会議の運営，権
利擁護に関する広報・啓発等
［京都市高齢者・障害者権利擁護ネットワーク連絡会議の運営］
○連絡会議の開催（１回）
[広報・啓発]　成年後見セミナー及び講演等の開催
　　　　　　　成年後見制度に関する基調講演等の実施
[その他]　成年後見制度における市長による審判請求の実施
　　　　　高齢者虐待防止事業の実施

保健福祉局
障害保健福祉
推進室
長寿福祉課

②

66
市民すこやかフェアの
開催

<事業目的>
　市民が気軽に参加できる催しを通じ，長寿社会を考える機会の提供を図る。

<取組実績>
　高齢者をはじめ，あらゆる世代の市民が，スポーツや文化活動を通じて交流し，「明る
く豊かな長寿社会」を考える契機となるイベントとして、第２１回市民すこやかフェア２
０１２を平成２４年９月１日，２日に開催した。
　○参加者数　　２１,０００人

保健福祉局
長寿福祉課

①

67
老人の日記念行事を通
じた取組

<事業目的>
　広く市民が高齢者の福祉についての関心と理解を深め，かつ，高齢者が自らの生活の向
上に努める意欲を高める。

<取組実績>
　敬老記念品贈呈事業
　　内　容：当該年度中に100歳となる長寿者を祝い，敬老記念品を贈呈する。
　　対象者：明治４５年４月１日から大正２年３月３１日までに出生した者　３５１人
　　記念品：京象嵌（飾額）

保健福祉局
長寿福祉課

①

 2-28



番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

68
ねんりんピックへの選
手派遣

<事業目的>
　京都市における高齢者の生きがいの充実，社会参加の推進等を図る。

<取組実績>
　健康及び福祉に関する積極的かつ総合的な普及啓発活動の展開を通じ，高齢者を中心と
する国民の健康の保持・増進，社会参加，生きがいの高揚を図り，ふれあいと活力のある
長寿社会の形成に寄与する全国健康福祉祭に京都市代表選手団を派遣した。
　○派遣人数　　１０６人（宮城）

保健福祉局
長寿福祉課

①

69
京都市成年後見支援セ
ンターの設置・運営

<事業目的>
　今後，高齢者世帯や認知症高齢者が増加する中で成年後見制度の需要はより一層高まる
ことから，制度を必要とする方々の発見からその利用までの一貫した支援が行えるようす
る。

<取組実績>
　高齢者の社会参加の促進や福祉の増進を図ることを目的に設置された長寿すこやかセン
ター内に，「京都市成年後見支援センター」を設置した。

保健福祉局
長寿福祉課

②

70 市民後見人の養成

<事業目的>
　今後，高齢者人口の増加による成年後見制度利用者の増加に伴い，不足することが見込
まれる後見人を確保する。

<取組実績>
　後見人の確保に資するとともに，専門職の後見人と比べて後見人報酬が低額であり費用
負担が困難な市民の制度利用の促進につながることから，家庭裁判所や弁護士会，大学等
の各関係団体の協力を得ながら，市民後見人の養成講座を開催し，２４名が受講した。

保健福祉局
長寿福祉課

②

71
高齢・障害外国籍市民
福祉サービス利用サ
ポート助成事業

<事業目的>
　言葉や日常生活習慣の違いにより，保健福祉サービスの利用が困難な高齢又は障害のあ
る外国籍市民の日常生活における不安や悩みの解消を図る。

<取組実績>
　外国語によるコミュニケーションが可能な支援員による訪問・支援活動等を行う団体に
助成金を交付した。

保健福祉局
長寿福祉課

③

72
介護保険パンフレット
の外国語版，点字版の
配布

<事業目的>
　外国籍の方及び障害のある方に対して，制度の周知を図り，理解を深める。

<取組実績>
　介護保険制度のしくみ等を説明したパンフレットの外国語版（英語，中国語，ハング
ル，日本語併記）及び点字版を作成し，配布した。

保健福祉局
介護保険課

②

73
精神障害に関する知識
等の普及に係る講演会
の開催

<事業目的>
　精神障害者の人権等について，市民に啓発する。

<取組実績>
　各区のこころのふれあいネットワークが実施主体となり，こころの健康に関する講演会
等を開催した。

保健福祉局
こころの健康
増進センター
各区保健セン
ター・支所

①

74
講演会及びシンポジウ
ムの開催

<事業目的>
　市民等に対して，心の健康問題，精神疾患及び精神障害者への理解，自殺に関する問題
を深める。

<取組実績>
（１）自殺予防と自死遺族支援のための府民・市民シンポジウム
    　  ９月８日　龍谷大学アバンティ響都ホール　参加者２８３人
　 　  テーマ：「自死７割が男性の時代を考える」
（２）アルコールと健康を考えるセミナー
　　　８月２４日　ウィングス京都イベントホール　参加者８６人
　　　テーマ：「若年性アルコール依存症の生きざま」
（３）若者の薬物問題について考える講演会
　　　１１月３日　京都外国語大学　参加者８５人
　　　テーマ：「一人芝居・体験談「ADDICTION～今日一日を生きる君～」」
（４）思春期・青年期のこころの健康について考える講演会
　　　３月６日　キャンパスプラザ京都　参加者１６１人
　　　テーマ：第１部「自傷行為の取材から見えてきたもの」
　　　　　　　第２部「若者はネットやゲームになぜはまるのか？依存的行為の理解と
　　　　　　　　　　　対応」

保健福祉局
こころの健康
増進センター

①

75
精神保健福祉に関する
映画・ビデオ等の収
集，提供

<事業目的>
　精神保護福祉について，市民に啓発する。

<取組実績>
　貸出件数：１９件（ビデオ等４件，自殺パネル１５件）

保健福祉局
こころの健康
増進センター

①
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

76
京都市精神保健福祉ボ
ランティア連絡協議会
活動支援

<事業目的>
　(１)市内で活動する精神保健福祉ボランティア・学習等を促し，活動強化を図る。
　(２)精神保健福祉ボランティアの養成，育成を行い，精神保健福祉に対する理解を
　　  広げる。
　
<取組実績>
　・幹事会の開催　　　　　　　　　　　　 12回
　・精神保健福祉ボランティア講演会　　　　1回　　　参加者：36人
　・精神保健福祉ボランティア講座　　　　　7回　　　参加者：106人
　・風に出会う会（市民と障害者の交流会）　1回　　　参加者：87人
　・通信の発行　　　　　　　　　　　　　　1回

保健福祉局
こころの健康
増進センター

①

77 精神障害者法律相談

<事業目的>
　精神に障害のある方の地域社会における自立，社会参加を支援する。

<取組実績>
　法律相談　３８件

保健福祉局
こころの健康
増進センター

③

78 精神保健福祉相談事業

<事業目的>
　市民の方の心の悩みから保健，医療，福祉，社会参加に至る幅広い相談に応じる。

<取組実績>
　電話相談　5,083件
　来所相談　　924人

保健福祉局
こころの健康
増進センター

③

79
精神障害者訪問指導事
業

<事業目的>
　精神に障害のある市民を援助する。

<取組実績>
　各保健センター・支所の精神保健福祉相談員及び保健師が，精神に障害のある市民の家
庭を訪問し，本人の状況，家庭環境，社会環境などの実情を把握し，医療，日常生活，社
会復帰等について相談援助を行った。

保健福祉局
こころの健康
増進センター
各区保健セン
ター・支所

③

80
精神障害者社会復帰相
談指導事業

<事業目的>
　グループ活動等を通じて，精神に障害のある方の社会復帰及び就労準備等の促進を図
る。

<取組実績>
　各保健センター・支所において，原則として毎月3回実施し，グループ活動等を通じて
精神に障害のある方の社会復帰及び就労準備等を促進した。

保健福祉局
こころの健康
増進センター
各区保健セン
ター・支所

③

81
京都市精神障害者社会
適応訓練事業

<事業目的>
　精神に障害を持つ市民が本格的に就労する際に必要となる能力（集中力，対人能力，仕
事に対する持久力，環境適応能力など）を養い，就労を通じた社会参加と生活の自立を目
指す。また，精神に障害を持つ訓練生に対する理解を深める。

<取組実績>
　訓練登録者数：26人　　訓練延日数：1,854日　　協力事業所登録数：61箇所
   社会適応訓練事業主研修会：平成25年2月6日開催　参加者数30名

保健福祉局
こころの健康
増進センター

③

82
精神障害者社会復帰施
設及び共同作業所等職
員研修会

<事業目的>
　精神に障害を持つ市民の社会参加や就労訓練等の支援に取り組む職員が，具体的な知
識・方法を身につけるとともに，関連施設職員間の交流・情報交換・連携を目的とする。

<取組実績>
　平成24年6月20日開催　参加者数41名

保健福祉局
こころの健康
増進センター

④

83
こころのふれあいネッ
トワーク構成員の区民
ふれあい事業への参加

<事業目的>
　精神保健福祉施策への市民参加を促進する。

<取組実績>
　関係機関・団体の参加及び協力を得て，区民ふれあいまつりなどの交流イベントを活用
して，様々な地域啓発活動を推進した。

保健福祉局
こころの健康
増進センター
各区保健セン
ター・支所

①

84
こころのふれあいネッ
トワークの構築

<事業目的>
　精神保健福祉施策への市民参加を促進する。

<取組実績>
　関係機関・団体の参加及び協力を得て，精神障害に関する講演会・学習会等の開催，区
民ふれあいまつりなどの交流イベントの活用・開催，ネットワークを通じた各種の情報交
換，サロンの活動支援，ボランティアの育成，保健センターにおける地域精神保健福祉事
業への参加など，様々な地域啓発活動を推進した。

保健福祉局
こころの健康
増進センター
各区保健セン
ター・支所

④
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

85
機関紙「こころここ」
及び啓発冊子の発行

<事業目的>
　精神障害者に対する市民への啓発を行うとともに，社会資源などの情報提供をする。

<取組実績>
　・センター機関紙「こころここ」の発行　年2回　各4,500部（点字版70部）
　・リーフレットの発行
　　　　　京都市こころの健康増進センターごあんない　14,000部
　　　　　統合失調症Ｑ＆Ａ　　　　12,000部
　　　　　うつ病Ｑ＆Ａ　　　　　　12,000部
　　　　　アルコール依存症Ｑ＆Ａ　12,000部
　・市民しんぶん挟み込み　64万部

保健福祉局
こころの健康
増進センター

①

86
精神保健福祉相談員及
び関係職員の研修

<事業目的>
　保健センター・福祉事務所等の窓口において市民に対応する職員が，精神疾患や精神障
害者に対して正しい知識や理解に基づいて，精神保健福祉業務を実施することができるよ
うにする。

<取組実績>
　・新規採用者研修　参加者14名
　・精神保健福祉実践研修　参加者50人
　・思春期講座，講演会　2回　参加者201人
　・薬物講演会　参加者　85人
　・アルコールセミナー　参加者86人
　・相談業務従事者研修　参加者22人
　・自死遺族支援について学ぶ研修会　参加者25人
　・精神保健福祉相談員研修会　24回　　参加者　精神保健福祉相談員等144人（精神
　　保健福祉相談員資格取得講習会の座学開放20回63人を含む。）
　・精神保健福祉相談員資格取得講習会　平成24年12月11日～平成25年2月1日
　　参加者19人

保健福祉局
こころの健康
増進センター

④

87
こころのふれあいネッ
トワークによる学習会
の実施

<事業目的>
　精神に障害のある市民に対する正しい知識の普及・啓発を目的とする。

<取組実績>
　こころのふれあいネットワークの活動として，各区において精神疾患や精神障害に関す
る学習会を開催した。

保健福祉局
こころの健康
増進センター
各区保健セン
ター・支所

①

88
精神障害者バレーボー
ル京都市大会の開催

<事業目的>
　精神に障害のある市民がスポーツを楽しむ機会と環境を整備し，精神障害者スポーツ活
動の普及及び振興を図ることにより，精神に障害のある市民の社会参加を推進する。

<取組実績>
　開催日：平成24年12月14日
　参加チーム数：14チーム
　場所：京都市体育館（ハンナリーズアリーナ）

保健福祉局
こころの健康
増進センター

③

89
精神障害者退院促進支
援事業の退院支援協議
会への参画

<事業目的>
　精神科病院に長期にわたって入院状態にある精神に障害のある市民のうち，退院が可能
な市民を支援する。

<取組実績>
　行政，精神科病院，相談支援事業者，福祉サービス事業者及びピアサポーター等で構成
される地域移行支援協議会に参画し，事業の運営・内容の検討，関係機関との連絡調整，
懸案事項の協議等を行った。
　平成24年度地域移行支援実務者会議開催回数：12回

保健福祉局
こころの健康
増進センター
各区保健セン
ター・支所

③

90
統合失調症の市民のた
めの就労支援講座

<事業目的>
　精神障害者の社会復帰及び就労基準の促進を図る。

<取組実績>
　平成24年12月14日開催　テーマ「病気とつきあいながら働く」　参加者数67名
　平成25年  2月13日開催　テーマ「働きたいを応援します」　　　参加者数53名

保健福祉局
こころの健康
増進センター

①

91
精神障害者雇用支援連
絡協議会

<事業目的>
　精神障害者に対して職場復帰，雇用促進及び雇用継続等の雇用の各段階に応じた効果的
な支援を実施する。

<取組実績>
　開催日：平成２４年６月８日及び平成２５年２月８日
　場　所：京都障害者職業センター

保健福祉局
こころの健康
増進センター

④
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

92
地域リハビリテーショ
ン交流セミナー

<事業目的>
　医療，福祉のみならず，様々な角度から地域リハビリテーションの推進を図り，障害の
有無にかかわらず豊かに生活できる環境づくりを目的としている。

<取組実績>
　地域リハビリテーションの推進と障害の有無にかかわらず豊かに生活できる環境づくり
を目的として開催した。
　開催時期：平成２５年２月１４日（木）
　開催場所：身体障害者リハビリテーションセンター
　内　　容：今回で２６回目。「前例がなければつくればいい」と題して，気管切開を
　　　　　　した声楽家青野浩美さんによる公演等を開催。
　参加者数：約１３０名

保健福祉局
身体障害者リ
ハビリテー
ションセン
ター

①

93 若杉祭の開催

<事業目的>
　地域住民等との交流を図ることにより，利用者に対して身近な地域社会への参加を支援
すると共に，多くの市民の方に障害者福祉についての理解を深める。

<取組実績>
　若杉学園における学園紹介・遊びコーナー等を「親の会」と共催で実施すると共に，学
園周辺の地域住民等との交流を図ることにより，多くの市民の方に障害者福祉の理解をよ
り一層深めることを目的として交流の場を設定している。

保健福祉局
若杉学園

①

94
HIV検査普及週間にお
ける検査・啓発体制の
拡充

<事業目的>
　ＨＩＶやエイズに関する関心を喚起し，ＨＩＶ検査の浸透・普及を図るために国が提唱
している検査普及週間において，感染不安を持つ市民を対象に，ＨＩＶ啓発体制を拡充す
る。

<取組実績>
　２３年度と同様，ＨＩＶ検査の普及を図るため，感染不安を持つ市民を対象にウィング
ス京都において無料・匿名の夜間即日検査を６月に臨時で実施した。

保健福祉局
保健医療課

③

95
世界エイズデー関連の
エイズ啓発事業の実施

<事業目的>
　エイズについて正しく理解し，エイズ蔓延防止と感染者・患者の差別・偏見の解消を図
る。

<取組実績＞
　12月1日世界エイズデーの関連事業として京都駅前広場において街頭啓発キャンペー
ンを実施したほか，ラジオＣＭ，地下鉄への啓発ポスターの掲出，臨時夜間ＨＩＶ即日検
査・性感染症検査を実施した。検査は，３９人が受検した。

保健福祉局
保健医療課

①

96
エイズ相談・カウンセ
リング体制の充実

<事業目的>
　エイズ患者・ＨＩＶ感染者に対する差別・偏見を解消する。

<取組実績>
　市内各保健センター・支所・保健医療課において，エイズ相談を実施した。また，ＨＩ
Ｖ検査時には，保健師及び医師が，正しい知識の普及と不安を軽減できるようカウンセリ
ングを実施した。

保健福祉局
保健医療課

③

97
エイズ啓発パンフレッ
ト作成・配布

<事業目的>
　エイズに関する正しい知識を伝え，エイズ蔓延防止と，エイズ患者・ＨＩＶ感染者に対
する差別・偏見を解消する。

<事業実績>
　エイズ啓発パンフレットを市内高校，大学・短期大学等に配布した（合計約39,000
部）。
　また，市民向けのエイズ予防啓発パンフレットを保健センター・支所等の窓口に配備し
た。

保健福祉局
保健医療課

①

98
エイズ専門講師による
担当職員研修会

<事業目的>
　保健センターにおけるエイズ相談・カウンセリング体制を充実させる。

<事業実績>
　エイズ予防財団が実施する「エイズ検査相談研修会」へ担当職員（５名）を，国立保健
医療科学院が実施する「エイズ対策研修」へ担当職員（５名）を派遣した。また，派遣し
た職員による伝達研修を実施した。
　その他，ＨＩＶ陽性者支援団体の代表を講師に招き，ＨＩＶ陽性者支援について担当者
研修会を実施した。

保健福祉局
保健医療課

④

99
「HIV休日検査」の拡
充

<事業目的>
　保健センターにおいて，感染不安を持つ市民を対象に無料・匿名で実施するＨＩＶ検査
について，更なる受検機会の確保を図る。

<取組実績>
　保健センターにおいて検査を実施すると共に，下京保健センターにおいて夜間即日ＨＩ
Ｖ検査を，京都工場保健会において休日（土曜日）即日ＨＩＶ検査を実施した。

保健福祉局
保健医療課

②

100
家庭動物相談所職員の
研修

<事業目的>
　職員の人権意識を高める。

<取組実績>
　5月の憲法月間と１２月の人権月間を中心に研修会を実施した。

保健福祉局
家庭動物相談
所

①

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修 2-32



都市計画局
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

1
人権キャンペーン（Ｒ
ＣＶ）広報

<事業目的>
　市民に，日常生活の中で人権の大切さを再認識していただく契機を提供することを目的
として，人権啓発に関する番組を放映する。

<取組実績>
　洛西ケーブルビジョンにおいて，「人権月間啓発キャンペーン」番組を放映し，洛西
ニュータウン内の住民に広く呼び掛けた。
【実績】
放映時期：平成２4年１２月１日から１２月３１日
　　　　　１５秒×５回／日×３１日間

都市計画局
都市総務課

①

2
バリアフリーに配慮し
た建築物の整備の促進

<事業目的>
　すべての人が安全で快適に利用できる都市の施設と空間が整ったまちづくりの推進を図
る。

<取組実績>
　建築物を建築する際には，京都市建築物等のバリアフリーの促進に関する条例に定める
施設整備基準に適合するよう協議・指導を行う。（協議書交付件数：508件）
　また，「みやこユニバーサルデザイン優良建築物顕彰制度」の普及啓発により，バリア
フリー整備の一層の促進を図る。（優良プレート交付件数：36件，適合ステッカー交付
件数：135件）

都市計画局
建築審査課

②

3
「市営住宅住まいのし
おり」外国語版の配布

<事業目的>
　市営住宅に居住する外国人にも，適切かつ正確な情報を提供し，公平な情報の提供を図
るため。

<取組実績>
　市営住宅に居住する外国人向けに「市営住宅住まいのしおり」外国語（英語・中国語・
ハングル）版を作成し，希望者に配布した。

都市計画局
住宅管理課

②

4
交通バリアフリーの推
進

<事業目的>
　高齢者や障害のある方をはじめ，すべての人が安心・安全で円滑に移動することのでき
る社会を実現するため，駅や道路等のバリアフリー化を推進する。

<取組実績>
　平成２４年度は，太秦地区及び大宮地区のバリアフリー化に向けた整備内容等を定める
「移動等円滑化基本構想」を策定するとともに，市民がお互いに理解し，支え合う，「心
のバリアフリー」の普及・啓発を行った。

都市計画局
歩くまち京都
推進室

②

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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建設局
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

1
「人にやさしいみちづ
くり」の推進

<事業目的>
　歩道の段差の解消や勾配の改善を図り，どのような人にとっても暮らしやすい社会を実
現する。

<取組実績>
　歩道段差の解消　　　　　　　　　　 　  ５７箇所
　歩道勾配の改善　　　　　　　　　　　　５７箇所
　視覚障害者誘導用点字ブロックの設置　　７箇所

建設局
道路環境整備
課
調整管理課

②

2

「京都市みやこユニ
バーサルデザイン推進
条例」，「京都市人に
やさしいまちづくり要
綱」に基づく公園整備
の推進

<事業目的>
　誰もが安心して円滑に利用できる公園の整備を図る。

<事業実績>
　「バリアフリー新法」，「京都市みやこユニバーサルデザイン推進条例」及び「京都市
人にやさしいまちづくり要綱」に基づき，バリアフリーに適応した公園の整備及び再整備
（3箇所）を進めた。

建設局
緑政課

②

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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会計室
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

1 職員研修

<事業目的>
　研修の機会を通して，職員一人一人の意識の向上を図る。

<取組実績>
   講義による研修を行い，職員の意識向上を図った。

会計室 ④

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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北区
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

1
市民しんぶん区版への
人権啓発記事の掲載

<事業目的>
　市民しんぶん区版に人権啓発記事を掲載することで，区民の人権意識の高揚を図る。

<取組実績>
　区民に対して人権尊重の意識高揚を図ることを目的に，市民しんぶん区版において｢憲
法月間」「人権月間」の時期を中心に，人権啓発に関する記事を掲載した。

○市民しんぶん北区版への掲載予定記事
　　４月１５日号…憲法月間街頭啓発
　１１月１５日号…北区「人権のつどい」
　　　　　　　　　北区ハートスポット・スタンプラリー
　１２月１５日号…人権啓発作品展

北区
地域力推進室
総務・防災担
当

①

2 憲法月間街頭啓発活動

<事業目的>
　基本的人権に対する正しい理解と認識を深め，すべてのひとの人権が尊重される地域社
会の実現を目指し，区民の人権擁護意識のより一層の普及と高揚を図る。

<取組実績>
　基本的人権に対する正しい理解と認識を深め，すべてのひとの人権が尊重される地域社
会の実現を目指す取組の一環として．憲法月間に街頭啓発を実施した。

　日時：５月２５日
　場所：キタオオジタウン
　参加人数：約29人

北区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

3

北区民春まつり～区民
ふれあいまつり２０１
２～における舞台での
人権啓発

<事業目的>
　多数の区民に人権に関する情報を提供する。

<取組実績>
　多数の区民の参加が見込める「北区民春まつり～ふれあいまつり２０１２～」におい
て，舞台での人権啓発を行った。
　　日時：６月３日
　　場所：船岡山公園内
　　内容：財団法人関西盲導犬協会に委託し，特設ステージにおいて，目の不自由な方
　　　　　や，盲導犬への対応の仕方について講演を行っていただくとともに，盲導訓
　　　　　練の実演を行った。

北区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

4
北区ハートスポット・
スタンプラリー

<事業目的>
　人と人とのつながりや思いやり或いは身近な人権について考えていただく機会を作る。

<取組実績>

　スタンプラリーを実施した。
　　期　間：１１月１５日～１２月２５日
　　場　所：区内の人権・福祉関連施設及び人権月間の催しの開催場所
　　内　容：参加者が台紙を持って区内の人権・福祉関連施設を見学し，また，人権月
　　　　　　間の催しに参加しスタンプを集める。
　　　　　　５つスタンプを集めた参加者には，抽選で記念品を進呈した。
　　参加数：１４０人

北区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

5 人権啓発作品展

<事業目的>
　人権擁護意識の普及高揚を図る。

<取組実績>
　人権月間に，小学生，児童生徒による絵画，習字，標語等の作品展を実施した。
　　日時：１２月４日～１０日，１２月１２日～１８日
　　場所：キタオオジタウン，北区役所１階
　　内容：区内小中学校児童生徒による絵画，習字等（１８校，８１作品）を展示

北区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

6 北区「人権のつどい」

<事業目的>
　区民の人権擁護意識の普及高揚を図る。

<取組実績>
　人権に関する映画上映会と講演を行うことで，人権を身近な問題として考えて頂く機会
を提供した。
　　日時：１２月８日
　　場所：京都市北文化会館
　　内容：映画「ツレがうつになりまして。」
　　　　　講演「こころの病を持つ人を支えていくために～心の病気と障害の理解～」
　　　　　講師　塚崎直樹氏（北保健センター嘱託医，精神科医）
　　参加人数：２９４人

北区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

8
精神保健福祉事業（家
族懇談会）

<事業目的>
　精神に障害のある方のご家族を対象に，日々の暮らしの中での精神的ストレスを和ら
げ，こころの健康を維持することを図る。

<取組実績>
○内容：交流会，医師との懇談会　計８回
○参加人数：延３７人

北区
健康づくり推
進課

①

7 ①
北区
健康づくり推
進課

<事業目的>
　こころに障害のある方もない方も，すべての人が安心していきいきと暮らし続けていけ
るまちづくりを図る。

<取組実績>
○合同スポーツ大会の開催
　　内容：卓球，ジェンガ，玉入れ等
　　日時：６月２７日，１０月２４日
　　場所：障害者スポーツセンター
　　参加人数：６月２７日　　７３人
　　　　　　　１０月２４日　６１人
○講演会
　　日時：12月7日
　　テーマ：「思春期のこころをのぞいてみませんか？」
　　場所：北文化会館　創造活動室
　　参加人数：５１人
○作品展開催
　　日時：12月3日～12月10日
　　場所：キタオオジタウン１階　SPACEろさんじ
　　来場者数：５３５人
○ボランティア交流会の開催（２回）延８人参加
○当事者の集い（年１０回）延２３人参加

北区こころのキャンバ
スネットワーク

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修

 2-37



上京区
番号 事業名 24年度取組実績 担当課 分類

1
庁舎内における
人権コーナー設置

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
　人権冊子などの啓発物品配布コーナーを設置した。
　日　時：憲法月間期間中（5月）
　　　　　人権月間期間中（12月）
　場　所：上京区役所庁舎内
　内　容：下記物品の配布
　　　　　・四字熟語人権マンガ冊子
　　　　　・あいゆーKYOTO
　　　　　・人権メモ帳
　　　　　・人権カレンダー

上京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

2
人権強調月間
夏休み親子施設見学会

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもうらう機会を提供する。

<取組実績>
　夏休みに親子で参加し，法廷の見学や裁判の傍聴を体験する裁判所見学ツアーを実施し
た。
　○夏休み親子裁判所見学ツアー
　　　日　時：平成２４年８月９日（木）　午後２時～
　　　見学先：京都地方裁判所
　　　定　員：４０名
　　　参加者：３５名

上京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

3
市民しんぶん区版への
人権啓発記事の掲載

<事業目的>
　市民しんぶん区版に人権啓発記事を掲載することで，区民の人権意識の高揚を図る。

<取組実績>
    ４/15号　　「憲法月間　映画のつどい」（5/1７開催）
　 ７/15号　　「夏休み親子裁判所見学ツアー」（8/９開催）
　12/15号　　「講演のつどい　おはなしコンサート」（１/26開催）

上京区
地域力推進室
総務・防災担
当

①

4
憲法月間「映画のつど
い」

<事業目的>
　区民や企業に対して，人権問題について真剣に向き合い，人権意識の高揚を図ることを
目的とする。

<取組実績>
　多くの人に楽しんでいただくため，日本語字幕，音声ガイド付きで上映した。
　日　時：平成２４年５月１７日（木）
　　　　　午後１時３０分～午後６時３０分～
　内　容：第１部　映画上映「ふたたび」
　　　　　第２部　映画上映「アントキノイノチ」
　場　所：同志社大学寒梅館ハーディーホール
　参加者：第１部　５６２名
　　　　　第２部　４００名

上京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

5 講演のつどいの開催

<事業目的>
　区民や企業に対して，人権問題について真剣に向き合い，人権意識の高揚を図ることを
目的とする。

<取組実績>
　できるだけ多くの人に人権問題について考えていただくために，幅広い世代になじみが
ある，ということを基準に講師を選定した。
　日　時：平成２５年１月２６日（土）　午後１時３０分～
　内　容：おはなしコンサート
　場　所：同志社大学寒梅館ハーディーホール
　講　師：渡辺 千賀子
　参加者：３０６名

上京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

6
区民ふれあいまつり等
における人権コーナー
などの設置

<事業目的>
　多くの区民の協力と参加により，区民相互の交流を育むことを目的とする。

<取組実績>
　上京区民ふれあいまつりにおける啓発コーナーを設置した。
　日　時：平成２４年１０月２８日（日）
　場　所：京都市立二条城北小学校
　参加者：３,５００名

上京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

7
地域ぐるみによる街頭
啓発の実施

<事業目的>
　幅広い区民に対して人権について考える機会を提供することを目的とする。

<取組実績>
　多くの人に啓発活動へ参加してもらうため，地元学区に積極的な参加を呼びかけた。

　場　所：①北野天満宮，②堀川商店街，③出町商店街周辺
　日　時：①平成２４年４月２５日（水）午前１１時～
　　　　　　平成２４年１２月２５日（火）午前１１時～
　　　　　②平成２４年５月９日（水）午後４時～
　　　　　　平成２４年１２月２５日（火）午後４時～
　　　　　③平成２４年５月１４日（月）午後３時～
　　　　　　平成２４年１２月１９日（水）午後３時～
　内　容：憲法月間及び
　　　　　人権月間に伴う街頭啓発（啓発物品配布）

上京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

8

上京こころのふれあい
ネットワークイベント
～ひびきあうこころと
こころ～

<事業目的>
　こころの病を持つ人々に対する理解を促し，障害のある人もない人もともに安心して暮
らせるまちづくりをめざす。

<取組実績>
　関係機関と連携を図り，より広く市民に向け，障害への理解を深めてもらえるよう，啓
発活動等を実施した。
　日時：①平成２４年９月２４日　午後１時３０分～午後４時
　　　　②平成２４年１０月１６日　午後１時３０分～午後４時
　　　　同じ内容で地域を分けて２回実施
　内容：講演会，障害のある方の体験発表，グループワーク，パネル展示　等
　　　　参加者数　①７０名，②６８名

上京区
健康づくり推
進課

①

9
精神保健事業「精神障
害者家族懇談会」

<事業目的>
　精神に障害のある方のご家族を対象に，日々の暮らしの中での精神的ストレスを和ら
げ，こころの健康を維持する。

<取組実績>
　精神障害者を抱える家族の方々が，保健センターに集い，病気についての知識や再発防
止，家族の役割等について学習する機会を提供した。
　実施回数：４回   参加延人数：１０名

上京区
健康づくり推
進課

①

10
精神保健事業「精神障
害者社会復帰相談指導
事業」

<事業目的>
　精神に障害のある方のご家族を対象に，日々の暮らしの中での精神的ストレスを和ら
げ，こころの健康を維持する。

<取組実績>
　回復途上にある精神障害者の円滑で無理の無い社会復帰を促すため，レクリエーショ
ン，創作活動，所外活動を行った。
　実施回数：３６回　参加延人数：１２０人

上京区
健康づくり推
進課

①

11
精神保健事業「(働く)
ということを考える人
の集い」

<事業目的>
　精神に障害のある方のご家族を対象に，日々の暮らしの中での精神的ストレスを和ら
げ，こころの健康を維持する。

<取組実績>
　２回開催を予定し案内するも，対象者が就労等により参加への調整が困難であったため
開催できなかった。
　代わりに，精神障害者と就労支援事業所等が交流，意見交換する機会を持った。

上京区
健康づくり推
進課

①

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
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左京区
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

1

市民しんぶん左京区版
「左京ボイス」及び左
京区役所ホームページ
への人権啓発記事の掲
載

<事業目的>
　市民しんぶん区版やホームページに人権啓発記事を掲載することで，区民の人権意識の
高揚を図る。

<取組実績>
○事業
　人権について考えるための事業を広く区民に周知する。
○２4年度実施結果
・左京ボイス5月１５日号で「憲法月間」関連事業の開催を周知した。
・左京ボイス8月１５日号で「人権強調月間パネル展示」の開催を周知した。
・左京ボイス11月１５日号で「人権月間」関連事業の開催を周知した。
　※　左京ボイスをホームページに掲載することで周知した。

左京区
地域力推進室
総務・防災担
当

①

2 伝統文化を楽しもう

<事業目的>
　文化的な環境に恵まれた左京区において，次代を担う子どもたちに，日本を代表する伝
統芸能である「狂言」を体験・観賞してもらうことにより，こころ豊かで創造あふれる子
どもたちの育成の一助とする。
　また，近代まで芸能者が被差別身分とされていた狂言等の芸能について認識を深め，そ
の歴史的背景から人権について考える契機とする。

<事業実績>
・伝統文化を楽しもう
　日　時：２月１９日
　内　容：狂言解説，狂言体験（子どもワークショップ），狂言鑑賞（「蝸牛」，
　　　　　「口真似」）
　場　所：京都観世会館
　参加者：４７０名

左京区
地域力推進室
総務・防災担
当

①

3

憲法月間
「人権を共に考える見
学会（フィールドワー
ク）」

<事業目的>
　区内外の人権にかかわりのある施設を訪れ，見学や交流を通して，身近な地域における
人権尊重のまちづくりについて考える機会を提供する。

<取組実績>
　更に多くの区民に参加していただくことができるよう，事業手法の見直しを行い，引き
続き一旦休止する。
　なお，24年度は，２3年度と同様に，区民ふれあい事業で実施している「左京区民ふ
れあいウォーキング」に当該事業を組み込んで実施。

左京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

4
人権強調月間
「人権啓発パネル展」

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
　日時：８月１５日～２９日
　内容：啓発パネルの展示
　場所：左京区総合庁舎１階区民ロビー

左京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

5
人権月間
「心のふれあいみんな
の広場」

<事業目的>
　人権月間を機会とし，改めて人権尊重の意識の高揚を図る。

<取組実績>
　人権月間を機会とし，改めて人権尊重の意識の高揚を図るため，区民を対象に，人権を
考える契機となる演奏会を実施。
・心のふれあいみんなの広場「ヒューマンライツコンサート」
　日　時：１２月５日
　場　所：京都市国際交流会館
　参加者：１４６人

左京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

6
人権月間
「児童絵画展」

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
　人権月間を機会として，左京区内の小学生の描いた，人権をテーマにした児童絵画を区
役所で展示。
　日時：１２月１日～１２日
　場所：左京区総合庁舎１階区民ロビー

左京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

7
地域ぐるみによる街頭
啓発

<事業目的>
　幅広い区民に対して人権について考える機会を提供する。

<取組実績>
　憲法月間・人権月間に人権擁護思想の普及高揚を訴えるために，区民を対象に啓発物品
を配布し，街頭啓発を実施。
　○５月１８日　Ａ・コープ岩倉店前周辺，叡山電鉄修学院駅前周辺
　　　　　　　　イズミヤ高野店前周辺
　○１２月３日　イオン東山二条店前周辺，東山丸太町交差点周辺
　　　　　　　　白川通今出川交差点周辺

左京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

【凡例】
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

8
区民ふれあい相談コー
ナーの開設

<事業目的>
　弁護士等による相談を機に，人権尊重の考え方が日常生活に根付き，区民の生活の向上
を図る。

<取組実績>
　人権尊重の考え方が日常生活に根付いていくための取組として，各種相談事業を実施。
　窓口での相談を随時開催（法律相談　毎週水曜日）通年にわたり，弁護士・市職員が対
応。

左京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

③

9 区民ふれあい事業

<事業目的>
　幅広い区民の方々が参加できる事業を通じて，区民相互の積極的な交流とふれあいを深
める。

<取組実績>
・第３０回左京区民煎茶会
　日時：６月１９日　午前１０時～午後３時
・左京区民ふれあいまつり２０１２
　日時：７月２９日　午前１１時～午後３時
・左京区民ふれあいセミナー
　日時：８月１８日
・第２０回左京区民ふれあいウォーキング
　日時：１１月２３日　午前９時～午後１時
・第１６回左京区民正月いけ花教室
　日時：１２月１９日　午後１時３０分～３時３０分
・第２２回左京区民作品展
　日時：２月５～７日　午前１０時～午後５時

左京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

10

左京こころのふれあい
ネットワークイベント
～こころときめき芸術
祭～

<事業目的>
　こころの病を持つ人々に対する理解を促し，障害のある人もない人も共に安心して暮ら
せるまちづくりを目指す。

<取組実績>
　より広く一般市民に向け，病気の予防，障害への理解を深めてもらえるよう工夫した。
・日時：１０月１７日・１８日（市障害者スポーツセンター）
・内容：舞台発表，合同作品展，作業所祭り等
・参加者数延べ　５９２人

左京区
健康づくり推
進課

①

11
精神保健事業「精神障
害者家族懇談会」

<事業目的>
　精神に障害のある方のご家族を対象に，日々の暮らしの中での精神的ストレスを和ら
げ，こころの健康を維持する。

<取組実績>
　精神障害者を抱える家族の方々が，保健センターに集い，病気についての知識や再発防
止，家族の役割等について学習した。更に勧奨し参加者を増やした。
　・実施回数　　８回
　・参加者数延べ　１０１人

左京区
健康づくり推
進課

①

12
精神保健事業「精神障
害者社会復帰相談指導
事業」

<事業目的>
　精神に障害のある方を対象に，社会復帰を促進するため所内外活動を通して，こころの
健康を維持する。

<取組実績>
　回復途上にある 精神障害者の円滑で無理の無い社会復帰を促すため,　レクリエーショ
ン活動・創作活動・所外活動を行った。
　・実施回数　　３６回
　・参加者数延べ　３７０人

左京区
健康づくり推
進課

①

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
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中京区
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

2 子どもふれあい鑑賞会
（こどもふれあいコンサート）

<事業目的>
　子どもたちに，楽しみながら優しさや思いやりについて理解を深める。

<取組実績>
　人形劇を通じて子どもたちと歌やダンスなどで，楽しみながら優しさや思いやりについ
て理解を深めることを目的として開催し，２４４人の参加者を集めた。
　開催日　８月２５日(土)
　開催場所　京都国際マンガミュージアム

中京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

3
小・中学生による人権
書初め展の開催

<事業目的>
　人権にちなんだ書初めを区内小･中学校から募集し展示することにより，人権の大切に
ついて考える機会を提供する。

<取組実績>
　区内小中学生より出展された，人権をテーマにした書初め８７点を展示。
　開催日：２５年１月２８日～２月１５日
　場   所：中京区役所区民ロビー

中京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

4
地域ぐるみによる街頭
啓発の実施

<事業目的>
　憲法月間・人権月間を機会に，広く市民に人権の大切さを訴える。

<取組実績>
　憲法月間・人権月間を機会に，広く市民に人権の大切さを訴えるため，街頭啓発を行
う。
　実施日：①５月１５日(火)　二条駅及び,寺町京極商店街において啓発物配布を行った。
　　　　　②１２月５日(水)　京都三条会商店街で消防音楽隊を先頭に啓発パレードを
　　　　　　　　　　　　　行った。
　参加者：①２３人
　　　　　②２７人

中京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

5
区役所等における人権
パネル展の開催

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
　広く区民に人権や防災の大切さについての意識を高めてもらう機会として，「被災地を
忘れないために」と題してパネル展を開催。東日本大震災の被災状況や復旧の取組を紹介
した。
　開催日　５月７日～５月２5日
　開催場所　中京区役所区民ロビー

中京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

6
地域啓発推進協議会に
よる連携充実

<事業目的>
　中京区内の行政機関が各種事業の企画・立案会議を開催し，人権文化の構築を目指す。

<取組実績>
　人権文化の構築を目指して，各種事業の企画・立案会議を開催した。
　会議開催日　５月１８日（金）
　参画事業　街頭啓発，人権施設見学会，人権講演会等

中京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

④

7 人権施設見学会の開催

<事業目的>
　人権啓発事業の一環として区民相互の人権意識の浸透と高揚を図る。

<取組実績>
　「在日コリアンの歴史や文化に触れる」をテーマに「生野コリアンタウン」を訪れ，現
地フィールドワーク等を通じて多文化共生社会の理解を深めた。また，大阪の戦争体験を
伝える「ピースおおさか」もあわせて見学した。
　開催日　９月２７日(木)
　見学場所　生野コリアンタウン，ピースおおさか

中京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

8
区民ふれあい相談コー
ナーの開設

<事業目的>
　弁護士等による相談を機に，人権尊重の考え方が日常生活に根付き，区民の生活の向上
を図る。

<取組実績>
　人権尊重の考え方が日常生活に根付いていくための取組として，各種相談事業(民事，
人事，商事，刑事事件，行政問題，労働問題等）を実施した。
　

中京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

③

<事業目的>
　市民しんぶん区版に人権啓発記事を掲載することで，区民の人権意識の高揚を図る。

<取組実績>
　人権啓発パネル展，人権施設見学会等，区民を対象とした人権啓発事業を市民しんぶん
区版に掲載した。
　掲載号：５月１５日号（人権啓発パネル展），８月１５日号（人権施設見学会），１０
月１５日号（人権講演会），１月１５日号（人権啓発書初め展）

中京区
地域力推進室
総務・防災担
当

1 ①
市民しんぶん区版への
人権啓発記事の掲載

【凡例】
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

9 人権講演会

<事業目的>
　区民のこころの健康保持・増進と，こころの病を持つ人への正しい理解を広める。

<取組実績>
①継続
　人権月間取組として，「かづきれいこの元気が出るトーク」と題し，こころの問題を，
メイクを通じて元気に生きる秘訣についての講演会を実施し，１７０人が参加した。
　開催日　１２月１日(土)
　場　所　ウィングス京都　イベントホール
　講　師　かづきれいこ（フェイシャルセラピスト，歯学博士）

中京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

①

こころ･愛･ふれあい
ネットワーク
(中京精神保健ネット
ワーク事業)

中京区
健康づくり推
進課

10

<事業目的>
　精神保健についての理解を深めて，地域でどのような支援が必要なのかを地域住民に正
しく認識してもらう。

<取組実績>
　こころの病気や障害をもっている人が地域の中で安心して自立した生活を送ることがで
きるよう，関係機関が協力して支えあう，市民参加型のネットワーク事業を実施。
○　健康教室
　開催日　　平成２４年１１月２９日
　講　師　　こころの健康増進センター　波床　将材所長
　内　容　　講話「中高年のこころの健康　～中高年に多い精神疾患とその予防～」
　参加者数　７５名
○　健康教室（思春期）
　開催日　　平成２４年１１月２９日
　講　師　　こころの健康増進センター　菰田　哲医師
　内　容　　講話「親が知っておきたい思春期の子供のこころ」
　参加者数　２１名
○　区民ふれあいまつり
　開催日　平成２４年１０月２８日
　内　容　啓発パンフレット配布・ブース展示・アンケート実施
　参加者数　１５７名

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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東山区
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

1
地域の人権啓発活動支
援事業

<事業目的>
　東山区役所，東山区地域啓発推進協議会では，これまでから，広く区民を対象として，
「映画の集い」「東山人権学習ツアー」「人権パネル展」「街頭啓発」等の取組に加え
て，区内の自治組織，各種団体のリーダーを対象に，「地域リーダー研修会」を開催し，
人権ゆかりの地や施設の見学，ワークショップへの参加など，人権啓発活動の担い手を育
成しており，今後も，地域が自ら主体となって実施する人権啓発の取組へ支援を行い，東
山区の人権啓発活動の更なる充実を図る。

<取組実績>
○「スマイルミュージックフェスティバル」
　日　時：３月３日（日）
　場　所：東山区総合庁舎３階大会議室
　対象者：市民約２５０人
　主　催：スマイルミュージックフェスティバル実行委員会
　内　容：ＮＰＯ法人が中心となって，障害者の「自分らしさ」を表現する音楽の祭典の
　　　　　開催を支援した。

東山区役所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

2 人権啓発パネル展

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
「区内小・中学生人権作品展」として開催した。
　日時：５月１日（火）～３１日（木）
　場所：東山区総合庁舎１階展示ホール

東山区役所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

3
憲法月間
講演の集い

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
　下記＜９＞の人権月間の映画の集い事業に集約して開催した。

東山区役所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

4
憲法月間
街頭啓発

<事業目的>
　憲法月間を機会に，広く市民に人権の大切さを訴える。

<取組実績>
　上記＜２＞に挙げた，「区内小・中学生人権作品展」における啓発活動をより充実さ
せ，実施した。

東山区役所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

5
東山区民ふれあいひろ
ば「人権ブース」

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
　東山区民ふれあいひろばに「人権啓発ブース」を設置し，地域啓発推進協議会の活動状
況のパネルを展示した。
　場所：東山開睛館
　日時：５月2７日（日）午前１１時～午後３時

東山区役所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

6
憲法月間
啓発のぼりの掲出

<事業目的>
　市民に人権擁護思想の普及を図る｡

<取組実績>
　掲示場所：東山区総合庁舎

東山区役所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

7 人権啓発パネル展

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
人権パネル，四字熟語人権マンガ入賞作品及び人権ほっと写真入賞作品の展示を行った。
　日時：８月１日（水）～１５日（水）
　場所：東山区総合庁舎１階展示ホール

東山区役所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

8 人権学習ツアー

<事業目的>
　区内外の人権にかかわりのある施設を訪れ，見学や交流を通して，身近な地域における
人権尊重のまちづくりについて考える機会を提供する。

<取組実績>
「地域リーダー研修会」を統合して実施。施設見学後に，ワークショップを行った。
　日時：１０月１６日（火）午前１２時～午後５時
　場所：ピースおおさか　大阪国際平和センター
　参加人数：３５人

東山区役所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

9
人権月間
映画と講演の集い

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
　多くの区民が参加し，人権問題の啓発ができる機会となる映画上映を開催した。
　日時：１２月８日（土）午後２時～４時３０分
　場所：東山区総合庁舎３階大会議室
　内容：「わが母の記」上映
　参加人数：約１８０人

東山区役所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

10
人権月間
街頭啓発

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
　場所：東山区総合庁舎周辺
　日時：１２月２０日（木）午後３時３０分～４時

東山区役所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

11 地域リーダー研修会

<事業目的>
　地域の各種団体役員を対象に，人権に対する幅広い知識を習得してもらうととともに，
地域等における人権啓発の面で，リーダーとしての役割を果たしてもらえることを目的と
して実施する。

<取組実績>
　上記＜８＞人権学習ツアーと統合して実施した。

東山区役所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

12
人権月間
標語の展示

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
　上記＜２＞に挙げた，「区内小・中学生人権作品展」における啓発活動をより充実さ
せ，実施した。

東山区役所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

13
人権月間
啓発のぼりの掲出

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
　掲示場所：東山区総合庁舎

東山区役所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

14
市民しんぶん区版への
人権啓発記事の掲載

<事業目的>
　東山区地域啓発推進協議会メンバーのスキルアップを図る。
　当日は，地域啓発推進協議会のメンバーも会員となっている東山区関係機関連絡調整会
議のメンバーにも参加してもらい，合わせて人権学習の機会を提供する。

<取組実績>
　日　　時：１月１７日（木）午後２時～午後３時
　場　　所：東山区総合庁舎地下１階会議室１
　講　　師：渡辺　毅　氏
　テーマ　：インターネットと人権について
　参加者数：１８人

東山区役所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

東山区
健康づくり推
進課

①15
東山区こころのふれあ
いネットワーク

<事業目的>
　こころの病のある人について，理解を深め，保健医療福祉関係団体，関係行政機関，各
地域団体，地域住民等関係者が積極的に支援し，障害のある人もない人も安心して生活で
きるまちづくりをめざす。

<取組実績>
○東山こころのふれあい卓球交流会
　日　時：８月１７日（金）
　場　所：やすらぎ・ふれあい館
　参加者：４４名
○東山区民作品展（東山こころのふれあい作品展）
　日　時：１１月１２日（月）～１６日（金）
　場　所：東山区総合庁舎１階　展示ホール
　来場者：３７０名
○東山区こころのふれあいネットワーク講演会
　日　時：１１月１２日（月）
　場　所：東山区総合庁舎３階　大会議室
　内　容：講演「お酒とこころの健康～「ただのお酒好き」に見えるあの人は「やめた
　　　　　くてもやめられない」依存症かも～」
　参加者：４５名
○こころのふれあい交流サロン「ふらっと♭すぺぇす」共催事業
　日　時：①７月５日（木），②１２月２１日（金）
　場　所：やすらぎ・ふれあい館
　内　容：①七夕まつり，②クリスマス会
　参加者：①５２人，②５６人
○東山区こころのふれあいネットワーク総会及び実務者会議
　日　時：（総会）３月５日（火）
　　　　　（実務者会議）６月８日（金），９月１４日（金），１１月３０日（金）
　　　　　　　　　　　　２月８日（金）
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

16 精神障害者家族懇談会

<事業目的>
　精神に障害のある方のご家族を対象に，日々の暮らしの中での精神的ストレスを和ら
げ，こころの健康を維持する。

<取組実績>
（年５回開催）
日時：①５月２３日（水）②８月２日（木）③１０月２４日（水）④１２月１２日（水）
　　　⑤２月２２日（金）
内容：①④交流会
　　　②学習会「食中毒の話」講話・手洗いチェッカー体験
　　　③　〃　施設見学（福祉ホーム・ケアホーム・グループホーム）
　　　⑤　〃　リラクゼーションエクササイズ

東山区
健康づくり推
進課

①

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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山科区
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

1
市民しんぶん山科区版
への人権啓発記事の掲
載

<事業目的>
　市民しんぶん区版に人権啓発記事を掲載することで，区民の人権意識の高揚を図る。

<取組実績>
　11/15号　12月の人権月間の取組として「山科区人権講演のつどい」開催案内，人権
啓発ポスターの開催案内を掲載

山科区
地域力推進室
総務・防災担
当

①

2
山科区HPへ情報を掲
載

<事業目的>
　広く区民が閲覧できるホームページに人権に関する情報を掲載することで，区民の人権
意識の高揚を図る。

<取組実績>
　11/15号　12月の人権月間の取組として「山科区人権講演のつどい」開催案内，人権
啓発ポスターの開催案内を掲載

山科区
地域力推進室
総務・防災担
当

①

3
「人権啓発リーダー研
修会」の実施

<事業目的>
　地域の各種団体役員を対象に，人権に対する幅広い知識を習得してもらうととともに，
地域等における人権啓発の面で，リーダーとしての役割を果たしてもらえることを目的と
して実施する。

<取組実績>
　「人権啓発リーダー研修会」
　　日　時：５月２４日（木）
　　場　所：区役所大会議室
　　参加者：各種団体役員３７人
　　内　容：講演会
　　講　師：高見　国生　氏（公益社団法人　認知症の人と家族の会　代表理事）
　　テーマ：高齢者の人権

山科区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

4
「山科区人権講演のつ
どい」の開催

<事業目的>
　一般区民を対象に，わかりやすい内容で様々な人権問題について，講演会を実施し，理
解を深めてもらう。

<取組実績>
　「山科区人権講演のつどい」
　　日　時：１２月７日（金）
　　場　所：東部文化会館
　　参加者：一般市民　３５５人
　　内　容：演奏及び講演
　　演　奏：梶原　千沙都　氏（ヘルマンハープ奏者）
　　講　師：ダニエル・カール　氏（タレント・山形弁研究家）
　　テーマ：「がんぱっぺ！オラの大好きな日本～未来へつなぐ家族・地域の絆～」

山科区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

5 街頭啓発の実施

<事業目的>
　広く市民に人権の大切さを訴える。

<取組実績>
　区内3箇所で街頭啓発を実施
　　日　時：５月２４日（木），１２月７日（金）
　　参加者：５/２４　３６名
　　          １２/７　 ２４名

山科区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

6
「人権啓発ポスター
展」の開催

<事業目的>
　作品を出展してもらうことにより，出展者，鑑賞者それぞれに人権に対する理解と認識
を深めてもらう。

<取組実績>
　「人権啓発ポスター展」
　　日　時：１２月３日（月）～１４日（金）
　　場　所：山科区役所１階ロビー
　　出展数：６点

山科区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

7
区民まつりでの人権
コーナーの設置

<事業目的>
　多くの区民の協力と参加により，区民相互の交流を育む。

<取組実績>
　　区民まつり人権啓発パネルを展示
　　　日　時：11月23日（金・祝）
　　　場　所：山科中央公園

山科区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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下京区
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

1
庁舎内TVモニター広
報への人権啓発記事の
掲載

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
　庁舎内TVモニター広報において，憲法月間と人権月間などの取組を掲載し，広く区民
の参加を呼びかけた。
　　掲載時期
　　　５月，11月～12月

下京区
地域力推進室
総務・防災担
当

①

2
下京区ホームページへ
の人権啓発記事の掲載

<事業目的>
　広く区民が閲覧できるホームページに人権に関する情報を掲載することで，区民の人権
意識の高揚を図る。

<取組実績>
　人権に関する情報を広く区民に伝えるため、障害をもった方にも伝わりやすく，親しみ
を持てるホームページの制作を目指した。
　　掲載時期
　　　４月,  11月，

下京区
地域力推進室
総務・防災担
当

①

3
市民しんぶん区版への
人権啓発記事の掲載

<事業目的>
　市民しんぶん区版に人権啓発記事を掲載することで，区民の人権意識の高揚を図る。

<取組実績>
　昨年度の実績を踏まえ、人権問題を身近に感じられる紙面の制作を目指した。
　　掲載号
　　　４月15日号，11月15日号

下京区
地域力推進室
総務・防災担
当

①

4
区役所等における人権
パネル展の開催

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
　昨年度の実績を踏まえ，人権についてより身近に考えてもらうため，憲法月間及び人権
月間に，親しみやすい人権に関する四字熟語を表した漫画を展示。
　人権四字熟語漫画優秀作品を展示
　　　日　時：５月１日～２８日　，　１２月３日～１４日
　　　来庁者：約８,４００人

下京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

5
地域ぐるみによる街頭
啓発

<事業目的>
　憲法月間・人権月間を機会に，広く市民に人権の大切さを訴える。

<取組実績>
　憲法月間や人権月間に，人権に関する啓発文書入りの物品を，各学区自治連合会並び
に，講演会場や区役所窓口で配布し，区民に対する啓発を行った。
　下京区民ふれ愛ひろば会場内にて，人権啓発ブースを設置し，来場者に啓発物品を配布
し，啓発を行った。

下京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

6 憲法月間講演会の開催

<事業目的>
　区民や企業に対して，人権問題について真剣に向き合い，人権意識の高揚を図る。

<取組実績>
　より多くの区民の方の関心を高めるようなテーマを設定し，開催した。
　　講演会「人権を考えるつどい」
　　　内　容：ミュージカル落語・講演
　　　講　師：三遊亭　亜郎　氏
　　　日　時：5月２５日（金）午後２時から
　　　場　所：池坊学園こころホール
　　　参加者：９３名

下京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

7
区民ふれあい事業の開
催

<事業目的>
　幅広い区民の方々が参加できる事業を通じて，区民相互の積極的な交流とふれあいを深
める。

<取組実績>
　区民相互の交流とふれあいを深めることを目的に，下京ふれあい事業実行委員会の運営
による事業を実施した。
      内　容：人権啓発コーナーでの「人権啓発パネル展」
　　　　　　各種啓発物品の配布
      日　時：１１月１１日（日）
      場　所：梅小路公園
      参加者：約3,500人

下京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

8 人権学習会

<事業目的>
　区民がお互い尊重しあい，助け合いながらいきいきと活動できる下京区を目指し，地域
の人権啓発リーダーとなる人材を育成する。

<取組実績>
　昨年度の実績を踏まえ，より多くの区民の方に関心を高めるテーマを設定した。
　　人権講演会
　　　内　容：トーク＆コンサート
　　　講　師：南　修治　氏
　　　日　時：１２月１５日（土）　午後２時から
　　　場　所：ひと・まち交流館京都　大会議室
　　　参加者：４０名

下京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

　①

9
区民ふれあい相談コー
ナーの開設

<事業目的>
　弁護士等による相談を機に，人権尊重の考え方が日常生活に根付き，区民の生活の向上
を図る。

<取組実績>
　昨年度の実績を踏まえ，区民の方が相談しやすいよう考えて実施を継続した。

下京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

　③

11
精神保健福祉事業
＜家族懇談会＞

<事業目的>
　精神に障害のある方のご家族を対象に，日々の暮らしの中での精神的ストレスを和ら
げ，こころの健康を維持する。

<取組実績>
　昨年度同様，精神障害者の家族が，病気についての知識や家族の役割について理解を深
め，精神障害者及びその家族の自立を図ることを目的として，家族の交流会を実施した。
　＜家族懇談会＞
　実施日（参加者）：６月１８日（９名），９月１４日（４名），１１月２日（７名），
　　　　　　　　　　２月２８日（５名）
　場　所：保健センター多目的ホール他

下京区
健康づくり推
進課

①

①
下京区
健康づくり推
進課

10

<事業目的>
　こころの病のある人について，市民の理解を深め，また，保健医療福祉関係団体，関係
行政機関，各地域団体，地域住民等関係者が積極的に支援することにより，障害のある人
もない人も安心して生活できるまちづくりをめざす。

<取組実績>
　参加機関を募るとともに，情報の共有化,ネットワークの基盤強化を図り，地域と協力
してネットワーク作りを進めていく。精神障害について理解が深まるよう取組を進めた。
　○講演会
   　テーマ：「しんどくなるってだめなこと？～ぬくもりのあるまち下京をめざして～」
　　実施日：３月１５日
　　場　所：下京区役所会議室
   　参加者：１７名
　○地域懇談会
　　学区に出向いての，精神保健福祉に係る普及啓発・意見交流等
　　実施学区：醒泉学区　８月３０日（１３名）
　　　　　　　菊浜学区　２月２７日（１６名）
　○パネル・作品展
　　こころのふれあいネットワークパネル，障害者自立支援法就労支援事業所，保健
　センターなど地域での活動紹介や作品，写真の展示
　　実施日：１０月２２日～１１月２日
　　場　所：下京区役所１階
　○青少年福祉体験学習
　　保健センターで行っている精神に障害のある人を対象にした社会復帰相談指導事
　業の中で体験学習を行った。
　　実施日：８月３日
　　参加者：２名
　○保健センター社会復帰相談指導事業への講師派遣
　　講師として，ネットワーク推進委員である地域女性会，民生児童委員が各1回ず
　つ出席した。

下京こころのふれあい
ネットワーク事業

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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南区
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

1
心のふれあい
みんなの広場・講演会

<事業目的>
　人権文化の構築を目指して人権擁護の普及高揚を図るため市民を対象とした研修会等を
推進する。

<取組実績>
　日　　時：12月7日　午後6時30分～8時
　場　　所：龍谷大学アバンティ響都ホール
　内　　容：紺野　美沙子（俳優，国連開発計画（ＵＮＤＰ）親善大使） 「人と人が支
　　　　　　え合う世界」
　参加人数：約300名

南区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

2 人権映画鑑賞会

<事業目的>
　人権文化の構築を目指して人権擁護の普及高揚を図るため市民を対象とした研修会等を
推進する。
　<取組実績>
　日　　時：8月21日　午後1時30分～4時
　場　　所：龍谷大学アバンティ響都ホール
　内　　容：上映作品「僕たちは世界を変えることができない。But,we wanna build
　　　　　　 a school in Cambodia.」
　参加人数：約200名

南区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

3 人権啓発施設見学会

<事業目的>
　人権意識の浸透と高揚を図る目的で，人権に関する施設の見学会を開催する。

<取組実績>
　日　　時：5月23日　午前8時30分～午後4時30分
　場　　所：滋賀県平和祈念館（東近江市），八幡堀周辺（近江八幡市）
　参加人数：27名

南区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

4
区民のふれあい相談
コーナーの開設

<事業目的>
　弁護士等による相談を機に，人権尊重の考え方が日常生活に根付き，区民の生活の向上
を図る。

<取組実績>
　人権尊重の考え方が日常生活に根付いていくための取組として，各種相談事業を実施し
た。

南区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

③

5
区民ふれあい事業「南
区民ふれあいまつり」
の実施

<事業目的>
　「人とまち，交流とふれあいでまちづくりを！」をスローガンに，区民のまち（区）に
対する愛着意識の高揚を図るとともに，区民相互の交流とふれあいを深め，健康な体力づ
くりと地域の活性化を図る。

<取組実績>
　日　時：11月11日　午前10時～午後3時
　場　所：東寺境内
　内　容：模擬店，展示，文化芸能まつり，健康ウォーキング

南区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

6
「区民ぐるみ組織」へ
の支援策の検討及び実
施

<事業目的>
　区民が自ら計画等を決定することで，より身近な人権啓発事業に着手でき，区民の人権
意識高揚に繋げる。

<取組実績>
　区内の各学区，各種団体の代表による「南区人権文化推進会議」が，年２回の会議で啓
発事業計画等を決定。区役所は事務局として会議や事業の運営を支援した。

南区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

④

7

市民しんぶん区版への
人権啓発記事の掲載
（人権に関する啓発活
動）

<事業目的>
　市民しんぶん区版に人権啓発記事を掲載することで，区民の人権意識の高揚を図る。

<取組実績>
　人権強調月間・人権月間での啓発記事及び人権講演会等の事前告知記事及び実施報告記
事をを掲載した。
　８月15日号　「人権映画鑑賞会」開催周知
　９月15日号　「人権映画鑑賞会」開催報告
　11月15日号  「人権講演会」開催周知，「街頭啓発」実施通知
　１月15日号　「人権講演会」開催報告

南区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

【凡例】
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

8
地域ぐるみによる街頭
啓発の実施

<事業目的>
　街頭啓発及び人権啓発旗の掲揚を行うことにより広く市民に人権の大切さを訴える。

<取組実績>
　○人権文化推進会議委員及び地域啓発推進協議会委員により，人権啓発物品での啓発活
　動を行った。
　　・５月20日　午後1時～　イオンモールKYOTO周辺
　　・12月7日　午後4時30分～午後5時　イオンモールＫＹＯＴＯ，ＪＲ西大路駅
　　　近鉄東寺駅，ＪＲ桂川駅周辺
　○人権啓発旗の掲揚
　　人権文化推進会議委員自宅周辺及び地域啓発推進協議会委員事業所周辺に，啓発標語
　を記載した旗を掲揚した。
　　５月，８月，１２月

南区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

9
南区こころのふれあい
ネットワーク

<事業目的>
　こころの病のある人について，理解を深め，保健医療福祉関係団体，関係行政機関，各
地域団体，地域住民等関係者が積極的に支援し，障害のある人もない人も安心して生活で
きるまちづくりをめざす。

<取組実績>
　精神障害に対する正しい知識の普及，こころの健康づくりに関する知識の普及・啓発，
ボランティアの育成並びに精神障害者に対する支援活動を行う。
　○総会・講演会　　　講演会「若者のひきこもりの理解と支援のあり方」43名の参加
　○発表会・作品展　　当事者の思い・コーラス等　　194名の参加
　○支援者向け研修会　「ケースの困ったに対応する　～ACTの活動より学ぶこと～」
　　　　　　　　　　　30名の参加
　○精神保健福祉セミナー2回　講話「統合失調症について」・当事者の体験談
　　　　　　　　　　　　　　　41名の参加
　○こころの支援パートナー養成講座　　　　　  23名の参加
   ○交流会等（当事者・家族・ボランティア）       36名の参加

南区
健康づくり推
進課

①

10
精神保健事業[家族懇
談会]

<事業目的>
　精神に障害のある方のご家族を対象に，病気についての知識や家族の役割について理解
を深めることにより，精神障害のある方及びその家族の自立を図る。

<取組実績>
　6回開催　　交流会・学習会等　　延　61名の参加

南区
健康づくり推
進課

①

【凡例】
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右京区
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

1
家族で楽しく学ぶ
異文化ふれあい教室

<事業目的>
　人権について一人ひとりが身近に感じ，少しの「気づき」から誰しもがお互いに人を思
いやることを行動として実践していくために，区民参加型の人権ワークショップを実施す
る。

<取組実績>
　外国人留学生を交えた多文化交流の場とし，親子で参加でき，子どもが楽しく学べる企
画として「家族で楽しく学ぶ 異文化ふれあい教室」を実施した。
　日　時：平成２４年８月３日（金）午後２時～４時
　場　所：サンサ右京５階大会議室
　内　容：３ヶ国・地域の外国人留学生による母国紹介とグループ学習
　参加者：４８名

右京区役所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

2
市民しんぶん区版への
人権啓発記事の掲載

<事業目的>
　市民しんぶん区版に人権啓発記事を掲載することで，区民の人権意識の高揚を図る。

<取組実績>
　引き続き，市民しんぶん区版（区HP）で憲法月間や人権月間の関連事業の募集や周知
を行うことにより，区民に人権問題についての意識を高めることを図った。
【掲載実績】
 6／15号　「右京人権ワークショップ」参加者募集
 8／15号　「人権ポスター展」開催告知
 11／15号　「人権啓発事業ふれあい講演」参加者募集

右京区
地域力推進室
総務・防災担
当

①

3 人権啓発事業

<事業目的>
　８月の人権強調月間に関連し，多くの区民の方に広く「人権の尊重」について理解して
いただく。

<取組実績>
　８月の人権強調月間に合わせて，右京区内の小学生・中学生に人権啓発ポスターを制作
してもらい，多くの区民の方に広く「人権の尊重」について理解していただくことを目的
に，「小学生・中学生による人権ポスター展」を実施した。
　日　時：平成２４年９月８日（土）～１７日（月）
　場　所：サンサ右京１階区民ロビー
　展示数：１９６点

右京区役所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

5
区民ふれあい事業の開
催

<事業目的>
地域社会を構成する様々な人たちの参加・協力のもと，区民相互のふれあいや，区民の

自治意識の高揚，地域の活性化を図る。

<取組実績>
地域社会を構成する様々な人たちの参加・協力のもと，区民相互のふれあいや，区民の

自治意識の高揚，地域の活性化を図ることを目的に実施した。
　内　容：右京区民ふれあいフェスティバル２０１２
　日　時：平成２４年１０月２７日（土）午前１０時～午後３時
　場　所：太秦安井公園，右京ふれあい文化会館
　参加者：約１６,０００人

右京区役所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

①

右京区役所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

講演会等の開催4

<事業目的>
　人権問題は日常生活を営む地域社会で起こる問題であることを提案し，日々の暮らしの
中で人権について考え，行動するきっかけづくりの場を提供する。

<取組実績>
　子育てをテーマに，親子，家族の絆のほか，地域社会とのつながりも大切であること
を，お話しいただく「右京ふれあい講演会 レモンさんの地域で子育てアドバイス」を実
施した。
　日　時：平成２５年３月２日（土）午後２時～４時
　場　所：右京ふれあい文化会館
　参加者：約２６０人
　内　容：右京区人権啓発事業「右京ふれあい講演会 レモンさんの地域で子育てアドバ
　　　　　イス」
          　　講師：レモンさん（山本シュウ氏）

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

7 保健所実習

<事業目的>
　保健センターにおいて受け入れている保健師・看護師・栄養士養成施設校からの実習の
中で，地域における保健所の役割及び意義を学びとる際に，これからの社会人として，ま
た，学校生活の中で，人権尊重が身近に課題として存在していることを学習した。

<取組実績>
　平成２３年度と同様に受け入れを行った。
　研修受入実績数：４３人

右京区
健康づくり推
進課

①

8
精神保健事業［家族懇
談会］

<事業目的>
　精神に障害のある方のご家族を対象に，日々の暮らしの中での精神的ストレスを和ら
げ，こころの健康を維持する。

<取組実績>
　家族が病気について知識や役割について理解を深めるだけでなく，こころのふれあい
ネットワークへの積極的な参加などを目標に実施。
　開催回数：5回
　参加延人数：42名

右京区
健康づくり推
進課

③

①
右京こころのふれあい
ネットワーク

右京区
健康づくり推
進課

<事業目的>
　こころの病のある人について，理解を深め，保健医療福祉関係団体，関係行政機関，各
地域団体，地域住民等関係者が積極的に支援し，障害のある人もない人も安心して生活で
きるまちづくりをめざす。

<取組実績>
　昨年度の実績を踏まえ，障害のある人と，多くの区民との交流を通じて，精神障害につ
いて学び，互いに支えあえる地域づくりについて考える機会とした。
　①内　容：「スポーツの集い」開催
　　日　時：平成24年9月25日（火）午後2時～4時
　　場　所：右京区地域体育館
　　参加者：84名
　②内　容：交流学習会「こころほっこりふれあい」開催
　　日　時：平成24年11月14日（水）午後2時～4時
　　場　所：御室ふれあいサロン
　　参加者：72名
　③内　容：広報誌「ほっこり通信」の発行
　　日　時：平成25年3月
　　部　数：11,100部

6

【凡例】
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西京区
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

1
市民しんぶん区版への
人権啓発記事掲載

<事業目的>
　市民しんぶん区版に人権啓発記事を掲載することで，区民の人権意識の高揚を図る。

<事業計画>
　５月の憲法月間及び１２月の人権月間における取組の告知や啓発記事の掲載を行うこと
により，区民の人権意識の高揚を図った。
・４月号　「憲法月間　映画のつどい」の事業告知
・１１月号　人権に関する映画上映会，小・中学生による人権をテーマとした作品展の
　　　　　　開催告知

西京区
地域力推進室
総務・防災担
当

①

2 映画のつどいの開催

<事業目的>
　区民に人権を尊重することの大切さについて理解と認識を深めてもらい，一人一人が個
人として尊重される，人権文化の息づくまちづくりを推進するため。

<取組実績>
　広く区民を対象として映画のつどいを開催する。また，参加者には啓発物品を配布す
る。
　○人権月間「映画のつどい」
　　　日　時：平成24年12月1５日
　　　場　所：西文化会館ウエスティ
　　　内　容：「クイール」

西京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

3
小・中学生による人権
啓発作品展の開催（絵
画・書道展）

<事業目的>
　小・中学生に，人権をテーマとした絵画等の作成を通じて，人権の大切さを浸透させる
とともに，それらの作品を展示することにより，区民に広く人権の尊さを訴える。

<取組実績>
　人権をテーマとした絵画等の作成を通じて，小・中学生に人権の大切さを学習させると
ともに，作品を展示することにより，広く区民に人権の尊さについて訴えかける。
　 ○小・中学生合同作品展
　 　日　時：平成24年12月3日～14日
 　　場　所：西京区役所（及び洛西支所）1階ロビー

西京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

4
区民ふれあい相談コー
ナーの開設

<事業目的>
　弁護士等による相談を機に，人権尊重の考え方が日常生活に根付き，区民の生活の向上
を図る。

<取組実績>
　人権尊重の考え方が日常生活の中で根付いていくための取組の一つとして，各種相談事
業を実施する。
　　法律相談　毎週水曜日
　　行政相談　毎月第１木曜日

西京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

③

5
区民ふれあい事業の開
催

<事業目的>
　地域社会を構成する様々な人たちの参加・協力のもと，区民相互のふれあいや，区民の
自治意識の高揚，地域の活性化を図る。

<取組実績>
　子どもから高齢者まで多くの区民が相互にふれあい，交流を深めることを目的として，
充実した内容のふれあいまつりを開催する。
　 ○西京区民ふれあいまつり
　 　日　時：平成24年11月17日
　 　場　所：西文化会館ウエスティ

西京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

6
地域役員研修及び各学
区・地域における啓発
活動の実施

<事業目的>
　区内の自治連合会及び各種団体役員の方々に呼びかけ，人権に関する身近な問題，新聞
掲載記事等を題材とした研修を受けてもらうことにより，人権意識の高揚を図る。

<取組実績>
　憲法月間（洛西支所実施事業）及び人権月間における「映画のつどい」への参加を通じ
て，地域役員の人権意識の一層の向上を図る。また，各学区・地域に啓発物品を配布し，
各学区の実情に応じた自主的な啓発活動を進めてもらう。
　○憲法月間「映画のつどい」（洛西支所事業で掲載）
　　　日　　時：平成24年5月19日13:30～
　　　場　　所：京都エミナース　明治アニバーサリーホール
　　　内　　容：「きなこ」
　　　啓発物品：標語入りメモ帳及びハンカチ
　○人権月間「映画のつどい」
　　　日　　時：平成24年12月15日
　　　場　　所：西文化会館ウエスティ
　　　内　　容：「クイール」
　　　啓発物品：標語入りメモ帳，人権カレンダー及びウオーターパック

西京区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修

 2-54



番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

8 精神障害者家族懇談会

<事業目的>
　精神に障害のある方のご家族を対象に，日々の暮らしの中での精神的ストレスを和ら
げ，こころの健康を維持する。

<取組実績>
　精神障害のある方の家族が，病気についての知識や家族の役割について理解を深めるこ
とにより，精神障害のある方及び家族の自立を図ることを目的として交流会等を実施し
た。
　○月1回の実施で，実人員１３名，延べ４３名参加があった。
　○交流会，学習会，イベントへの参加，軽スポーツ等を実施し，ご家族の精神的ストレ
　　スを和らげ，こころの健康を維持する目的を達成した。

西京区
健康づくり推
進課

①

①

西京区
健康づくり推
進課
洛西支所
健康づくり推
進室

7

心の病のある人が地域
で安心して暮らせるよ
うにする会（精神保健
福祉ネットワーク作
り）

<事業目的>
　こころの病のある人について，理解を深め，保健医療福祉関係団体，関係行政機関，各
地域団体，地域住民等関係者が積極的に支援し，障害のある人もない人も安心して生活で
きるまちづくりをめざす。

<取組実績>
　平成24年度は「こころのふれあいネットワーク活動」の15年目となることから，ここ
ろの病についての理解をより一層区民に広げることを目的として，記念講演会の開催や
「小さな秋のこころまつり」等のイベントを当事者も含めて企画し，開催した。
　また，大々的なイベントだけでなく，より身近な方との関係づくりを通して相互理解を
広げるため，地域懇話会や研修会を行った。
　さらに，地域におけるこころの病のある方の日常生活や自立・就労等を支援するため，
当事者及び家族と区内の関係機関，団体等の連携を深め，ネットワーク機能の強化を進め
た。
○啓発・研修
　・こころの健康講座（記念講演会）　　　　参加３４１名
　・こころまつり（交流・ふれあい）　　　　参加１８８名
　・地域懇話会　「竹林・友愛の会」の立ち上げに，保健センターとして協力
　　　　　　　　参加１６名
　・通信の発行（7月・11月・3月）　　　　３回発行
○活動支援
　・当事者の活動への支援　　　　　　　　　ボランティアとの調整
　・家族会「なんてんの会」への支援　　　　家族会主催の学習会開催への協力実施

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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西京区洛西支所
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

1 講演会等(5月)の開催

<事業目的>
　憲法の基本理念と人権の尊重について日々の暮らしの中で考える機会を提供する。

<取組実績>
憲法月間映画のつどい
　日　時：5月１９日（土）13:30～15:40
　場　所：ホテル京都エミナース　明治アニバーサリーホール
　内　容：映画「きな子～見習い警察犬の物語～」
　　　　　バリアフリー上映（音声ガイド・日本語字幕付き）
   参加者：５１０名

洛西支所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

2
区民ふれあい相談コー
ナーの開設

<事業目的>
　弁護士等による相談を機に，人権尊重の考え方が日常生活に根付くことを目的として実
施する。

<取組実績>
　窓口や電話による相談の常時受付
　各種相談事業の実施

洛西支所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

③

3
区民ふれあい事業の開
催

<事業目的>
　地域社会を構成する様々な人たちの参加・協力のもと，区民相互のふれあいや，区民の
自治意識の高揚，地域の活性化を図る。

<取組実績>
　西京区民ふれあいまつり
　　日　時：１１月１７日（土）
　　場　所：京都西文化会館ウエスティ
　　参　加：ステージ１６団体，ブース３４団体
　　来場者：６,７００人

洛西支所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

③

4
小・中学生による人権
啓発作品展の開催（絵
画・書道展）

<事業目的>
　小・中学生に，人権をテーマとした絵画と書道の作成を通じて，人権の大切さを浸透さ
せるとともに，それらの作品を展示することにより，区民に広く人権の尊さを訴える。

<取組実績>
　小・中学生合同作品展
　 　日時　平成24年12月3日～14日
 　　場所　洛西支所1階ロビー
　　 出展作品　絵画３１点，習字３０点

洛西支所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

5

洛西ケーブルビジョン
でのスポットの放映
（憲法・人権月間
RCV市民啓発番組）

<事業目的>
　憲法月間・人権月間のポスターを背景に，人権尊重のナレーションを放映し，人権尊重
の気運を高める。

<取組実績>
　○憲法月間
　　　内　容：1日6回　毎回30秒
　　　　　　　憲法月間の啓発用ポスターを背景に人権尊重のナレーション放映
　　　放送日：５月１日～５月３１日
　　　対　象：洛西ニュータウン管内住民等

　　人権月間
　　　内　容：1日6回　毎回30秒
　　　　　　　人権月間の啓発用ポスターを背景に人権尊重のナレーション放映
　　　放送日：１２月１日～１２月３１日
　　　対　象：洛西ニュータウン管内住民等

洛西支所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

7
地域ぐるみによる街頭
啓発の実施

<事業目的>
　学区・地域へ啓発物品を配布し、各学区・地域の事情に応じて活用してもらうことで、
より効果的な啓発を行う。

<取組実績>
　憲法月間：標語入りメモ帳の配布
　人権月間：標語入りカレンダーの配布

洛西支所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

洛西支所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①6

<事業目的>
　憲法月間講演会等及び人権月間映画上映会（西京区役所事業）を地域役員の研修と位置
付け，人権問題を考える機会を提供することで，地域における人権文化の構築を図る。

<取組実績>
　憲法月間映画のつどい
　　日　時：5月１９日（土）13:30～15:40
　　場　所：ホテル京都エミナース　明治アニバーサリーホール
　　内　容：映画「きな子～見習い警察犬の物語～」
　　　　　　バリアフリー上映（音声ガイド・日本語字幕付き）
  　 参加者：５１０名

　人権月間映画のつどい
　　日　時：12月15日（土）14:00～16:10
　　場　所：西文化会館ウエスティ
　　内　容：映画「クイール」（音声ガイド・日本語字幕付き）

地域役員研修会

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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伏見区
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

1

市民しんぶん伏見区版
「きらり伏見」及び伏
見区ホームページへの
人権啓発記事の掲載

<事業目的>
　市民しんぶん区版に人権啓発記事を掲載することで，区民の人権意識の高揚を図る。

<取組実績>
　市民しんぶん伏見区版「きらり伏見」及び伏見区ホームページにおいて，憲法月間及び
人権月間に合わせて行われる各種事業や区内で開催される人権関連事業への区民の参加を
促すため，事前広報を行った。さらに，人権関連事業への区民の意識向上を目指し，人権
啓発特集記事を掲載した。
【掲載案件】
　４月１５日号：憲法月間関連事業
　６月１５日号：「ふしみ人権の集い学習会」の事前告知
　８月１５日号：「伏見区こころの健康を考える集い」の事前告知
　１１月１５日号：人権月間関連特集
　１月１５日号：「ふしみ人権の集い」の事前告知

伏見区
地域力推進室
総務・防災担
当

①

2 伏見区人権月間事業

<事業目的>
　人権を尊重する考えが根付いた人権文化の構築に向けて，人権問題への区民への関心を
高め，理解を深める機会として，伏見区役所，深草支所，醍醐支所それぞれにおいて事業
を実施する。

<取組実績>
○伏見区人権ワークショップ
　　内　容：現地を訪ね，ワークショップを実施（刑務官からの説明，施設見学，質疑
　　　　　　応答）
　　行　先：京都刑務所
　　日　時：１２月１１日（火）
　　参加者：１８名
○人権啓発絵画展」及び「人権啓発絵画ポスター・標語展」
　　期　間：１２月１日～２８日
　　会　場：伏見区総合庁舎，深草総合庁舎，醍醐総合庁舎
○街頭啓発　計８箇所　延べ２３９名が参加

伏見区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

3
伏見区人権啓発推進協
議会フィールドワーク

<事業目的>
　新たな人権問題ともいうべき事柄の現状と課題を学び，人権意識の高揚を図る。

<取組実績>
○伏見区人権ワークショップ（人権月間事業：再掲）
　　内　容：現地を訪ね，ワークショップを実施（刑務官からの説明，施設見学
　　　　　　質疑応答）
　　行　先：京都刑務所
　　日　時：１２月１１日（火）
　　参加者：１８名

伏見区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

①

伏見区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

<事業目的>
　伏見区人権啓発推進協議会，各種団体，学校，行政等により構成された｢ふしみ人権の
集い実行委員会｣が企画運営し，｢人権文化のまちを一人一人の心から｣をテーマに地域ぐ
るみの啓発活動として，伏見いきいき市民活動センター等を会場に，様々な人権をテーマ
にした講演会を実施するなど，学習と交流の機会を提供する。

<取組実績>
○第１回学習会
　　内　容：講演「３・１１複合被災　－後世に正しく伝えるために－」
　　講　師：外岡　秀俊氏（ジャーナリスト）
　　日　時：７月１４日（土）午後１時３０分～４時３０分
　　場　所：月桂冠　昭和蔵ホール
      参加者：１３８名
○第２回学習会
　　内　容：講演「若い世代からの人権メッセージ」
　　　　　　　　　－広げよう，そしてつなげよう人権尊重の営みを！－
　　　　　　　　「働きたい願い，それを叶えたい願い」
　　講　師：北川　希氏（映画監督）
　　　　　　堀川　大介氏（エル・チャレンジ　スタッフ）
　　日　時：１１月２４日（土）午後１時３０分～４時３０分
　　場　所：京都教育大学藤森学舎　Ｆ棟大講義室２
　　参加者：１２５名
○第１８回ふしみ人権の集い
　　内　容：第１部　人権の集いからのメッセージ
　　　　　   第２部　記念公演　ひとを大切にしてきたまちからのメッセージ
　　　　　　　　　　　　－ブルースの原点，竹田の子守唄と出会って－
　　出　演：宇崎　竜童氏　部落解放同盟改進支部女性部
　　日　時：２月９日（土）午後１時３０分～４時３０分
　　場　所：京都府総合見本市会館京都パルスプラザ　稲盛ホール
　　参加者：６００名

5 ふしみ人権の集い

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

6

小中学生による人権啓
発絵画ポスター展及び
人権啓発絵画ポス
ター・標語展の開催

<事業目的>
　行動計画が目指す人権文化の息づくまちづくりのための取組の一環として，12月の人
権月間をはじめとした様々な機会に区内の児童・生徒が製作した絵画により「人権啓発絵
画展」及び「人権啓発絵画ポスター標語展」を実施した。製作する児童・生徒や保護者，
鑑賞する人々がそれぞれ絵画を通じて，人権問題について考える機会と話題を提供するこ
とを目的としている。
　〔人権月間　「人権啓発絵画展」及び「人権啓発絵画ポスター・標語展」〕
　〔第１８回ふしみ人権の集い人権啓発絵画ポスター展〕

<取組実績>
　○人権月間　　期　間：１２月１日～２８日（人権月間事業：再掲）
　　　　　　　　会　場：伏見区総合庁舎，深草総合庁舎，醍醐総合庁舎
　○人権の集い　期　間：２月９日
　　　　　　　　会　場：京都府総合見本市会館京都パルスプラザ　稲盛ホール

伏見区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

7
ふしみ人権の集い実行
委員会ニュースの発行

<事業目的>
　ふしみ人権の集い実行委員会が実施する学習会等の取組を広報するため，ニュース
「いーくうぁる」を発行。

<取組実績>
　VOL.3９～４１を発行

伏見区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

10
伏見区人権啓発推進協
議会公開研修会

<事業目的>
　人権文化の根付く共生型社会の構築を進めるため，幹事会を開催し，事業企画を行うと
共に，会員の人権に対する意識の高揚を目的として総会・公開研修会を開催する。
　区内企業・団体を中心とした「伏見区人権啓発推進協議会」の研修会を公開すること
で，区民の参加を促して区民，企業，行政一体となった取組を進める。

<取組実績>
　内　容：講演「犯罪被害について考える」
　講　師：武　るり子氏（少年犯罪被害当事者の会代表）
　日　時：５月２４日(水)　午後１時３０分～４時
　場　所：伏見区役所総合庁舎　4階大会議室
　参加者：１０２名

伏見区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

11
地域ぐるみによる街頭
啓発の実施

<事業目的>
　憲法月間，人権月間及び「ふしみ人権の集い」の広報のため，伏見区人権啓発推進協議
会や行政，地域住民が往来の多い駅前などで啓発物品を配布する。

<取組実績>
  　５月憲法月間　計８箇所　延べ２６５名が参加
  １２月人権月間　計８箇所　延べ２３９名が参加 （人権月間事業：再掲）

伏見区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

12
区民ふれあいまつり等
における人権コーナー
などの設置

<事業目的>
　伏見西部ふれあいプラザに人権啓発コーナーを設け，来場者に人権の大切さを訴える。
　
<取組実績>
　日時：１１月２３日（金・祝）
　場所：鳥羽離宮跡公園

伏見区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

13
区役所等における人権
パネル展の開催

<事業目的>
　人権文化の根付くまちづくりのための取組の一環として，憲法月間に区役所ロビーにお
いて「人権啓発パネル展」を実施し，来庁者に対して人権問題について考える機会と話題
を提供した。

<取組実績>
　期間：５月１日～３１日
　場所：伏見区総合庁舎ロビー
　

伏見区
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

14 精神保健福祉講演会

<事業目的>
　精神に障害のある方のご家族を対象に，日々の暮らしの中での精神的ストレスを和ら
げ，こころの健康を維持する。

<取組実績>
　日　時：２月２８日（木）　１４：００～
　会　場：伏見区総合庁舎
　内　容：講演「現在の若者のこころ・社会　～若者がひきこもる意味と社会の変化～」
　講　師：山本耕平教授（立命館大学産業社会学部）
　参加者：１１７名

伏見区
健康づくり推
進課
深草・醍醐支
所
健康づくり推
進室

①

15
伏見区こころの健康を
考えるつどい

<事業目的>
　区内の精神に障害のある方の人権を守り，自立と社会参加の促進の援助を拡大するとと
もに，精神に障害のある方への正しい理解と認識を深めるために，啓発事業を実施する。

<取組実績>
　日　時：９月２１日（金）　１３：００～
　会　場：伏見区総合庁舎
　内　容：事前展示，体験談，舞台発表，展示，販売
　参加者：２６９名

伏見区
健康づくり推
進課
深草・醍醐支
所健康づくり
推進室

①
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

伏見区
健康づくり推
進課

16 ①

<事業目的>
　精神に障害のある方のご家族を対象に，日々の暮らしの中での精神的ストレスを和ら
げ，こころの健康を維持することを目的としている。

<取組実績>
　会場：伏見保健センター他
　日時・内容：７月５日（講話：自立に向けた役立つ制度について）
　　　　　　　８月７日（講話：家族の接し方について）
　　　　　　　９月２１日（こころの健康を考える集いの案内文発送）
　　　　　　　１０月２４日（講話：家族会の活動について）
　　　　　　　１１月２１日（ホームステーションきららの事業紹介，ヘルパーの体験
　　　　　　　　　　　　　　談，質疑応答，ピアヘルパーと家族の交流会）
　　　　　　　１月２３日（施設見学：からしだね館）
　参加者：延べ４６名

家族懇談会

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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伏見区深草支所
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

1

区役所等における人権
パネル展の開催
（市民啓発活動の取
組）

<事業目的>
　広く市民に人権の大切さを訴える。

<取組実績>
　憲法月間を契機に市・区民の人権意識向上を図るため，コミュニティホールに人権パネ
ルを展示した。
　5月1日（火）～5月31日（木）
　　「こころの病気への理解」というテーマでパネル展を実施

深草支所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

2
地域ぐるみによる街頭
啓発の実施

<事業目的>
　地域各種団体を中心に人権意識の普及と各事業の周知及び参加者の拡大を図る。

<取組実績>
　地域各種団体を中心に人権意識の普及と各事業の周知及び参加者の拡大を図るため，憲
法月間と人権月間に街頭啓発を実施した。
　・憲法月間　5月10日（木）　計132名参加
　　　ダイエー藤森店前，京阪伏見稲荷駅前及び京都医療センター前
　・人権月間　12月４日（火）　計100名参加
　　　ダイエー藤森店前，京阪伏見稲荷駅前

深草支所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

3
区民ふれあい事業の開
催

<事業目的>
　地域社会を構成する様々な人たちの参加・協力のもと，区民相互のふれあいや，区民の
自治意識の高揚，地域の活性化を図る。

<取組実績>
　多くの区民協力と参加による多彩な催しを実施した。
　10月13日（土）　第22回深草ふれあいプラザ
　場　所：藤森神社及び藤の森児童公園
　来場者：15,000人

深草支所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

4
区民ふれあいまつり等
における人権コーナー
の設置

<事業目的>
　多くの区民の協力と参加により，区民相互の交流を育む。

<取組実績>
　深草ふれあいプラザに人権啓発コーナーを設けパネルを展示し，人権の大切さを訴え
た。
　10月13日（土）　第22回深草ふれあいプラザ
　場　所：藤森神社及び藤の森児童公園
   来場者：15,000人

深草支所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

5

伏見区人権月間事業
（人権を考える講演会
～ふしみ人権の集い
第2回学習会～）

<事業目的>
　人権文化の息づく地域社会づくりの機運を育む取組の一つとして，区民が人権問題への
関心を高め，理解を深める機会を提供する。

<取組実績>
　伏見区役所，深草支所，醍醐支所で異なるテーマ，手法で実施することとし，深草支所
ではふしみ人権の集い実行委員会との共催で講演会を実施した。
　　11月24日（土）　ふしみ人権の集い第２回学習会
　　場　所：京都教育大学藤森学舎　Ｆ棟大講義室２
　　参加者：125名

深草支所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

6
小・中学生の絵画・ポ
スター展

<事業目的>
　製作する児童・生徒や保護者，鑑賞する人々がそれぞれ絵画を通じて，人権問題につい
て考える機会と話題を提供する。

<取組実績>
　児童・生徒の人権教育及び作品展の開催による市・区民の人権意識の普及，高揚を図っ
た。
　　12月3日（月）～2６日（水）　コミュニティーホールにて開催
　　出展数　48点

深草支所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

7
区民ふれあい相談コー
ナーの開設

<事業目的>
　弁護士等による相談を機に，人権尊重の考え方が日常生活に根付き，区民の生活の向上
を図る。

<取組実績>
　人権尊重の考え方が日常生活に根付いていくための取組として，窓口や電話での各種相
談事業を実施した。

深草支所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

8 精神保健事業

<事業目的>
　精神に障害のある方のご家族を対象に，日々の暮らしの中での精神的ストレスを和ら
げ，こころの健康を維持する。

<取組実績>
　精神障害を抱える家族が集まり，相互理解を深め，また，活用できる福祉サービスや制
度について理解を深めるため，精神障害者家族懇談会を開催した。
　
　内容：講話・施設見学・意見交流・情報交換など
　日時：①6月12日（火）　：講話（福祉サービスについて）
　　　　②8月28日（火）　：講話（生活保護について）
　　　　③10月9日（火）　：講話（障害年金について）
　　　　④12月11日（火） ：講話（成年後見制度について）
　　　　⑤2月12日（火）　：施設見学（くらしの交流サロン　ふかふか家）
　場所：深草支所ほか
　参加延べ人数：33人

深草支所
健康づくり推
進室

①

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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伏見区醍醐支所
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

1 伏見区人権月間事業

<事業目的>
　人権文化の息づく地域社会づくりの機運を育む取組の一つとして，区民が問題への関心
を高め，理解を深める機会を提供する。

<取組実績>
○人権を考える講演会
　　日　時：１２月９日（日）午後１時３０分～
　　場　所：京都市醍醐交流会館ホール
　　テーマ：「一緒に考えましょう。一緒に行動しましょう。希望を持って生きる
　　　　　　　ために」
　　講　師：石倉紘子（こころのカフェきょうと（自死遺族サポートチーム）代表）
○人権月間街頭啓発
　　日　時：１２月６日（木） 午後２時３０分～　医仁会武田総合病院前
　　　　　　　　　　　　　　 午後３時３０分～　上記以外の３箇所
　　場　所：医仁会武田総合病院前，パセオ・ダイゴロー前
　　　　　　ホームセンターコーナン，マツヤスーパー醍醐店前
○人権啓発絵画・ポスター展
　　日　時：１２月3日～２６日
　　場　所：醍醐支所２階ロビー，管内金融機関
　　出展数：６５点

醍醐支所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

2 伏見区憲法月間事業

<事業目的>
　人権文化の息づく地域社会づくりの機運を育む取組の一つとして，区民が問題への関心
を高め，理解を深める機会を提供する。

<取組実績>
○憲法月間街頭啓発
　　日　時：５月１６日（水）午後２時３０分～　医仁会武田総合病院前
　　　　　　　　　　　　　　午後３時３０分～　上記以外の３箇所
　　場　所：医仁会武田総合病院前，パセオ・ダイゴロー前
　　　　　　ホームセンターコーナン，マツヤスーパー醍醐店前
○人権啓発書道展
　　日　時：５月1日～３１日
　　場　所：醍醐支所２階ロビー
　　出展数：１11点
　

醍醐支所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

3
区民ふれあい相談コー
ナーの開設

<事業目的>
　弁護士等による相談を機に，人権尊重の考え方が日常生活に根付き，区民の生活の向上
を図る。

<取組実績>
　人権尊重の考え方が日常生活に根付いていくための取組として，各種相談事業を実施し
ていた。
【内容】
　窓口や電話での相談を常時受付

醍醐支所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

③

4
区民ふれあい事業等の
開催

<事業目的>
　地域社会を構成する様々な人たちの参加・協力のもと，区民相互のふれあいや，区民の
自治意識の高揚，地域の活性化を図る。

<取組実績>
　多くの区民の参加と協力により，人と人，世代間の交流とふれあいを深めた。
　○第２２回醍醐ふれあいプラザ
　　日　時：９月１６（日）　午前１０時～午後２時
　　場　所：折戸公園
　○福祉のまち醍醐・交流大会
　　日　時：１月２６日（土）　午前１０時～午後４時
　　場　所：京都市醍醐交流会館
　

醍醐支所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

5
区民ふれあいまつり等
における人権コーナー
などの設置

<事業目的>
　多くの区民の協力と参加により，区民相互の交流を育むことを目的とする。

<取組実績>
　会場内を訪れる多くの地域住民に対して，人権擁護思想の普及・交流を図った。
　○第２２回醍醐ふれあいプラザ
　　日　時：９月１６（日）　午前１０時～午後２時
　　場　所：折戸公園

醍醐支所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

①

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

7
精神保健事業
[精神障害者家族懇談
会］

<事業目的>
　精神に障害のある方のご家族を対象に，日々の暮らしの中での精神的ストレスを和ら
げ，こころの健康を維持する。

<取組実績>
　精神障害者を抱える家族を対象に実施する。家族が，精神障害者を理解し，支えていく
ための学習や情報提供を行う。また家族同士が，お互いの思いを共有するための交流の機
会を設けた。
[精神障害者家族懇談会]
　内　容：医師等による学習会，交流，体操
　日　時：①７月１３日（金）②９月２８日（金）③１０月１８日（木）
　　　　　④１０月１９日（金）⑤１１月１４日（水）
　場　所：醍醐支所

醍醐支所
健康づくり推
進室
(保健センター)

①

地域ぐるみによる街頭
啓発の実施

①

醍醐支所
地域力推進室
まちづくり推
進担当

6

<事業目的>
　地域各種団体を中心に人権意識の普及と各事業の周知及び参加者の拡大を図る。

<取組実績>
　憲法月間及び人権月間の取組として実施し，啓発チラシ入りの啓発物品を街頭で配布す
ることで，人権擁護思想の普及，高揚を図った。
　○憲法月間街頭啓発
　　日　時：５月１６日（水）
　　　　　　午後２時３０分～（医仁会武田総合病院前）
　　　　　　午後３時３０分～（上記以外３箇所）
　　場　所：医仁会武田総合病院前，パセオ・ダイゴロー前，ホームセンターコーナン
　　　　　　マツヤスーパー醍醐店前
　○人権月間街頭啓発
　　日時：１２月６日（木）
　　　　　　　午後２時３０分～　医仁会武田総合病院前
　　　　　　　午後３時３０分～　上記以外の３箇所
　　場　所：医仁会武田総合病院前，パセオ・ダイゴロー前，ホームセンターコーナン
　　　　　　マツヤスーパー醍醐店前
　

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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市会事務局
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

1
本会議傍聴及び委員会
モニター視聴に係るバ
リアフリー化

<事業目的>
　誰もが傍聴・視聴できるような環境を整える。

<取組実績>
　１　本会議における手話通訳の実施（平成8年から実施。事前申請による）
　２　本会議傍聴，委員会モニター視聴における介助犬等の同伴
　　　　平成13年2月～　介助犬，盲導犬の同伴を認める。
　　　　平成14年7月～　聴導犬の同伴を認める。

市会事務局
総務課

②

2 職員研修

<事業目的>
　研修を通じて，職員の人権意識の高揚を図る。

<取組実績>
　人権に関する様々な課題に対する認識を深め，今後の課題解消に向け学ぶため，局全体
で研修を実施。
　１　人権啓発ビデオの鑑賞及びグループ討議（意見交換）
　　　　内　容：職場の人権～相手のきもちを考える～
　　　　実施日：平成２４年５月３１日
　２　外部講師による講義
　　　　内　容：メンタルヘルスと人権
　　　　実施日：平成２５年１月１５日

市会事務局
総務課

④

3 点字請願，陳情の受付

<事業目的>
　視覚に障害のある方に対し，憲法で保障された請願等の行使が容易となるよう，環境づ
くりを行う。

<取組実績>
　点字による請願，陳情の受付を行った。（平成13年11月～）

市会事務局
議事課

②

4
市会だよりの点字版，
拡大版，音声版の発行

<事業目的>
　全ての市民に開かれた市会の推進に向け，視覚に障害のある方にも市会に関する情報を
提供する。

<取組実績>
　全ての市民に開かれた市会の推進に向け，視覚に障害のある方にも市会に関する情報を
提供するため，市会だより点字版，拡大版，音声版を発行した。（市会だより発行当初
（平成９年度）から実施。ただし，CD版は平成20年5月号以降。）（年４回）
　なお，拡大版について，21年5月号から，通常版をそのまま拡大したブランケット版
から，見やすい文字サイズ等に編集したA４サイズの冊子に変更した。
【実績】　発行部数（１回当たり）
　点字版…300部
　拡大版…470部
　テープ版…250部
　CD（デイジー版）…165部

市会事務局
調査課

②

5
インターネットによる
情報発信

<事業目的>
　全ての市民に開かれた市会の推進を図る。

<取組実績>
　全ての市民に開かれた市会の推進に向け，視覚に障害のある方等に対し，ホームページ
のアクセシビリティ推進等を行った。（平成13年4月にHP開設後，随時改善に取り組
み，平成18年9月には大幅な改善を行った。また，平成22年12月から市会だよりの
HTML版を掲載している。）

市会事務局
調査課

②

6
リーフレット「私たち
の市会」の外国語版の
作成及び配付

<事業目的>
　全ての市民に開かれた市会の推進を図る。

<取組実績>
　全ての市民に開かれた市会の推進に向け，市会のしくみなどを分かりやすくまとめた
リーフレット「私たちの市会」について，市内在住の外国人の方や海外から視察に来られ
た方等を対象に，英語，中国語，ハングル版を作成する。来庁者等に配布するとともに，
市会ホームページに掲載する。（平成16年1月に英語版，平成16年3月に中国語版及び
ハングル版を作成　平成２３年３月に英語版，中国語版及びハングル版を改訂（ホーム
ページへの掲載のみ。））

市会事務局
調査課

②

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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選挙管理委員会事務局
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

1
投票しやすい環境の整
備

<事業目的>
　投票所の施設改善など誰もが投票しやすい環境づくりを図る。

<取組実績>
　投票所の施設改善など誰もが投票しやすい環境づくりに取り組むとともに，障がいのあ
る人及び重度の在宅療養者等が選挙権の行使を容易にできるよう，指定都市選挙管理委員
会連合会を通じて国に対する法改正の要望を行った。

選挙管理委員
会事務局

②

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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監査事務局
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

1 職員研修

<事業目的>
　研修内容の充実を図り，一人一人が人権について改めて考え，またお互いの意見交換を
通じて人権に対する知識を更に深める。

<取組実績>
【障害者の人権について】
　　内　容：ビデオ「今日もよか天気たい～支えあって生きるよろこび～」視聴の後，
　　　　　　グループに分かれ討議・発表を行った。
　　実施日：７月３１日
　　参加者：２１人
【インターネットと子どもの人権】
　　内　容：ＤＶＤ「インターネットの向こう側」視聴の後，インターネットの正しい
　　　　　　使い方とインターネットに潜む危険性について講演を行った。
　　実施日：１２月７日
　　参加者：１４人

監査事務局 ④

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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人事委員会事務局
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

1
身体に障害のある方を
対象とした京都市職員
採用試験の実施

<事業目的>
　身体に障害のある方へ就職の機会を提供し，全ての人にとってくらしやすい社会の実現
を図る。

<取組実績>
■身体に障害のある方を対象とした京都市職員採用試験の実施
　○募集職種　一般事務職（高等学校卒業程度）
　○募集人数　若干名
　○受験資格　昭和58年4月2日から平成7年4月1日までに生まれた方で，
　　　　　　　身体障害者手帳（１～４級）の交付を受けており，かつ自力勤務が可能
　　　　　　　な方
　○試験内容　第１次試験　　教養試験（高校卒業程度），作文試験
　　　　　　　第２次試験　　個別面接，身体検査
　○実施日程　受験案内配布開始　6月14日
　　　　　　　受付期間　　　　　8月10日～8月31日
　　　　　　　第１次試験日　　　9月23日
　　　　　　　最終合格発表　　　11月8日
　○実施結果　申込者数　　　　15名
　　　　　　　受験者数　　　　14名
　　　　　　　１次合格者数　　11名
　　　　　　　最終合格者数　　  3名

人事委員会事
務局

②

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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消防局
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

1
印刷物への人権啓発標
語の掲載

<事業目的>
　当局が発行する印刷物に人権啓発標語を掲載することにより，より多くの市民に人権擁
護思想の普及高揚を図る。

<取組実績>
　より多くの市民に人権擁護思想を普及高揚させるため，消防局等において発行する印刷
物に人権啓発標語を掲載した。

消防局
庶務課

①

2
市民からの相談電話を
通じた情報提供

<事業目的>
　市民からの消防に関わる要望・意見・相談・問合せ等に適切に対応し，市民の消防に対
する認識を深めるとともに，市民の要望等を消防行政に反映させ，より一層信頼させる消
防行政を推進するため，昭和４３年から実施している。

<取組実績>
　相談電話による広聴活動を引き続き実施した。

消防局
庶務課

②

3

京都市政出前トークを
通じた高齢者への防火
防災指導

<事業目的>
　高齢者を対象としたテーマとして，「みんなで守る！～高齢者の防火安全対策～」を設
定し，高齢者への防火防災に関する普及啓発を実施している。

<取組実績>
　各団体からの出講依頼に基づき，高齢者に対する防火防災指導を実施した。
　　出前トークテーマ「みんなで守る！～高齢者の防火安全対策～」　２回５０名が参加

消防局
企画課

②

4
人権啓発看板，啓発の
ぼり旗等の掲出

<事業目的>
　消防署，消防出張所等に人権啓発看板等を掲出することにより，より多くの市民に人権
擁護思想の普及高揚を図る。

<取組実績>
　より効果的な人権擁護思想の普及を図るため，人権月間等（憲法月間，人権月間，人権
強調月間）において消防署，消防出張所等に人権啓発看板を掲出した。

消防局
企画課

①

5
ユニバーサルデザイン
化された避難誘導シス
テムの設置指導

<事業目的>
　平成6年1月に「視聴覚障害者等の火災安全対策に係る設備等の設置指導要領」を制定
し，社会福祉施設や宿泊施設などを対象として，聴覚障害者用の警報設備（点滅形誘導灯
など）をはじめとする避難誘導システムの設置を促進することにより，安心安全なまちづ
くりを目指している。

<取組実績>
　引き続き，対象施設への避難誘導システムの設置指導を推進した。

消防局
予防部

②

6 防火安全指導の実施

<事業目的>
　職員が，高齢者や障がい者等の在宅避難困難者宅を年1回以上訪問し，出火及び人命の
危険に係る事項の点検を行うとともに，その結果に基づき指導又は助言を行う。その際，
必要に応じ，いざという時に119番通報や救急隊員等への情報提供を迅速に行っていた
だくためのふれあい手帳や安心カードを配付する。

<取組実績>
　対象世帯への防火安全指導を実施した。

消防局
市民安全課

②

7 熱中症対策指導の実施

<事業目的>
　無理な節電により，高齢者等が熱中症にかからないよう，防火安全指導等を通じて，注
意を呼び掛ける。

<取組実績>
　保健福祉局から受領したチラシ（12,500部）を活用し，高齢者等を対象とした防火安
全指導等を通じて，熱中症対策を呼び掛けた。

消防局
市民安全課

②

8
防火防災教育訓練の実
施

<事業目的>
　女性，子ども，高齢者等を含め市民全てを対象に，各地域において，消火実験会や地震
対応訓練，防火防災に関する講習などを実施する。

<取組実績>
　女性，子ども，高齢者等を含め一人でも多くの市民が参加できるよう，各地域におい
て，防火防災に関する訓練や講習などを実施した。
　防火防災訓練　実施回数 　２,９８６回　参加人員　２００,０７６人
　講習会　　　　実施回数 　　 ７１８回　参加人員　　２４,４３３人

消防局
市民安全課

②

9
身近な地域の市民防災
行動計画づくり

<事業目的>
　自主防災部を単位に，自分たちの町の防災について考え，話し合い，その内容を行動計
画としてまとめた町内版の地域防災計画である身近な地域の市民防災行動計画づくりを推
進している。計画では，防災マップの作成等を通じた高齢者等の実態把握等についても盛
り込むよう指導している。

<取組実績>
　現在，ほぼ全ての自主防災部で計画が策定されており，防災マップの作成をはじめとす
る計画の検証，見直し等の指導を実施した。

消防局
市民安全課

②

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

10

地域の福祉関係団体と
連携し，高齢者等のい
のちを火災等から守る
ネットワークの構築

<事業目的>
　在宅介護に係る事業者，民生児童委員，老人福祉員，社会福祉協議会等と火災等の災害
から高齢者等のいのちを守るための情報交換を定期的に行うなど積極的に連携する。

<取組実績>
　各署において積極的に連携を図った。

消防局
市民安全課

②

11
防火アドバイザー研修
の実施

<事業目的>
　ホームヘルパー等を対象に，高齢者宅等を訪問した際に，火災危険の排除や防火のアド
バイス等の出来る知識及び技術を備えるための研修の実施。

<取組実績>
　各署において20回実施し，465人を養成した。

消防局
市民安全課

②

12
「チャレンジ！防災リ
ズム」を活用した幼児
への防災教育の実施

<事業目的>
　リズム遊びを通じて楽しく安全行動（地震及び火災に対する退避行動等）を習得させ
る。

<取組実績>
　各園（所）において，日頃の保育や教育の中での「チャレンジ！防災リズム」の実施を
促した。

消防局
市民安全課

②

13

防災救急リーフレット
を活用した乳幼児の保
護者への防火防災思想
の普及啓発

<事業目的>
　乳幼児の保護者に対して，乳幼児を対象とした地震対策及び乳幼児への応急手当を普及
啓発する。

<取組実績>
　17,300枚のリーフレットを作成し，各保健センターを通じて乳幼児の保護者に配付す
るほか，乳幼児とその保護者を対象とした防火防災行事で活用した。

消防局
市民安全課

②

14

防火防災パンフレット
「みんなの消防探検」
を活用した小学生への
防災教育の実施

<事業目的>
　「消防の仕事」について学習する学校授業等に際し，防火防災パンフレット「みんなの
消防探検」を活用し，小学生に防火防災に関する知識を普及し，防火防災思想を高める。

<取組実績>
　13,310部作成し，小学４年生の「消防の仕事」の授業の際にパンフレットを活用して
もらい，消防業務の紹介を通じて防火防災意識の向上を図った。

消防局
市民安全課

②

15

消防の図画・ポス
ター・作文の募集を通
した幼少年者への防火
防災思想の普及啓発

<事業目的>
　消防の図画・ポスター・作文募集を通じて，児童等はもとより広く市民の消防に対する
理解と認識を深め，防火防災意識の高揚を図る。

<取組実績>
　１０月の審査会を経て，各消防署において表彰式を実施した。
　作品の提出点数については，以下のとおり。
　　図画提出点数　　　２７９園（所）校　４,９８７点
　　ポスター提出点数　１１校　　　　　　　１７７点
　　作文提出点数　　　　９校　　　　　　　１３３点

消防局
市民安全課

②

16
ホームページ上への幼
少年向け等の広報媒体
の掲載

<事業目的>
　幼少年向け等に作成した広報媒体（みんなの消防探検，消防の図画・ポスター・作文作
品集，防火救急リーフレット）をホームページに掲載し，更なる防火防災に関する知識の
普及を図る。

<取組実績>
　平成２４年度版のパンフレットを作成した後，速やかにホームページへ掲載した。

消防局
市民安全課

②

17
京都市ＷＥＢ１１９の
実施

<事業目的>
　聴覚，言語機能又は音声機能に障がいのある方からの119番通報を確保するために携
帯電話のWeb機能（インターネット機能）等を用いて，利用者が外出中でも文字通信に
より緊急通報を行えるシステム。京都市内の居住者や通勤通学者のほか，観光等で京都市
を訪問される方も利用可能。

<取組実績>
　リーフレット（4,700部）を作成し，未登録者に対して登録を啓発した。

消防局
市民安全課

②

18
緊急通報システムと連
動した住宅用火災警報
器整備事業

<事業目的>
　緊急通報システムを使用している世帯のうち，自力歩行が不能な方，約2,000世帯を
対象に，緊急通報システムに無線で連動する住宅用火災警報器を寝室に設置し，火災の煙
を感知した場合，自動的に消防指令センターに火災通報できる体制を構築している。

<取組実績>
　リーフレット（4,500部）を作成し，防火安全指導等の機会を通じて，対象者に設置
利用等の指導を実施した。

消防局
市民安全課

②
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

19
消防ファクシミリの運
用

<事業目的>
　聴覚，言語機能又は音声機能に障がいのある方等からの緊急時の通報体制を確保するた
め，加入電話ファクシミリを用いた通報体制を整備している。
　当該ファクシミリでは，緊急時の通報のほか，利用者からの防火相談に各消防署が対応
したり，火災予防運動や出火防止キャンペーンの実施等，必要な情報提供を行っている。

<取組実績>
　防火安全指導等を通じて，対象者への新規登録・変更登録等の指導を実施した。

消防局
市民安全課

②

20
市民防災センターにお
ける防災体験

<事業目的>
　各種防災体験を通じて，来館者に対して防災に関する知識や技術の普及向上及び防災意
識の高揚を図る。また，家庭内に潜んでいる危険について，高齢者の立場になって体験す
る「くらしの安全コーナー」を常設している。

<取組実績>
　工夫を凝らしたイベント等を実施し，市民の来館を促した。
　　平成２４年度来館者数：１０４,９４５人

消防局
市民安全課

②

21
４箇国語版　防火防災
パンフレットの配付

<事業目的>
　英語，中国語，ハングル，日本語で記載した防火防災パンフレットを活用して，本市に
在住する外国人に対し，災害に対応できる知識と技能を身に着けさせる。

<取組実績>
　外国人が利用する施設等を通じてパンフレットを配付したほか，各消防署で実施の外国
人を対象とした防火防災事業で活用した。

消防局
市民安全課

②

22
4箇国語対応通報依頼
カードのホームページ
上への掲載

<事業目的>
　緊急時の通報要領を記載した通報依頼カードをホームページに掲載することで，外国人
に対し通報要領を周知する。

<取組実績>
　ホームページへの掲載を継続して実施した。

消防局
市民安全課

②

23
我が家の防火診断士の
実施

<事業目的>
　緊急時の通報要領を記載した通報依頼カードをホームページに掲載することで，外国人
に対し通報要領を周知する。

<取組実績>
　ホームページへの掲載を継続して実施した。

消防局
市民安全課

②

24
家具転倒防止器具普及
啓発事業

<事業目的>
　地震による被害を軽減するため，地域ぐるみで在宅避難困難者世帯に家具転倒防止器具
の取付けを行っている自主防災組織等に家具転倒防止器具を提供し，その活動を支援する
ことにより，地震による家具の転倒防止対策を普及する。

<取組実績>
　各種防火防災行事等で，家具の転倒防止対策の普及啓発を図った。

消防局
市民安全課

②

25 筆談具の設置

<事業目的>
　聴覚に障がいのある方などとのコミュニケーションを図る手段として，各署所に筆談具
を設置し，来庁時や防火安全指導時等に活用する。

<取組実績>
　聴覚に障がいがある方が来庁した際に活用した。

消防局
市民安全課

②

26
聴覚障がい者対応型住
宅用火災警報器普及支
援事業

<事業目的>
　総務省消防庁による「聴覚障がい者対応型住宅用火災警報器普及支援事業」で，聴覚障
がい者対応型住宅用火災警報器を該当者に対し，無料で設置するもので，京都市において
も推奨している。期間は平成25年3月31日まで。

<取組実績>
　ポスターの掲出，防火安全指導等を通じて普及啓発を図った結果，17件設置完了し平
成25年3月31日で事業を終了した。

消防局
市民安全課

②

27 救命入門コース

<事業目的>
　胸骨圧迫とＡＥＤの使用方法を中心とした，概ね10歳以上から受講可能な応急手当の
講習の受講を推進する。（講習時間90分）

<取組実績>
　小学校等において，救命入門コースを実施し，２,０３5人（平成２４年度末までの累
計）が受講した。

消防局
救急課

②

28 普通救命講習Ⅲ

<事業目的>
　主に小児，乳児及び新生児を蘇生対象とした救命講習（心肺蘇生法，ＡＥＤの使用方
法，異物除去，止血法）の受講を推進する。

<取組実績>
　保育園や幼稚園の職員，園児の保護者などを対象として普通救命講習Ⅲを実施し，１,
１１０人（平成２４年度までの累計）が受講した。

消防局
救急課

②
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

29
ホームページ上へのＡ
ＥＤマップの公開

<事業目的>
　市民の方々や観光客に対して，あらかじめ市内のＡＥＤ設置場所を知っていただき，Ａ
ＥＤを使用した応急手当を速やかに行っていただくことにより救命率の向上を図る。

<取組実績>
　事業所関係者等に対してAEDマップへの掲載の承諾を得て，これまで１,０３６事業所
（平成２４年度末までの累計）の設置場所をホームページ上で公開した。

消防局
救急課

②

30
４箇国語対応救急活動
現場シートの運用

<事業目的>
　英語，スペイン語，中国語，ハングル語の４箇国語に対応したピクトグラム（表したい
概念を単純な絵文字で表現したもの。）を用いて，外国人の観光客等に対する救急活動時
に傷病状況等を迅速に把握する。

<取組実績>
　引き続き当該シートを活用し，外国人の観光客等の傷病状況の迅速な把握に努めた。

消防局
救急課

②

31
安心救急ステーション
事業における外国人対
応

<事業目的>
　商店街やコンビニエンスストア，観光地の土産物店等を対象に，付近で救急事案が発生
した際の１１９番通報や応急手当，救急隊への的確な引継ぎなど救命リレーの第１走者と
しての活動を担う事業所を「安心救急ステーション」と認定し，市民，観光客の一層の安
心安全を確保するもの。認定事業所には，外国語対応シートを配付している。

<取組実績>
　商店街やコンビニエンスストア，観光地の土産物店等を対象に，これまで１,７６６事
業所（平成２４年度末までの累計）を認定した。

消防局
救急課

②

32
救急活動記録書の遺族
への提供

<事業目的>
　本事業は，救急搬送された傷病者が死亡された場合に限り，京都市個人情報保護条例が
限定している請求者の範囲を広げることで，遺族からの要望を受け，死亡された方の権利
利益を保護した上で，救急活動記録書に記載された情報を遺族に提供するもの。

<取組実績>
　昨年度と同様，申請に基づき，救急活動記録書の遺族への提供を実施した。

消防局
救急課

②

33
障がい者福祉講座の実
施

<事業目的>
　障害のある市民等の問題について理解と認識を深め，豊かな人権感覚と行動力を身に着
ける。

<取組実績>
　初任教育生（８８名）に対し実施した。

消防局
教養課

④

34 国際文化系研修の実施

<事業目的>
　外国人が災害時要救護者にならないために必要な知識や方法等への理解を深めるなど，
地域に住む外国人への対応能力の向上を図る。

<取組実績>
　5月23日～6月8日　１名　受講

消防局
教養課

④

35 手話講座の実施

<事業目的>
　聴覚言語に障害がある方との意思伝達に必要な手話を修得する。

<取組実績>
　延べ１２日間実施　延べ５２８名受講

消防局
教養課

④

36 少年消防クラブ

<事業目的>
　少年少女に防火防災に関する知識及び技能を普及し，防火防災思想を高めるとともに，
防火防災マナーを身につけた社会人を育成する。

<取組実績>
　市内各少年消防クラブにおいて，概ね月1回，年間12回の研修及び消防出初式でのパ
レードに参加した。
　延べ回数　９５回　延べ参加人数　クラブ員２,５０５名　育成委員　１,００４名

消防局
教養課

②

37 幼年消防クラブ

<事業目的>
　幼児に正しい火の取扱いを教育し，火遊びによる火災を防止するとともに，消防の仕事
に対する理解を深め，防火の大切さを習うことを目的とする。

<取組実績>
　園内での活動を中心に行い，消防署見学，花火指導，防火映画会及び消防の図画・ポス
ターの写生会などを実施した。また，消防出初式でのパレードに参加した。
　１２８回　延べ参加クラブ員数９,２０８名　　職員数１,２０１名

消防局
教養課

②

38
消防団員を対象とする
研修会

<事業目的>
　消防団員の人権意識の高揚を図る。

<取組実績>
　市内９消防団において研修を実施，３５１名が受講した。

消防局
教養課

①
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

39
機関誌「京都消防」へ
の情報等の掲載

<事業目的>
　職員の人権意識の高揚を図る。

<取組実績>
　１２月号に「外国籍住民の人権と災害」に関する記事を掲載した。

消防局
教養課

④

40
階層別研修，担当業務
別研修

<事業目的>
　消防業務と人権との関わりについて，職員の理解を深める。

<取組実績>
　消防業務と人権との関わりについて理解を深めるため，消防学校における階層別，担当
業務別の１０課程において人権に視点を置いた研修（カリキュラム）を実施し，３０７名
が受講した。

消防局
教養課

④

41 職場研修

<事業目的>
　職員一人一人が人権に対する認識を更に深め，意識の向上を図る。

<取組実績>
　参加型・体験型研修を取り入れ，憲法月間及び人権月間を中心に全所属で研修を実施
し，延べ３,０６７名が受講した。（人権講座受講８７５名を含む。）

消防局
教養課

④

42
外部講師による人権講
座の開催

<事業目的>
　人権行政を推進するに当たり，様々な人権課題についての職員の更なる理解を深める。

<取組実績>
　人権行政を推進するにあたり，さまざまな人権課題についての職員のさらなる理解を深
めるため，外部の専門講師による人権講座を定期に開催した。
　局本部，消防学校，各消防署及び分署で合計１２回実施し，延べ８７５名が受講した。

消防局
教養課

④

43 人権研修推進者の養成

<事業目的>
　職場研修を推進する人権研修推進者，人権研修推進補助者等の資質向上を図る。

<取組実績>
　職場研修を推進する人権研修推進者，人権研修推進補助者等の資質向上を図るため，行
財政局が実施する指導育成力向上研修，市政重要課題各講座等に延べ２３名が参加した。

消防局
教養課

④

44
人権研修推進者等によ
る研修内容等の検討

<事業目的>
　人権研修推進者が研修内容を自ら検討することで，職場研修をより効果的なものとす
る。

<取組実績>
　憲法月間及び人権月間における職場研修の実施に当たり，各職場において人権研修推進
者等により，職場研修の方法，内容等について検討した。

消防局
教養課

④

45
未就学児とその保護者
に対する防火等の指導

<事業目的>
　未就学児を火災や家庭内事故から守る。

<取組実績>
　未就学児を火災や家庭内事故から守るため，未就学児とその保護者を対象に参加型の
「みんなでコンサート」を実施した。また，「パネルシアター」など，会話を通じて防火
に関する安全教育を行った。
　実施回数　７回　　参加人員　５５８名

消防局
教養課

②

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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交通局
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

1
刊行物等への啓発標語
の掲載

<事業目的>
　交通局施設の掲示板や市バス車内及び地下鉄駅に啓発標語の掲載された啓発ポスターを
掲出することにより，より多くの職員や市民に人権擁護思想の普及高揚を図る。

<取組実績>
　実施月：５月，８月，１２月
　掲出物：啓発ポスター

交通局
企画課

①

2
交通局契約の民間企業
職員に対する人権啓発
研修

<事業目的>
　研修を通じ，民間企業職員の人権意識を向上させることで，どのような方も利用しやす
い地下鉄を目指す。

<取組実績>
　市バス，地下鉄の広告を取り扱う広告代理店の職員を対象に，「人権文化推進計画」に
基づき人権啓発研修を実施した。
　実施月：11月（約20人）

交通局
企画課

①

3
ノンステップバスの充
実

<事業目的>
　車いす利用者はもとより，子どもや高齢者並びに身体の不自由な方などにも，安全で容
易に乗り降りできる，ノンステップバスの充実を図る。

<取組実績>
　導入車両数29両（路線車両76４両のうち累計636両）

交通局
技術課

②

4 地下鉄駅施設の整備

<事業目的>
　地下鉄駅の施設を整備することで，どのような人にとっても利用しやすい駅を目指す。

<取組実績>
　地下鉄四条駅南改札内の一般旅客用トイレの全面改修を行い，清潔で快適なトイレとな
るよう，トイレ出入口部分の段差解消や洋式便器の設置などを行った。
　今後も地下鉄駅については，人にやさしく，安全・快適な地下鉄を目指した設備の充実
を図っていく。

交通局
技術監理課
電気課

②

5
地下鉄全駅に「こども
１１０番の駅」の設置

<事業目的>
　子どもを犯罪などの危険から守る。

<取組実績>
　地下鉄全駅に「こども１１0番の駅」を設置し，不審者に襲われるなどして逃げ込んで
きた子どもを保護することとし，保護者，学校，警察に連絡し対応するなど，安全な地域
づくりに貢献している。

交通局
運輸課

②

6
啓発ポスターの作成及
び掲出

<事業目的>
　市バス・地下鉄利用者への人権啓発及び乗客誘致を図る。

<取組実績>
　京都市内の人権に関わる史跡や施設等を題材にした人権啓発ポスターを作成する。ま
た，合わせて市バス・地下鉄の沿線案内を紹介し，市バス・地下鉄の車内及び交通局施設
等に掲出した。
　実施月　：5月（憲法月間），8月（人権強調月間）
　　　　　　12月（人権月間）
　施設名　：島原大門
　配布数　：各月　1,500枚

交通局
研修所

①

7
街頭人権啓発活動の実
施

<事業目的>
　地下鉄の利用者に人権問題に気付き，人権の尊重や人権意識を深めることを図る。

<取組実績>
　憲法月間・人権強調月間・人権月間の各月間中，地下鉄の主要駅（四条駅・山科駅）で
啓発チラシ及び啓発物品を配布した。
　実施月　：5月（憲法月間），12月（人権月間）
　配布場所：地下鉄四条駅，山科駅
　配布数　：各月　600個

交通局
研修所

①

8
市バス車内への人権啓
発絵画の展示

<事業目的>
　市バスの利用者に向けて，人権問題に気付き，人権の尊重や人権意識を深めることを図
る。

<取組実績>
　市バス車内に，小学生の人権啓発絵画を掲出した。
　実施月　：12月
　掲出車両：洛バス９両
　掲出枚数：198枚

交通局
研修所

①

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

9
人権行政に関する資
料・情報の職員への提
供

<事業目的>
　職員が人権行政に関する資料・情報を共有することで，職員全体の人権意識の高揚を図
る。

<取組実績>
　交通局事業を進めるうえで人権の尊重を基本理念に置くことは極めて重要であり，職員
に対しては，日常不断に人権についての情報を提供していく必要があり，必要な参考図書
の配付等を行った。  （バス新規採用職員　51人，地下鉄新規採用職員　18人）

交通局
研修所

④

10
局職員に対する人権問
題啓発講座

<事業目的>
　基本的人権について再認識するとともに，人権問題全般（女性，高齢者，障害者，同和
問題，外国人等）について広い視野に立った研修を実施し，様々な人権問題について正し
く理解し認識を深め，人権意識を磨く。

<取組実績>
　集合研修を実施した。
　実施日　：12月14日
　実施回数：1回
　受講者数：42名
　内容　　：「真のワーク・ライフ・バランス」

交通局
研修所

④

11
職場研修推進専門委員
会

<事業目的>
　市民・お客様への応対，人権文化，公務員倫理等について，職員研修等の効果を高める
とともに，職場研修総括推進者及び職場研修推進者の両推進者が職場研修のリーダーとし
ての自覚と指導力を高める。

<取組実績>
　「京都市交通局における職場研修の推進に関する要綱」の制定に伴い，新たに任命する
職場研修総括推進者（課長級職員）及び職場研修推進者（補佐・係長級職員）で構成され
る。
　職場研修推進会議専門委員会　実施回数：14回

交通局
研修所 ④

12 階層別職員研修

<事業目的>
　公務員としての自覚と認識を深め，職員として果たすべき役割，責務の自覚，服務の厳
正を守る意識を高める。

<取組実績>
　新規採用時及び昇任時等において，階層ごとに，その職の遂行に必要な知識，実践能力
を培うとともに，人権問題についても学習を深めた。
　新規採用職員研修（事務，技術職員）　　：　12人
　新任係長・課長補佐・課長・部長級職員　：　21人

交通局
研修所

④

13
参加・体験型研修を取
り入れ，より効果的な
研修の実施

<事業目的>
　人権文化の構築を目指し，受け身の研修から，フィールドワーク等参加体験型研修を取
り入れることにより，自ら考え自ら行動する，能動的で資質と能力の高い職員の育成を図
る。

<取組実績>
　実施講座：フィールドワーク　1回，35人

交通局
研修所

④

14
人権啓発看板，啓発の
ぼり旗等の掲出

<事業目的>
　バス営業所，地下鉄駅及び局施設の玄関等に人権啓発看板や啓発のぼり旗，啓発標語パ
ネルを掲出することにより，より多くの市民に人権擁護思想の普及高揚を図る。

<取組実績>
　実施月：５月，８月，１２月
　掲出物：啓発看板，啓発のぼり旗，啓発標語パネル

交通局
各事業所

①

15 所属・職場研修

<事業目的>
　「すべての人の人権を尊重する」をテーマに，職員がお互いに相手の人権を尊重し合
い，あらゆる差別の無い明るい社会と快適な職場環境の形成を目指す。

<取組実績>
　各所属において人権研修を実施した。
　実施月　　：6月～8月
　実施回数　：75回
　受講者数　：約1,634人

交通局
各課

④

16
障害のある人，外国籍
市民等との交流事業の
推進

<事業目的>
　人権に関する一段と深い理解や人権問題に対する共感が得られることから，人権問題を
抱える当事者と積極的に交流を図る。

<取組実績>
　実施日　：6月～7月
　受講者数：551人
　テーマ　：障がい者（視覚障がい等）の人権について

交通局
各課

④
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上下水道局
番号 事　　業　　名 24年度取組実績 担当課 分類

1 職場研修推進講座

<事業目的>
　職員一人一人の人権意識の高揚を図る。

<取組実績>
　職場研修における人権研修の充実を図るため，研修の企画・実施に関する助言・指導を
実施した。

上下水道局
職員課

①

2
関連企業に対する啓発
活動の実施（憲法月間
等の取組）

<事業目的>
　人権文化の構築を目指し，企業と人権問題の関わりについて，正しい理解と認識を深め
る。

<取組実績>
　人権文化の構築を目指し，企業と人権問題の関わりについて，正しい理解と認識を深め
るために，上下水道工事事業者団体である京都市公認水道協会の会員等に対し，人権月間
に研修会を実施した。研修内容については，重要課題を偏りなく実施するように年度で調
整を図った。
　≪研修会≫
　　時期：平成24年12月12日
　　場所：京都水道会館３階ホール
　　内容：講演「すべての人が尊重される社会の実現に向けて！
　　　　　　　　　ユニバーサルデザインを知ろう」（意見交流）等
　　　　　　　　　※生活に身近なUD商品をいくつか展示及び紹介
　　講師：林　智裕（京都市保健福祉局保健福祉部保健福祉総務課
　　　　　　　　　　　　 みやこユニバーサルデザイン推進係長）
　　参加：京都市水道協会会員38名

上下水道局
職員課

①

3 人権啓発看板等の掲出

<事業目的>
　より多くの市民に人権擁護思想の普及高揚を図り，人権文化の構築を目指す。

<取組実績>
　営業所・事業所等局施設の玄関に人権啓発看板を掲出した。

上下水道局
職員課

①

4
各種会議等による局内
連携の充実

<事業目的>
　本市の人権文化推進会議の一員として参画するとともに，上下水道局人権行政の推進を
図る。

<取組実績>
　全庁的な組織としての人権文化推進協議会議と緊密な連携を取りながら，局内の人権行
政主任・副主任会議を9月に実施した。

上下水道局
職員課

④

5
人権行政の視点からの
所属事務事業の点検

<事業目的>
　人権尊重の視点から市政を推進するため，所属事務事業を点検し，必要な改善を図る。

<取組実績>
　所属事務事業を点検し，必要な改善に努めた。

上下水道局
職員課

④

6 職員研修

<事業目的>
　「人権文化推進計画」に基づき，広く人権問題について，その本質を正しく認識すると
ともに，日常業務を通じてはもとより，地域社会においても積極的に実践できる職員づく
りを図る。

<取組実績>（いずれも上下水道局研修室で実施）
　（憲法月間講座）
　　時　期：５月22日，5月29日
　　内　容：講演「個人情報保護と人権」
　　講　師：弁護士　上羽利明
　　参　加：148名
　（人権月間講座）
　　時　期：12月13日，12月14日
　　内　容：講演「被爆と人権」
　　講　師：弁護士　岡 千尋
　　参　加：14２名

上下水道局
職員課

④

7
人権研修等に関する資
料の提供

<事業目的>
　職員が自己の能力向上を目指して，自発的，主体的に研鑽できるよう，また，職場にお
ける人権研修を推進するため，教材としてビデオや書籍等の研修資料の充実を図る。

<取組実績>
　研修ビデオや資料をより利用しやすくするため，貸出しリストの整理をするとともに，
庁内イントラネットホームページおいて，広く職員に対し情報提供を行い，所属に研修機
材やビデオの貸出しを行った。

上下水道局
職員課

④

8 職場研修の充実

<事業目的>
　職員一人一人が人権に対する認識を更に深め，意識の向上を図る。

<取組実績>
　「憲法月間」や「人権月間」に取組と連携し，人権の尊重・擁護，様々な人権問題の早
期解決を目指す時宜を得た講座の実施や，各職場における人権研修を実施し，職員の人権
に対する認識を深め，意識の向上を図った。

上下水道局
各課・事業所

④
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

9
コミュニケーション
ボードの設置

<事業目的>
　「外国人のお客さま」や「障がいのあるお客さま」との窓口応対での意思疎通の円滑化
を図る。

<取組実績>
　窓口応対で，会話（日本語）による意思疎通を図ることが困難な場合でも，職員とお客
さまが交互にイラストを指し示すことにより，スムーズな応対を行うためのツールとして
日本語のほか，英語，中国語，韓国・中国語でも説明した「コミュニケーションボード」
を作成し，全営業所窓口と本庁舎のお客さま窓口サービスコーナーに設置した。

上下水道局
お客さまサー
ビス推進室

②

10
聴覚障害者への窓口対
応支援事業

<事業目的>
　高齢者や耳の不自由な方が安心していただけるよう，局施設に「耳マーク」を表示した
案内板や筆談用具を設置し，環境づくりを図る。

<取組実績>
　上記，「コミュニケーションボード」設置のほか，上下水道局本庁舎守衛室，琵琶湖疏
水記念館，お客さまサービス窓口コーナー，営業所及び下水道管路管理センターの合計
１８箇所に「耳マーク」を表示した案内板や筆談用具を設置するとともに，外勤する
職員は筆談用具を携行した。

上下水道局
お客さまサー
ビス推進室

④

11
認知症あんしん
サポーター養成講座

 <事業目的>
　高齢社会の進展に伴い増加する高齢及び認知症のお客さまへの対処方法について，理解
と知識を深める。

<取組実績>
　営業所職員及び点検委託業者職員を対象に，認知症あんしんサポーター養成講座及び高
齢サポート職員との意見交換を実施した。（実施　10月）

上下水道局
お客さまサー
ビス推進室・
営業所

④
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教育委員会
番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

1
地域読み書き教室支援
事業

<事業目的>
　小学校程度の基本的な文字の読み書きの習得を必要とする方々を対象に，文字の習得を
図る。
　要件を満たす団体に対し，年間１００,０００円を限度とした補助金を交付し，文字の
習得を図るために各地域で行われるサークル等の自主的な活動を支援する。

<取組実績>
　申請団体数：３団体
　交付総額：１６８,７００円

教育委員会
学校指導課

①

2 京都市土曜コリア教室

<事業目的>
　市内小学校に在籍する韓国・朝鮮籍児童及び韓国・朝鮮にルーツをもつ児童が自らの文
化や言葉等を学ぶことを通して，民族的・文化的アイデンティティや文化を大切にし，民
族的自覚の基礎を培うことを支援するため，さらに，日本人児童には，国際理解・国際協
調を深めることを目的に実施する。

<取組実績>
　登録児童数：４８名（京都市立３３校）
　教室実施回数：全１１回（第１０回教室は民族の文化にふれる集いに参加）

教育委員会
学校指導課

①

3 多文化学習推進プログ
ラム

<事業目的>
　広く国際理解・国際協調を深めることを目指す。

<取組実績>
　実施校：小学校３５校，中学校１５校

教育委員会
学校指導課

①

4
「人権教育指導資料集
（参考試案）」の活用

<事業目的>
　児童生徒の発達段階に応じた資料集を使用することで，適切な人権意識の高揚を図る。

<取組実績>
　「人権教育指導資料集（参考試案）」を活用し，児童生徒の発達段階に十分留意した系
統的な指導を推進した。

教育委員会
学校指導課

①

5
「《学校における》人
権教育をすすめるにあ
たって」の活用

<事業目的>
　「《学校における》人権教育をすすめるにあたって」をもとにして，各校で人権教育の
一層の充実を図る。

<取組実績>
　全教職員に配布するとともに，本指針の理念の実現に向け，教職員・事務局職員を対象
とした各種研修会を実施するなど，幅広くこの指針に対する理念と周知を図り，各学校に
おける人権教育のより積極的な推進を図った。
　・人権教育講座（全教職員対象）の実施
　・管理職人権研修の実施

教育委員会
学校指導課

①

6 男女平等教育の推進

<事業目的>
　学校教育の中で男女平等教育を推進し，男女共同参画社会の実現を目指す。

<取組実績>
　児童・生徒の発達段階に応じた系統的な指導を行うとともに，学校生活全体に視野を広
げ，男女共同参画並びに男女平等の視点に立った学校教育活動の推進を図った。

教育委員会
学校指導課

①

7 同和教育の推進

<事業目的>
　同和教育を行うことで生徒の人権意識を高揚させ，人権差別のない社会の実現を図る。

<取組実績>
　同和教育主任をはじめとする人権教育に関わる主任を対象とした研修会を実施した。

教育委員会
学校指導課

①

8
帰国・外国人児童生徒
等に対する日本語指導

<事業目的>
　市内小中学校に在籍する中国帰国児童・生徒や外国人児童・生徒等に対し，言語や生活
習慣等に配慮したきめ細かな指導を図る。

<取組実績>
　日本語教室の設置：小学校９校，中学校４校
　日本語指導ボランティアの派遣：６２校１１３人（小・中学校合計）
　初期日本語指導員の派遣：１４校１７人（小・中学校合計）
　通訳ボランティアの派遣：３０校６６人，派遣回数８３回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小・中・高・総合支援学校合計）

教育委員会
学校指導課

①

9
人権啓発ポスターコン
クール（京都人権啓発
推進会議）

<事業目的>
　人権を題材にした啓発ポスターを募集・掲示することにより，市民の人権意識の高揚を
図る。

<取組実績>
　応募数：１８８校から５,３６９作品（うち京都市分５０校１,６５３作品）
　入選作品：１００作品（うち京都市分３０作品）

文化市民局
人権文化推進
課

教育委員会
学校指導課

①
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

11 常設展示の充実

<事業目的>
　広く市民に対し京都での明治初期の地域住民と番組小学校の教師による障害児教育への
熱意と工夫を伝える。

<取組実績>
　常設展の１コーナーに「京都盲唖院」の創設に関する資料を展示し，視聴覚障害児のた
めの日本で最初の近代教育の取組を紹介した。
　

教育委員会
学校歴史博物
館

①

①
教育委員会
総合育成支援
課

総合育成支援教育の推
進

<事業目的>
(1) 外国人教育が民族差別の解消を目指す教育であるとともに，国や民族の違いを認め，
　共に生きる国際協調の精神を養うことを目指す教育であることを再認識し，各校の実態
　に応じた重点目標を明らかにし，保護者啓発を含め組織的・計画的な取組を一層推進す
　る。
(2) 外国人問題の歴史的経緯，現状と課題についての認識の深化と課題解決に向けた実践
　につながる研修の充実を図る。
(3)社会科をはじめとする外国人教育に関連する単元等における指導や「民族の文化にふ
　れる集い」などを通し，外国の文化や伝統を理解させるとともに，それぞれの主体性を
　認め，互いに理解・尊重し，差別のない社会を目指して共に生きていこうとする態度を
　養う。
(4) 日本が古くから朝鮮半島と政治・経済，文化等で交流があったことなど，アジアの近
　隣諸国と日本の歴史的な関係をはじめ，世界の人々の交流の軌跡と現状についての正し
　い認識を培う。
(5) 市内にある民族学校や国際学校，外国の学校との継続的な交流を充実するとともに，
　留学生の協力を得た「PICNIK」等の外国の文化にふれる取組への参加を積極的に促
　す。
(6)「外国人教育方針」の補足となる「外国人教育の充実に向けた取組の推進について」
　の通知を受けた取組を推進する。

<取組実績>
・人権教育講座，管理職人権研修，人権教育に関わる主任研修の実施
・多文化学習推進プログラムの実施
・京都市土曜コリア教室の実施
・民族の文化にふれる集い
　日時：平成2５年２月３日（日）
　場所：同志社大学寒梅館ハーディーホール（上京区）
　内容：市立学校児童・生徒及び市内の民族学校に通う
　　　　児童・生徒による，民族舞踊，民族楽器の演奏，
　　　　歌・遊びの交流，児童・生徒の作品展示など

<事業目的>
　全ての子どもたちがノーマライゼーション社会の実現の担い手として，互いに支えあ
い，成長するための基礎を培うことを図る。

<取組実績>
　障害ある子どもの自立と社会参加に向けて，研修等の取組を実施した。

◆総合支援学校における教育の推進
　総合育成支援教育相談センター『育（はぐくみ）支援センター』（小・中学校等の子ど
も，保護者，学校への支援を行う。）
　⇒相談件数　１,３８０件
◆育成学級等における教育の推進
　市立学校228校443学級に育成学級を設置。設置要望のある学校の設置率は100％。
対象児童生徒が在籍する学校全てに設置
◆障害のある子どもの支援体制の整備
　○総合育成支援教育の今後のあり方検討プロジェクト会議（学識経験者，保護者，学
　　校関係者，専門家で構成され，今後の京都市の障害のある子どもの教育（総合育成
　　支援教育）のあり方について調査・検討を行うとともに，具体的な取組について提
　　言する。）
　　　　⇒2/12に開催
　○学校・園の支援体制の整備
　 　・全ての学校・園に「総合育成支援教育主任」及び「総合育成支援教育委員会」を
　　　設置しており，校・園内全体での支援を進める。
　 　・ＬＤ等の発達障害のある子どもの支援を行う「学校サポートチーム」（精神科
　　　医，心理学・教育学の専門家，総合育成支援教育の専門家等で構成）を設置し，
　　　通学区域の小・中学校等のＬＤ等の発達障害のある子どもの指導をサポートする。
◆研修
　○総合育成支援教育講座を４回，総合育成教育管理職研修を2回実施し，毎回100～
　　300名が参加。
　○リーフレット「子どもの『困り』の気づきから適切な支援へ」を市立学校・園及び関
　　係機関へ配付して，研修モデルプランも示すことで，校内研修等で活用された。

教育委員会
学校指導課

12

①外国人教育の推進10
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

13
「総合育成支援教育ボ
ランティア養成講座」
の開催

<事業目的>
　養成講座を経たボランティアにより，より多くの障害を持つ子どもに支援の手が広がる
ことを目指す。

<取組実績>
　総合支援学校の総合育成支援教育相談センター「育（はぐくみ）支援センター」の取組
として，「京都市ノーマライゼーションへの道推進会議」と共催し，障害のある子どもの
支援を行うボランティアの養成講座を下記のとおり開催した。
　特に，保護者・地域の方に参画を求めることにより，地域ぐるみで総合育成支援教育を
推進する気運を高める。
　
【実績】
　ボランティア養成講座　延べ20回開催
　受講者数86人

教育委員会
総合育成支援
課

①

14
「総合支援学校デュア
ルシステム」の推進

<事業目的>
　高等部生徒一人一人の就職希望を実現し，生徒の進路開拓に向けた取組を推進すること
を図る。

<取組実績>
　学校，関係団体，企業の３者で構成される「総合支援学校デュアルシステム推進ネット
ワーク会議」を開催した。

【実績】
　総合支援学校デュアルシステム推進ネットワーク会議
　6/19・2/20の２回開催

教育委員会
総合育成支援
課

①

15

総合支援学校生徒の進
路開拓をめざす「巣立
ちのネットＷＯＲＫ」
の取組の推進

<事業目的>
　企業就労・福祉就労等，総合支援学校生徒の進路先の開拓及び定着に向けて，教育，労
働，福祉機関等が連携を密にし，生徒一人一人の障害の状態に応じた幅広い多様な進路の
確保を目指す。

<取組実績>
「巣立ちのネットＷＯＲＫ」事務局会議及び「障害のある市民の雇用フォーラム」を開催
した。

【実績】
 「巣立ちのネットＷＯＲＫ」事務局会議
　7/11・9/19・2/13の３回開催
　障害のある市民の雇用フォーラム
　11/13開催（出席団体数4４）

教育委員会
総合育成支援
課

①

16

「出会いとふれあいの
オープンスペース（総
合支援学校・育成学
級・通級指導教室等見
学説明会）」の実施

<事業目的>
　障害のある子どもたちの教育の場（総合支援学校・育成学級・通級指導教室）について
理解を深め，よりよい教育環境を実現する。

<取組実績>
　障害のある子どもを持つ保護者や就学前教育・保育を行っている幼稚園・保育所等の職
員を対象とした見学説明会を実施し，総合育成支援教育に対する理解を深めた。

【実績】
　６／７～７／５のうち１２日間（１２会場）実施
　参加者４８２人

教育委員会
総合育成支援
課

①

17

小・中学校育成学級，
総合支援学校大合同作
品展「小さな巨匠展」
の開催

<事業目的>
　障害のある子どもへの市民の理解・認識を深めるとともに，作品作りを通じて子どもの
情操を豊かにし，学力向上に資することで，総合育成支援教育の振興を図る。

<取組実績>
　小・中学校育成学級等で学ぶ子どもたちの作品を一同に集め，学習成果の発表の一環と
して展示した。

【実績】
　1/26～1/29　京都市美術館別館で開催（来場者5,674人）

教育委員会
総合育成支援
課

①

18
障害のある市民の生涯
学習事業

<事業目的>
　障害のある市民の生涯学習の機会を保障し，自立と社会参加を促進することを図る。

<取組実績>
　障害のある市民の生涯学習の機会を保障し，自立と社会参加を促進する事業として，成
人講座を実施した。

【実績】
　視覚に障害のある市民の成人講座の実施
　発達に遅れのある市民の成人講座の実施
　聴覚言語障害のある市民の成人講座の実施

教育委員会
総合育成支援
課

①
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

19
「総合育成支援員」の
配置

<事業目的>
　今年度も前年度に引き続き，総合育成支援員を希望する学校全校に配置できるよう，ま
た必要な学校には複数配置もできるよう事業を実施し，一人一人のニーズに応じた適切な
指導，必要な支援を行う体制の充実を図る。

<取組実績>
　普通学級に在籍するＬＤ（学習障害），ＡＤＨＤ（注意欠陥／多動性障害），高機能自
閉症等の発達障害や肢体不自由等の幼児・児童・生徒に対して，きめ細やかな指導を行う
ため，学習活動上の支援や学校生活上の介助等を行う「総合育成支援員」（非常勤嘱託職
員）を配置した。

［実績］
　必要な全学校・園（253校・園）に350名を配置した。
　 ※希望校中の配置率100％を達成
　 ※複数配置，小学校5校，中学校1校

教育委員会
総合育成支援
課

①

20
児童虐待に関する研修
の実施

<事業目的>
　関係機関との一層の連携を図り，児童虐待の未然防止や早期発見，再発防止に向けた取
組を推進する。

<取組実績>
　今日の教育現場における多種多様な子どもたちの課題は，単に当該児童生徒の特性のみ
ならず，家庭・学校・地域という子どもたちを取り巻く環境や，周囲の大人たちの対応，
友人関係等，多くの要因が複雑に絡み合って起こっている。
　そこで，課題の見立てと対応について，実践的な教職員対象の研修会を行った。
　・学校でのソーシャルワーク実践研修の実施
　　日時：５月９日，７月１１日，８月１日，８月３日
　　場所：京都市教育相談総合センター

教育委員会
生徒指導課

①

22 健康教育の推進

<事業目的>
　子どもたち一人一人の「心と体の健康」に焦点を当てた健康教育の取組を充実すること
により，身体的・精神的・社会的に，より健康になろうとする子どもたちの育成を目指
す。

<取組実績>
(1)児童・生徒のセルフエスティーム（自尊感情や自己肯定感）の向上を図る。
(2)児童・生徒の「自己実現」を目指し，個と個をつなぐ集団づくりの取組を推進する。
(3)「学習を行動に結びつけるスキル」を獲得させるための取組を推進する。
(4)児童・生徒の「心と体の健康」を支援する活動を推進する。
(5)様々な感染症について，人権尊重の視点に立った指導をする。
【実績】
  「心と体の健康」に焦点を当てた健康教育の充実
  教職員研修会の開催
  保健主事研修会

教育委員会
体育健康教育
室

④

心の居場所づくり推進
事業

<事業目的>
　子どもたちの居場所をつくり，子どもが伸び伸びと生活できる環境を整える。

<取組実績>
　・学生ボランティア「学びのパートナー」の配置
　　　⇒延べ３３名，３１校
　・「洛風中学校」「洛友中学校」「ふれあいの杜」の教育充実
　　　⇒不登校を経験した児童生徒等の学習環境づくりを図った。
　・「啐啄21・絆」の取組
　　　⇒３８校で実施
　・フリースクール等（５施設）と連携した不登校対策の実施
　・いじめ対策プロジェクトチームの活動及び「いじめ相談24時間ホットライン」の運
　　営
　・不登校相談支援センターの運営
　　　⇒相談受付件数　１５７件
　・不登校フォーラムの実施
　　　⇒日　時：１１月４日
　　　　参加者：延べ２３０名
　・児童生徒登校支援連携協議会の実施
　　　⇒実施日：８月２日，３月４日
　・スクールカウンセラーの配置
　　　⇒１４８校（小学校５７校，中学校７３校，総合支援学校７校，高校１１校）
　　　　小学校への配置の拡充及び全総合支援学校へ新規配置を実施した（小学校配置
　　　　校数：２３年度２７校→２４年度５７校）。
　・スクールソーシャルワーカーの配置
　　　⇒拠点校・小学校７校，派遣型１名
　　　　拠点校７校へ配置するとともに，ニーズのある学校へ随時支援を行う「派遣型」
　　　　のスクールソーシャルワーカーを１名配置した。

　　※京都市立学校数（休校除く）
　　　小学校１６８校，中学校７３校，高等学校１１校（全日制・定時制別），総合支
　　援学校７校・分校１

教育委員会
生徒指導課

①21
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

23
学校における性教育・
エイズ教育の推進

<事業目的>
　授業研修会を実施し，
　(1)　児童・生徒にエイズについての正しい認識をもたせる。
　(2)　人権尊重の観点に立ったエイズ教育を推進する。
　(3)　児童・生徒が生命尊重や人間尊重,男女平等の精神に基づき，望ましい行動がとれ
　　  るエイズ教育の系統的な指導体系を確立する。

<取組実績>
　各校において，校内研修や性教育・エイズ教育の取組を年間計画に位置付け，実践し
た。また，教職員等への研修会の開催等を通じて，発達段階に応じた効果的な指導方法を
教職員等へ指導する指導者の育成を行った。

教育委員会
体育健康教育
室

④

24
生涯学習情報ネット
ワークシステムの運営

<事業目的>
　市民の生涯学習を支援し，市民みんなが成長できる社会の実現を目指す。

<取組実績>
　京都市生涯学習情報検索システム「京（みやこ）まなびネット」への
　24年度アクセス件数：１５９,７６５件

教育委員会
生涯学習部
生涯学習推進
担当

①

25
生涯学習アドバイ
ザー・特別社会教育指
導員制度

<事業目的>
　地域における生涯学習の振興，人権啓発活動の推進，ＰＴＡ活動の振興を図る取組など
について，学校，社会教育団体への助言・指導を行う生涯学習アドバイザーを置くこと
で，市民に生涯学習の推進を促す。

<取組実績>
　生涯学習アドバイザー，特別社会教育指導者を積極的に支援する。
   　○24年度生涯学習アドバイザー１０名・特別社会教育指導員４５名委嘱。
　　○24年11月７日，アドバイザー，指導員向け全体研修会を開催。

教育委員会
生涯学習部
生涯学習推進
担当

①

26
親と子のこころの電話
相談員の養成

<事業目的>
　子育てのこと，友達や身体のことなど，様々な悩みに直面しながら身近に相談できる相
手がなく，一人悩んでいる「親」や「子」に対して，電話を通して相談に当たるボラン
ティアを養成し，子どもの健全育成を図る。

<取組実績>
　　研修会　１２６回
　  １６期生　１２名（見込）
　　相談件数　９０６件

教育委員会
生涯学習部
生涯学習推進
担当

③

27
温もりの電話相談員の
養成

<事業目的>
　京都市地域女性連合会とのパートナーシップの下，子育ての悩みから季節野菜の料理法
まで，どんなことでも気軽に相談できる電話相談の相談員を養成し，温もりのある地域社
会の構築を目指す。

<取組実績>
　○スーパーバイザーの委嘱
　　松木　繁　氏（臨床心理士），内藤　みちよ　氏（臨床心理士）
　○相談員全体研修会　２回開催（８月・１月）
　　①「日常よくみられる高齢者の精神的病気」
　　　　講師：藤田　光恵　氏（ふじたみつえクリニック）
　　②「温もりの電話相談について」
　　　　講師：藤原　勝紀　氏（京都大学名誉教授）
　○相談員実践研修会　２回開催（９月・３月）
　　・実際の相談事例を挙げてのロールプレイ，話し合い等
　　　　講師：スーパーバイザー　松木　繁　氏・内藤　みちよ　氏
　○平成２４年度相談件数：６６３件
　○平成１０年８月２４日（開設）～平成２４年度　相談件数：１１,１４６件

教育委員会
生涯学習部
生涯学習推進
担当

③

28

各学校・幼稚園におけ
る保護者対象の学習
会，懇談会等人権学習
会の開催

<事業目的>
　各家庭の教育力の向上を図る。

<取組実績>
　家庭や地域で，「子どもを共に育む京都市民憲章」の理念を核とした取組が実践される
ように，各学校・幼稚園において保護者を対象とした学習会，懇談会等（家庭教育講座
（幼・小・中・総）等）や，単位PTA・支部やPTA連絡協議会における学習会を実施し
た。

教育委員会
生涯学習部
家庭地域教育
支援担当

①

29 家庭教育講座の実施

<事業目的>
　「子どもを共に育む京都市民憲章」の理念をふまえ，子どもたちの命を守り，子ども一
人一人の今と未来を大切にする家庭の教育力の向上につながるテーマを設定した学習会
や，保護者同士の語り合いの場を設け，家庭でのよりよい教育の充実・促進を図る。

<取組実績>
(1)対象：全市立幼稚園，小学校，中学校，総合支援学校
(2)実施回数：各校園年間2回以上（全校園実施回数計９４２回）
　・「ほっこり 子育て ひろば」を８６回実施し，延べ１,９８５名の参加者があった。
　・携帯電話市民インストラクターによる啓発講座を３１回実施し，延べ６６５名の参加
　　者があった。

教育委員会
生涯学習部
家庭地域教育
支援担当

①
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番号 事 業 名 24年度取組実績 担 当 課 分類

30
京都市ＰＴＡフェス
ティバル

<事業目的>
　全市のＰＴＡ会員が，校種間の垣根を越えて広く集える手作りのイベントを開催するこ
とにより，本市のＰＴＡ活動の活性化を図る。また，親が子どもたちと一緒になって遊
び，学ぶことを通して，家庭・地域の教育力向上を図る。

<取組実績>
開催日：平成2４年８月２４日（金）
会　場：京都市勧業館　みやこめっせ　第１展示場（半面）
テーマ：「つながろう！京都！！」
参加者：約５,000人
内　容
　・ステージイベント（ＰＴＡによるステージ発表）
　・ブースコーナー（ＰＴＡ壁しんぶんコーナー，お茶席，お土産コーナー　等）

教育委員会
生涯学習部
家庭地域教育
支援担当

①

31
人権啓発展示パネルの
作成・貸出

<事業目的>
　保護者の人権に関する意識の高揚を図る。

<取組実績>
   学校・幼稚園における憲法月間・人権月間での取組をはじめ，学校・幼稚園行事の機会
に掲示するためのパネルを作成・貸出を行い，保護者啓発資料として活用した。

教育委員会
生涯学習部
家庭地域教育
支援担当

①

32
憲法月間・人権月間に
おけるＰＴＡ街頭啓
発・パレード

<事業目的>
　市民に人権の尊さを呼び掛け，差別のない明るいまちづくりを推進する。

<取組実績>
　憲法月間・人権月間の機会に，京都市ＰＴＡ連絡協議会が実施する啓発物品の配布及び
パレードによる街頭啓発活動を支援した。
　活動目的の徹底，他団体との幅広い連携等により，より充実した取組を行った。
（１）人権啓発パレード（憲法月間）
　日　程：平成24年4月21日（土）
　場　所：京都市役所前～円山公園
　参加者：約500人

（２）ＰＴＡ街頭啓発（人権月間）
　日　程：平成24年12月1日（土）
　場　所：市内約30ヶ所
　参加者：約２,０００人

教育委員会
生涯学習部
家庭地域教育
支援担当

①

33
人権行政に関する情報
の職員への提供

<事業目的>
　職員一人一人の人権意識を高める。

<取組実績>
　職員一人一人が人権意識を高めるため，人権関係の情報誌，チラシの配布，講演会等の
ポスター掲示による職員への情報提供を行った。
 　○「人権啓発映画」の購入

教育委員会
生涯学習部
家庭地域教育
支援担当

①

34 家庭教育新聞の発行

<事業目的>
　教育問題や人権問題に関する情報提供をはじめ，親子で楽しめる企画や子どもを健やか
に育むためのインタビューも掲載し，教育情報の発信の充実を図る。

<取組実績>
　家庭・地域教育の充実と振興のため，全市の保護者を対象に家庭教育新聞「あしたのた
めに」を発行した。
　・発行回数：年4回（203号～206号）
　・配布先　：全市立幼稚園・小・中・高・総合支援学校，私立・国立幼稚園，私
　　　　　　　立・国立小・中学校及び市内全保育所の保護者のほか，図書館・区
　　　　　　　役所等市関係施設。
　・発行部数：各１７０,０００部

教育委員会
生涯学習部
家庭地域教育
支援担当

①

35
人づくり２１世紀委員
会

<事業目的>
　19年2月に制定された「子どもを共に育む京都市民憲章」の理念があらゆる場で実践
される社会の実現を目指して，子どものいのちに関わる緊急課題である「児童虐待」「い
じめ」「インターネットなどの不適切利用」等の解決に向けて取組を推進する。

<取組実績>
・「子どもを共に育む京都市民憲章」の理念があらゆる場で実践される社会の実現に向け
　た取組の推進
・上記憲章の理念の普及，子どもを取り巻く緊急課題の課題解決に向けた連続講座等の開
　催
・「子どもを共に育む未来づくり教育フォーラムin京都」の開催
　　日時：24年8月6日
　　内容：講演会　他
　　場所：国立京都国際会館 他

教育委員会
生涯学習部
家庭地域教育
支援担当

①
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36
「学びのフォーラム山
科」の開催

<事業目的>
　講演会を通じて，市民の方の人権意識をはじめとした教養を高める。

<取組実績>
　京都市在住の方，または京都市内に通勤・通学の方を対象に，教養を高め，文化，歴
史，健康，食生活，時事問題など市民が興味・関心をもつ内容をテーマに毎週水曜日に講
演会を開催しており，人権月間にちなんで人権に関する講演会を行った。

　演　題：蘇る朝鮮文化　～高麗美術館設立の物語～
　講　師：高麗美術館　常務理事　鄭　喜斗 氏
　日　時：11月14日（水）
　参加者：206名

教育委員会
生涯学習総合
センター山科

①

37
ゴールデン・エイジ・
アカデミーの開催

<事業目的>
　市民が，生涯にわたり自ら学び,教養を深める中で，人生の楽しみをより深く豊かなも
のにすることを目指す。
<取組実績>
　障害のある子どもたちを取り巻く状況と今後の教育について認識を深める良い機会と
なった。
　演　題：子どもの人権　障害のある子どもの今‐京都市の総合育成支援教育‐
　講　師：京都市教育委員会総合育成支援課参与　朝野　浩 氏
　日　時：12月７日
　参加者：294人

教育委員会
生涯学習部
施設運営担当
（生涯学習総
合センター事
業課）

①

38
人権問題啓発映画試写
会

<事業目的>
　人権研修や保護者を対象とした人権の啓発の促進を図る。

<取組実績>
　日　時：6月29日（金）及び7月4日（水）（1，2回目とも同内容）
　内　容：映画「くらしの中の人権問題（地域編）」「くらしの中の人権問題（家庭
　　　　　編）」「探梅～春遠からじ～」「それぞれの立場・それぞれの気持ち」
　参加者：計127名

教育委員会
生涯学習部
施設運営担当
（生涯学習総
合センター事
業課）

④

39
人権問題啓発映画の貸
出

<事業目的>
　あらゆる人権問題についての正しい理解と認識を深める。

<取組実績>
　貸出本数：108本

教育委員会
生涯学習部
施設運営担当
（生涯学習総
合センター事
業課）

①

40
教職員研修（教職員の
職務別・経験年次別研
修）

<事業目的>
　学校教育における人権教育の確立・推進を目指し，教職員の人権意識の高揚及び実践を
推進する資質・力量の向上を図る。

<取組実績>
⑴職務別・経験年次別研修
　　管理職，人権教育に関わる主任，採用1年目・5年目・１０年目教員，採用1年目事
　務職員に実践発表及び協議形式等による研修を実施した。
⑵全教職員を対象とする希望参加制の研修
　　全教職員を対象に｢<学校における>人権教育をすすめるにあたって｣の具現化に向け
　て，講演や実践発表等を内容とする希望参加制の研修を実施した。
⑶参加型研修を採り入れた効果的な研修の実施
　　上記⑴⑵の研修にあたっては，受講者の参加意識を一層引き出し，研修効果を高め
　るための受講者参加型研修を推進した。

教育委員会
総合教育セン
ター

④

41 校・園内研修の実施

<事業目的>
　自校・園における人権教育の確立・推進を図る。

<取組実績>
　各校・園において人権教育に関する研修を計画的に実施した。

教育委員会
総合教育セン
ター

④

42
教職員の教育研究団体
研修への支援

<事業目的>
　学校教育における人権教育の確立・推進を図るとともに，教職員の人権意識の高揚及び
実践を推進する。

<取組実績>
　教育研究諸団体の主体的な研究・研修を支援した。

教育委員会
総合教育セン
ター

④

43
教育研究資料・教育関
係図書の充実

<事業目的>
　本市教職員及び市民を対象に，人権に対する意識の高揚を図る。

<取組実績>
　人権及び人権教育に関する図書・資料を展示し，閲覧・貸出を行う。さらに，平成24
年12月の人権月間には，3階カリキュラム開発支援センター付近に人権書籍の展示コー
ナーを設け，人権学習の充実に向けた取組を推進した。

教育委員会
総合教育セン
ター

①
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44
教育相談総合センター
での教育相談

<事業目的>
　子どもの様々な悩みに対して相談窓口を設けることで，子どもの精神的な負担を減ら
し，健全な発育を促進する。

<取組実績>
(1)カウンセリング
　子どもの不登校・いじめや友人関係・性格や行動・学習や学校生活のことなど，心のケ
アを要すると思われること，また，子どもの教育上のさまざまな課題や子育ての不安につ
いて，教育・心理専門のカウンセラーが来所相談を行った。
　対　　象：市内在住の児童・生徒とその保護者
　相談時間：月～金10時～21時，土９時～17時（第2・第4水曜日，祝日，年末
　　　　　　年始は休館）
   相談人数：延べ１４,３１９人
(2)日曜不登校相談
　「最近学校に行くのを渋りだした」など，不登校についての不安や気がかりに対し日曜
日に相談に応じた。
　延べ相談件数　２２件

教育委員会
教育相談総合
センター

③

45
不登校児童・生徒の
「心の居場所」づくり

<事業目的>
　子どもの居場所をつくることで，精神的な負担を減らし，健全な発育を促進する。

<取組実績>
(1)ふれあいの杜
　個別カウンセリング，小集団体験活動，学習（教科）活動を通して，不登校児童・生徒
が新たな人間関係を築く中で，学校生活に適応し，自立心に富み，いきいきとした生活が
送れるようになることを目指す。
  　・在級児童生徒　78名
(2)オープンキャンプ（夏・冬２回実施）
　京都市内の小・中学生で，長期にわたり，継続・断続して学校を欠席している不登校児
童・生徒たちが，自然とふれあい，また目標に向かって活動を進めることにより普段では
経験できない達成感を経験することにより，子どもたちの自立を目指す。
　また，集団宿泊活動をとおして，基本的な生活習慣の定着や人間関係の更なる構築等を
図る。
　　・オープンサマーキャンプ　日時：8月7日～9日　場所：奥志摩みさきの家
　　・オープンウィンターキャンプ　日時：3月7日～9日  場所：花背山の家

教育委員会
教育相談総合
センター

①

46
「こどもみらい館」に
おける事業の推進

<事業目的>
　乳幼児の健やかな育成を図る。

<取組実績>
　子育てに役立つ情報や気軽に話し合える場の提供，親子のふれあいを深める講座の開
催，子育てに悩む親の相談に応じるなど，子育て支援を総合的に実施することができた。
・子育てなんでも相談（対面相談 2,587件，健康相談 142件，電話相談612件，こど
　も元気ランドでの相談 1,973件）
・子育てセミナー（8回）
・子育てパワーアップ講座（66回）
・子育て井戸端会議（75回）
・館長の井戸端サロン（12回）
・子育て図書館の運営（貸出点数　２０２,６２２点）

教育委員会
子育て支援総
合センターこ
どもみらい館

①

47
人権問題関連図書の展
示と貸出

<事業目的>
　市民があらゆる人権問題についての理解と認識を深める。

<取組実績>
　人権問題関連図書の展示と貸出しを行い，市民啓発に資する。
　○京都市図書館全館…
　　憲法月間（5月）：憲法・人権問題関連図書の展示と貸出し
  　人権月間（12月）：人権月間関連図書の展示と貸出し
　○中央図書館
　　9月：識字関連図書の展示と貸出し

教育委員会
各図書館

①
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